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は じ め に  

ゝ■＝．・■   
前橋市の北にそびえる赤城山は、往古から人々とかかわりが深く、親しまれ愛される道邁  

の山であります。とりわけ、赤城山南麓は、その悠々と裾野を広げる台地を中心として、岩  

宿遺跡に代表されるように遠い旧石器時代から現在まで人々のさまざまな生活が繰り広げら  

れました。   

古代において前橋台地には、広大に分布する穀倉地帯を控え、前橋天神山古墳などの初期  

古墳をはじめ王山古墳・天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築かれ、上毛野の国の中心  

地として栄えました。また、総社古墳群が築かれた総社・元総社地区には山王廃寺、国分僧  

寺、国分尼寺、国府など上野国の律令中枢施設が次々に造られました。   

中世になると、戟国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずった地として知ら  

れ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東4名城の一つに数えられる  

厩橋城が築かれました。   

近代では、横浜港が開港されると、輸出の花形商品として生糸をもって一番乗りしたのが、  

前橋の糸商人でした。前橋藩は、藩をあげて蚕糸に力を注ぎ、我が国初の製糸の機械化に取  

り組みました。生糸により、横浜と前橋が結ばれ、文化交流が始まりました。このように本  

市は、まさに、歴史性豊かなまちです。   

今回、報告書を上梓する元総社蒼海遺跡群（8）～（12）は古代上野国の中枢地域の調査であ  

ります。推定上野国府域に隣接することから多くの注目を集めております。今回の調査では、  

「国府のマテ」を形成する集落のほか、千桐谷戸遺跡に代表される漏斗型耳飾りを出土した  

縄文晩期後半の住居跡、古代大溝の北側から検出された大型掘立柱建物跡1棟、鳥羽遺跡の  

対岸から検出された緑粕陶器群、また、中世の館跡など豊富な資料が発見されました。残念  

ながら、現状のままでの保存が無理なため、記録保存という形になりましたが、今後、地域  

の歴史を解明する上で、貴重な資料を得ることができました。   

最後になりましたが、この調査事業を円滑に進められたのは、関係機関や各方面のご配慮  

の結果といえます。また、炎天下や寒風の中、直接調査に携わってくださった担当者・作業  

員のみなさんに厚くお礼申しあげます。   

本報告吾が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

平成19年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団   

団 長 根 岸   雅   



1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社遺跡群（12）発掘調査報告書である0  

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。  

3．発掘調査の要項は次のとおりである。  

調 査 場 所 群馬県前橋市元総社町1823番ほか  

発 掘 調 査 期 間 平成18年9月4日～平成18年12月15日  

整理・報告書作成期間  平成18年12月18日～平成19年3月9日  

発掘・整理担当者 梅揮克典・近藤雅順・阿久澤真一・遠藤たか美（発掘調査係員）  

4．本書の原稿執筆・編集は梅澤・近藤・阿久澤・遠藤が行った。  

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。  

阿部シゲ子・井上和久・神揮とし江・北爪啓子・後藤進一・斉藤頼江・佐藤佳子・下境弥・杉渕富雄  

関根その子■曽我仁・勅使川原幸枝・登坂うた子・友永茂・内藤旭・中央のり子・中山昭・長山桜政子  

西山勝久・萩原秀子・橋本茂・町田妙子・町田敏彦・峰岸あや子・峯岸淳子・森下陽介・山野居綾  

6．発掘調査で出土した遣物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財  

保護課で保管されている。  

凡  例  

1．挿図中に使用した北は、座標北である。  

2．挿図に建設省国土地理院発行の1：200．000地形図（宇都宮・長野）、1‥25，000地形図（前橋）、1：6，000前橋  

市現形図を使用した。  

3．本遺跡の略称は、18A130－12である。  

4．遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。   

H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡 T…竪穴状遺構 W‥・溝跡 Ⅰ…井戸跡   

D・”土坑  DB‥・土坑墓  P・・ゼット  Ⅹ…不明遺構  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。   

遺構 全体図…1：2UO 住居跡・竪火状遺構・溝跡・井戸跡・土坑・・・1：30・1：60  

竃・・・1：30  土坑墓‥・1：7．5   

遺物 土器‥・1／3・1／4 鉄器・鉄製品…1／2 石製品‥・1／3 瓦…1／2・1／5  

6．計測値については、（）は現存借、［］は復元値を表す。  

7．土層注記は新版標準土色帳（小山・竹原1967）を基準とし、遺物観察表の色調についてもこれを使用した0  

8．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示し、それぞれ以下のように表現する0   

◎・・儲まり・粘性非常にあり、○・・・締まり・粘性あり、△…締まり・粘性ややあり、×・‥締まり・粘性なし  

9．遺構平面図の－－－＝＝－－－－－－－は推定線を表す。  

10．スクリーントー ンの使用は、次のとおりである。   

遺構平面図 焼土川「コ   
遺構断面図 構築面・・・［＝コ   

遣物実測図 須恵器断面・‥l■■ 灰粕陶器断面…皿 灰粕陶器表面・・臨出  

緑粕陶器断面‥・田 青磁断面…口 内黒… 「」コ  

煤付着…    粘土付着‥・匠逼I  

ll．主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。  

As＿B（浅間B軽石：供給火山・浅間山、1108年）   

Hr＿FP（榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）   

Hr＿FA（榛名ニッ岳渋川テフラ：僕給火山・榛名山、6世紀初頭）  

As－C（浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半～中葉）  





PL．23 H－74・79・81号住居、T－2、W－4出土遺  

物  

24 鉄器・鉄製品  

PL．20 H－50～52・55・56号住居出土遺物  

21H－56・62・64・65・66号住居出土遺物  

22 H－66・68・70・72～74号住居出土遺物  

挿   図  
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Ⅰ 調査に至る経緯   

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、7年目にあたる。本調査地は、  

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。   

平成18年4月19日付けで、前橋市長 高 木 政 夫より前橋都市計画事業元結社蒼海土地区画整理事業に伴  

う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織で  

ある前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅に対し、調査実施を協議し、調査団はこれを受諾した。平成  

18年8月23日、調査依頼者である前橋市長 高 木 政 夫と前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅と  

の間で、本発掘調査の委託契約を締結し、9月4日に現地での発掘調査を開始するに至った。   

なお、遺跡名称「元総社蒼海遺跡群（12）」（遺跡コード‥18A130－12）の「元総社蒼海遺跡群」は区画整理事  

業名を採用し、数字の「（12）」は過年度に実施した調査と区別するために付したものである。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1 遺跡の立地  

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、  

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地利根川左岸、東部の  

広瀬川低地帯という4つの地域に分けられる。   

本遺跡の立地する前橋台地は、約24．000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被  

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の  

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と推  

定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ケ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって  

流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との比  

高3m～5mを測り、段丘屋上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。   

本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約2．5kmの地点、前橋市元結社町地内に所在している。南東へ約  

0・5kmの所に上野国籍社神社があり、西方約0．5kmには関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側に  

は国道17号、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの  

幹線道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったとこ  

ろに位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。   

2 歴史的環境  

本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山  

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の掘割りを利用し築かれたとされ  

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴  

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。   

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路束・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地  

域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。   



l：200，000  
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Fig．1元結社蒼海遺跡群位置図  



弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺臥後期住居跡が検  

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ケ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。  

古項時代の遺跡としては、まず本遺跡のおもに北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するも  

のには、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と復円部にそれぞれ石室  

をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考え  

られ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白  

鳳期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鵡尾、根巻石等の石造物群は、  

宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この  

寺は上野地域を治めていた「上毛野氏」の氏寺であり、この古墳群には「上毛野氏」一族が葬られているとも考  

えられている。これらから、この地が「車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能してい  

た様子が窺える。なお、平成18年度から5カ年計画で「山王廃寺範囲内容確認調査」が実施され、平成18年度で  

は「講堂」の版築基壇や「回廊」の北東礎石が確認された。  

奈良・平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的・  

〕  
文化的中心地としての様相を呈してくる0律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をもつ国  

府は、元総社地区に置かれたとされる。  

国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元結社小学校校庭遺跡や、「囲厨」・「曹司」・  

「国」イ邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元結社寺田遺臥律令期の掘立柱建物跡と考えられる柱  

穴が検出された元総社宅地遺跡がある。また、国府域の推定を可百割こした大規模な東西方向の溝跡が検出された  

閑泉樋遺跡や元総社蒼海遺跡群（7X9掴【（9XlO）は平成18年度調査実施】と南北方向の溝跡が検出された元総社明神  

遺跡の調査成果により、国府域の東北外郭線が想定されるに至った。さらに、周辺遺跡からは宮人の用いたと考  

えられる円面硯、巡方（腰帯具）、緑粕陶器も出土し、国府について考えるうえで貴重な資料となっている。  

国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。本格  

的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。さらに国分尼寺の調  

査では、昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。さらに平成   

12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝跡  

や道路状遺構が確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分僧  

ノ 寺●尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘建柱建物跡群が検出されている。  

また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1．5km南の地点にN－640－E方向の東山道（国府ルート）がある  

ことが推定されている。さらに、推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ延長  

したものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。  

中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての  

機能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城  

の縄張りは国府と関係が深く、また、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。  

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと  

推定される元結社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続  

的に本地域の発掘調査が行われていく。これにより、手つかず状態であった本地域の全容が明らかになっていく  

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。   





Tab．1元結裡蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表  

番号   遺  跡  名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

口  元総社蒼海遺跡群（12）   2006  本遺跡   

2  上野国分寺跡（県教委）   1980～88  奈良：金堂基壇・塔基壇   

3  上野国分尼寺跡   （1999）  奈良  ：西南隅・東南隅築垣   

4  山王廃寺跡   （1974）  古墳：塔心礎・根巻石   

5  東山道（推定）  

6  日高道（推定）  

7  王山古墳   1972  古墳：前方後円墳（6C中）   

8  蛇穴山古墳   1975  古墳：方墳（8C初）   

9  稲荷山古墳   1988  古墳：円墳（6C後半）   

10  愛宕山古墳   1996  古墳：円墳（7C初）   

田  総社二子山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（6C末～7C初）   

12  遠見山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（5C後半）   

13  宝塔山古墳   未調査  古墳：方墳（7C末）   

14  元総社小学校校庭遺跡   1962  平安：掘立柱建物跡・柱穴群・周濠跡   

1966  縄文：住居跡   

縄文：住居跡   

17  中尾遺跡（事業団）   1976  奈良・平安：住居跡   

18  日高遺跡（事業団）   1977  弥生：水田跡・方形周満墓・住居跡・木製農耕具、平安：条里制水田  

跡   

19  正観寺遺跡Ⅰ～Ⅳ（高崎市）  1979～81  弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：構跡   

20  上野国分僧寺・尼寺中間地域  1980～83  縄文：住居跡・配石遺構、弥生：住居跡・方形周溝墓、古墳：住居跡、  

（事業団）  奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：掘立柱建物跡・溝状遺構  
・道  路状遺構   

21  清里南部遺跡群・Ⅲ   1980  縄文：ピット、奈良・平安：住居跡、溝跡   

22  中島遺跡   1980  奈良・平安：住居跡   

23  下東西遺跡（事業団）   1980～84  縄文：屋外埋棄、弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

・掘立柱建物跡・柵列、中世：住居跡・溝跡   

国分境遺跡（事業団）   1990  古墳  住居跡、奈良・平安：住居跡  
24           国分境Ⅱ遺跡   1991    住居跡、奈良・平安：住居跡  

国分境Ⅲ遺跡（群馬町）   1991  古墳  住居跡、奈良・平安二：住居跡・畠跡、中世：土塀墓   

25  元総社明神遺跡Ⅰ～ⅩⅢ   
古墳：住居跡・水田跡・堀跡、奈良・平安：住居跡・構跡・大形人形、  

1982～96       中世：住居跡・溝跡・天目茶碗   

26  北原遺跡（群馬町）   1982  縄文：土坑・集石遺構、古墳‥水田跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱  

建物跡   

27  鳥羽遺跡（事業団）   1978～83  古墳：住居跡・鍛冶場跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡（神殿  

跡）   

28  閑泉樋遺跡   1983  奈良・平安：構跡（上幅6．5～7m、下幅ユ24m、探さ2m）   

29  柿木遺跡・Ⅱ遺跡   1983，88  奈良・平安：住居跡・溝跡   

30  草作遺跡   1984  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：井戸跡   

31  桜ケ丘遺跡  弥生  住居跡  

総社桜ケ丘遺跡・Ⅱ遺跡   1985．87  奈良  平安：住居跡   

32  閑泉樋南遺跡   1985  古墳：住居跡、奈良・平安：溝跡   

33  後疋間遺跡Ⅰ～Ⅲ（群馬町）  1985～87  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：道路状遺構   

34  塚田村東遺跡（群馬町）   1985  平安：住居跡   

35  寺田遺跡   1986  平安：溝跡・木製品   

36  天神遺跡・Ⅱ遺跡   1986．88  奈良・平安：住居跡   

37  屋敷遺跡・Ⅱ遺跡   1986．95  古墳：住居跡、平安‥住居跡、中世：堀跡・石敷遺構   

38  大友屋敷Ⅱ・Ⅲ遺跡   1987  古墳：住居跡、平安：住居跡・構跡・地下式土坑   

39  堰越遺跡   1987  奈良・平安：住居跡・溝跡   

40  堰越Ⅱ遺跡   1988  平安：住居跡   

41  昌楽寺廻向遺跡・Ⅱ遺跡   1988  奈良・平安：住居跡   

42  村東遺跡   1988  古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘跡   

43  熊野谷遺跡   1988  縄文  住居跡、平安：住居跡・満跡  



番号   遺  跡  名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

44  元結社寺田遺跡Ⅰ～Ⅲ（事業  1988～91  占墳二水田跡・構跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・人形・孟串・墨書  

団）  土器、中世：溝跡   

45  弥勤遺跡・Ⅱ遺跡   1989．95  古墳：住居跡、平安：住居跡   

46  大屋敷遺跡Ⅰ～Ⅵ   1992～  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建  
2000  物跡・地下式土坑・溝跡   

47  元総社稲葉遺跡   1993  ■縄文：土坑、平安：住居跡・瓦塔   

48  上野国分寺参道遺跡   1996  古墳：住居跡、平安：住居跡   

49  大友宅地添遺跡   1998  平安：水田跡   

50  総社閑泉明神北遺跡   1999  古墳  畠跡・水田跡・溝跡、中世：溝跡  

総社閑泉明神北Ⅱ遺跡   2001    住居跡・溝跡、平安：住居跡・溝跡  

総社閑泉明神北Ⅴ遺跡   2004    水田跡、奈良・平安：住唇跡  

元総社蒼海遺跡群（7）   2005  奈良  平安：住居跡・溝跡   

51  元総社宅地遺跡1～23トレンチ  2000  古墳：住居跡、平安：住居跡・掘立柱建物跡・鍛冶場跡・溝跡・道路  
状遺著  芹、中世：溝跡、近世：住居跡・五輪塔・椀類   

52  元総社小見遺跡   2000  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・  

溝跡  ・道路状遺構   

53  元総社西川遺跡（事業団）   2000  古墳：住居跡・畠跡、奈良・平安：住居跡・溝跡   

54  総社甲稲荷塚大道酉遷坤   2001  奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：畠跡、近世：溝跡  

総社甲稲荷塚大道西Ⅱ遺跡   2001  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、近世：溝跡   

55  元総社小見内Ⅲ遺跡   2001  古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中  
世：掘立柱建物跡、構跡  

元結社小見内Ⅵ遺跡   2003  奈良  ・平安：住居跡・溝跡、中世：井戸跡   

56  総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡   2002  古墳  住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡・・溝跡 
■ ●●■■．■＿■．●一一▲▲一■■一■一▲■ノ■■■■一■▲一■▲■▲■■■▲■■■■■▼■■・■・・・■・・・■・・・■・・t・・■■・■ヽ∴■・■■  

総社閑泉明神北Ⅲ遺跡   住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安＝：住居跡  

古墳  ・畠跡、中世：畠跡   

57  元総社小見Ⅱ遺跡   細密  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、  

溝跡・道路状遺構  
■ 

元総社小見Ⅳ遺跡   抑悼    住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡  
■■■■■■▲ヽ●＝－■－■▼■■●・・ゴ●＝…●●＝・▼■■■■■■■▲▼  

元総社小見Ⅴ遺跡   出船  縄文  F住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建  
物跡  

元総社小見Ⅵ遺跡  住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  ■■■■■■■ 
元結社小見Ⅶ遺跡   加鵬    住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

元結社蒼海遺跡群（4）   謝悼  縄文  住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡   

58  元総社小見Ⅲ遺跡   縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、  

溝跡・道路状遺構  

元総社草作V遺 古墳  住居跡、奈良・平安：‾住居跡、中世：溝跡   

59  元総社小見内Ⅳ遺跡  2002  
物跡・溝跡  

元総社小見内Ⅷ遺跡  2003   
元結社小見内Ⅸ遺跡   2004  奈良  ・平安：住居跡、中世：溝跡  

元総社小見内Ⅹ遺跡   2004  古墳  ：住居跡、奈良・平安：住居跡・工房跡・粘土採掘坑・金片・金  

粒、中世二溝跡・土墳墓  

元総社蒼海遺跡群（2）■、（6）   2005    住居跡、奈良・平安：住居跡・井戸跡・鍛冶工房跡、中世：溝  
跡   

60  元総社北川遺跡（事業団）   2002～04  古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中・近世：掘立柱建物  

跡・水田跡・火葬墓   

61  稲荷坂道東遺跡（事業団）   2003  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・竃構築材採掘痕・井戸跡   

62  元総社小見内Ⅶ遺跡   2003  縄文：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：畠跡、溝  
跡  

＊調査年度の欄の（）は調査開始年度を表す。  

＊遺跡名の欄の（事業団）は（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。   



Ⅲ 調査の方針と経過  

1 調査方針  

委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、調査面積は1，3631ポである。  

グリッド座標については、国家座標（日本測地系）Ⅹ＝＋44．000・Y＝－72．200を基点（Ⅹ0・YO）とする4m  

ピッチのものを使用し、西から束へⅩ133、Ⅹ134、Ⅹ135…、北から南へYlO9、YllO、Ylll…となる。グリッ  

ドの呼称は北西杭の名称を使用した。   

本遺跡のⅩ144・Yl12の公共座標は以下のとおりである。  

日本測地系  Ⅹ＝＋43552．000  Y＝－71624．000  

世界測地系  Ⅹ＝＋43906．904  Y＝一71915．758   

調査は、表土掘削・遺構確認・方眼杭等設置・遺構掘り下げ・遺構精査・写真撮影・測量の手順で行った。   

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竃は1／10の縮尺で作成した。  

遺物については平面分布図を作成し、遺物台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で  

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。  

2 調査経過  

本調査は、平成18年9月4日より重機による掘削を開始した。調査地は畑作地であるため耕作土と遺構面との  

土を分ける必要があり、また、土量が多く重機掘削に9日間要した。途中雨に降られる日が何日か続き、9月25  

日に杭打ち測量を行い、遺構の掘り下げ・精査開始に至った。調査は2班体制とし、東及び西の両端から中央に  

向かって調査を進めることとした。   

調査地は舌状台地の谷地部にあたり、東及び西側を除き粘性の強い地山で、雨の後の排水にとても苦労した。  

また、乾燥すると土が非常に硬くなり、水を撒きながら調査を進めた。さらに、奈良・平安時代の遺構が高い密  

度で検出され、遺構の新旧関係の判断に苦心した。11月16日には渋川西小学校の6年生62名が体験学習に訪れ、  

古代の人々の生活を想像しながら発掘調査の楽しさを味わって帰っていた。そして、精査の結果、竪穴住居跡78  

軒、竪穴状遺構2軒、溝跡15条、井戸跡6基、土坑13基、土坑墓1基が検出された。12月8日にラジコンヘリコ  

ブタ一による調査区全景空中撮影を行い、12月15日に現場での作業を終了し、埋め戻しを行った。  

12月18日より文化財保護課に戻り、整理作業を開始した。出土遺物の水洗い・注記・接合・復元・実測・写真  

撮影・収納、図面の修正・整理・収納、写真の整理・収納などのすべての作業を翌年3月9日までに終了した。   
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Fig．3 元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図  
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Ⅳ 基本層序  

Fig．4 基本層序   

本遺跡内のA地点・B地点・C地点の地層の堆積は上記のとおりである。   

遺跡内の微地形は西から束に向かって次第に低くなる。奈良・平安時代の遺構構築面はⅢ層で、Ⅳ層及びⅤ層  

まで掘り込んで構築されている。なお、B地点は谷地部で、A地点・C地点と色調等に違いがあるため、右側に  

別記する。  

（A地点・C地点）  

Ⅰ層 現耕作土  

Ⅱ層 灰黄褐色 租（10YR4／2）  

締まり○ 粘性△  

Ⅲ層 にぷい黄褐色 細（10YR4／3）  

締まり○ 粘性○  

Ⅳ層 黒褐色 細（10YR3／2）  

締まり○ 粘性○  

Ⅴ層 暗灰黄色 徴（2．5YR4／2）  

締まり○ 粘性◎  

Ⅵ層 浅黄色 微（2．5YR7／4）  

締まり◎ 粘性○  

（B地点）  

As－B混土層  

As－C・Hr－FPう昆土層  Ⅱ層 黒褐色 細（10YR3／2）  

締まり◎ 粘性○  

Ⅳ層 黒褐色 細（10YR3／1）  

締まり◎ 粘性○  

Ⅴ層 暗褐色 徴（10YR3／3）  

締まり◎ 粘性◎  

Ⅵ層 灰黄褐色 微（10YR5／2）  

締まり◎ 粘性◎   

As－C混土層  

総社砂層の漸移層  



Ⅴ 遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．8・41、PL．1・13）  

位置 Ⅹ150・151、YlO9・110グリッド 主軸方向 N－102D－E 規模 東西4．40m、南北4．93m、壁現高50・5  

cm。面積17．4rポ 床面全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－1060－E。全  

長111cm、最大幅121cm、焚口部幅58cm。周溝 なし。貯蔵穴 長径61cm、短径52cm、深さ16．4cmの隅丸方形。  

ピット P6：長径120crn、短径115cm、深さ13．Ocmの長円形。P7‥長径33cm、短径30cm、探さ29．3cmの隅丸方形。  

P8：長径40cm、短径34cm、探さ31．OcTnの円形。P9‥長径86cm、短径60cm、深さ3l．5cmの長方形。重複 H－  

12・H－19と重複し、新旧関係はH－12→H－19→本遺構の順である。 出土遺物 総数1．004点。そのうち須  

恵杯2点、須恵椀1点、須恵皿1点、土師璽3点を図示。時期 覆土や出土遺物から9世紀後葉と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．9・41、PL．1・13）  

位置 Ⅹ149・150、YlO9・110グ1」ッド 主軸方向（N－990－E）規模 東西（4．24）m、南北（5．0）m、壁現高  

43．5cm。面積（18．1）ni床面全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄り。主軸方向N－960－E。全長160cm、  

最大幅129cm、焚口部幅74cm。周溝 なし。 ピット P6：長径58cm、短径42cm、深さ10cmの隅丸方形。P7：  

長径48cm、短径24cm、探さ7．5crnの不整形。P8：長径70cm、短径56cm、探さ22．5cmの楕円形。重複 H－3・  

Hr12・H－19・H－56・H－78と重複し、新旧関係はH－78→H－56→H－19→H－12→本遺構→Hr3の順  

である。 出土遣物 総数641点。そのうち須恵杯1点、土師棄1点、鎌1点を図示。時期 覆土や出土遺物か  

ら9世紀中葉～9世紀後葉と考えられる。  

H－3号住居跡（Fig．9・41、PL．13）  

位置 Ⅹ149・150 YlO9グリッド 主軸方向（N－88D－E）規模 東西（3．04）m、南北（1．07）m、壁現高45・5  

。m。面積（7．8）rrf 床面全体的に平坦な床面。竃 不明。周溝 不明。貯蔵穴 長径（76）cm、短径（53）cTn、  

深さ19cmの隅丸方形。重複 H－2・H－12と重複し、新旧関係はH－12→H－2→本遺構の順である。 出  

土遺物 総数274点。そのうち須恵椀1点を図示。時期 覆土や出土遺物から9世紀復業と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．8・41、PL．1・13）  

位置 Ⅹ151、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－980－E 規模 東西3．45m、南北3．36m、壁現高13cmo  

面積13．1Ⅰポ 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄り。主軸方向N－970－E。全長（114）cm、最大  

幅70crn、焚口部幅60cm。周溝 なし。貯蔵穴 長径60cm、短径47cm、深さ14cmの隅丸方形。 ピット P7：  

長径50cm、短径47cm、探さ4．5crnの隅丸方形。重複 D－7・H－7と重複し、新旧関係はH－7→本遺構→D  

－7の順である。 出土遺物 総数121点。そのうち土師杯1点、須恵杯1点を図示。時期 覆土や出土遺物  

から10世紀後葉と考えられる。  

H－5号住居跡（Fig．10・41、PL．1・13）  

位置 Ⅹ150・151、Yl13グリッド  主軸方向 N－630－E 規模 東西3．87m、南北4．12m、壁現高59・5cm。  

面積15．6Ⅰポ 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄り。主軸方向N－650－E。全長135cm、最大幅  

120cm、焚口部幅35cm。周溝 なし。貯蔵穴 長径［72］cm、短径［62］crn．深さ（9．5）cmの楕円形。重複  
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H－7・H－17・H－20と重複し、新旧関係はHr20→H－7→H－17→本遺構の順である。 出土遺物 総  

数561点。そのうち土師杯8点、土師碧4点、須恵台付壷1点を図示。時期 覆土や出土遺物から7世紀中葉  

と考えられる。  

H－6号住居跡（Fig．10・42、PL．1・13）  

位置 Ⅹ149・150、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－1070－E 規模 東西3．82m、南北3．64m、壁現高29cm。  

面積14・3ni床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁東隅寄り。主軸方向N－1000－E。全長102cm、最大幅48cm、  

焚口部幅64cm。周溝 なし。重複 H－15・H－18・T－2と重複し、新旧関係はH－15→本遺構→H－18  

→T－2の順である。 出土遣物 総数613点。そのうち土師杯2点、須恵杯3点を図示。時期 覆土や出土遺  

物から9世紀前葉～中葉と考えられる。  

H－7号住居跡（Fig．11・42、PL．1・14）  

位置 Ⅹ150・151、Ylll・112グリッド 主軸方向［N－570－E］規模 東西［2．50］m、南北［3．56］m、壁  

現高51cm。面積［13．5］d 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－620  

－E。全長110cm、最大幅131cm、焚口部幅70cm。周溝 なし。貯蔵穴 長径65cm、短径58cm、深さ12．9cmの円形。  

重複 H－4・H－5・H－17・H－57・D－7と重複し、新旧関係はH－57→本遺構→H－17→H－5→H－  

4→D－7の順である。出土遺物 総数289点。そのうち土師杯2点、土師碧1点、土師壷1点、土師鉢1点を  

図示。 時期 覆土や出土遺物から6世紀後葉～7世紀前葉と考えられる。  

H－8号住居跡（Fig．11・42、PL．2・14）  

位置 Ⅹ147、YlO9・110グリッド 主軸方向 N－850－E 規模東西2．60m、南北3．50m、壁現高27cm。面  

積12・5ni床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－94O一－E。全長92cm、  

最大幅79cm、焚口部幅47cm。周溝 なし。貯蔵穴 長径84cm、短径70cm、探さ35．2cmの方形。重複 H－  

16・H－81と重複し、新旧関係はH－81→H－16→本遺構の順である。 出土遺物 総数275点。そのうち土師  

杯1点、土師小型鉢1点、土師璽2点、丸瓦2点を図示。時期 覆土や出土遺物から8世紀後菓と考えられる。  

H－9号住居跡（Fig．12）  

位置 Ⅹ151、YlO9グリッド 主軸方向（NL800－E）規模東西（2．14）m、南北（9．90）m、壁現高40．5cm。  

面積（5．6）ポ 床面全体的に平坦な床面。竃 不明。周溝 不明。重複 なし。出土遺物 総数178点。  

時期 覆土から上限はHr－FP降下、下限はAs－B降下と考えられる。  

」  

H－10号住居跡（Fig．12）  

位置 Ⅹ146・147、YlO9グl）ッド 主軸方向（N－890一－E）規模東西（3．58）m、南北（9．9）m、壁現高22．5cm。  

面積（8．6）扇 床面全体的に平坦な床面。竃 なし。周溝 不明。重複 なし。出土遣物 総数43点。  

時期 覆土から上限はHr－FP降下、下限はAs－B降下と考えられる。  

H－11号住居跡（Fig．12、PL．2）  

位置 Ⅹ148・149、Yl13・114グ1）ッド 主軸方向 N－840LE 規模 東西3．62m、南北4．32m、壁現高36．5cm。  

面積［15・0］崩 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－8lO－E。全長  

126cm、最大幅85cm、焚口部幅45cm。周溝 なし。重複 H－66・H－77・Ⅰ－3と重複し、新旧関係はH－  
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77→H－66→本遺構→Ⅰ－3の順である。 出土遺物 総数180点。 時期重複関係から8世紀代～9世紀代と  

考えられる。  

H－12号住居跡（Fig．13・42、PL．2）  

位置 Ⅹ149・150、YlO9・110グリッド 主軸方向［N－1060－E］規模 東西［4．88］m、南北［3・76］m、壁  

現高49．5cm。面積［18．3］d 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。右袖の一部のみ  

検出。周溝 なし。重複 H－2・H－3・H－19・H－56・H－60・H－78と重複し、新旧関係はH－78  

→H－56→H－60→H－19→本遺構→H－2→H－3の順である。 出土遣物 総数202点。須恵杯2点、鎌1点  

を図示。時期覆土や出土遺物から9世紀前葉と考えられる。  

H－13号住居跡（Fig．13・42、PL．2・14）  

位置 Ⅹ147■148、Y111・112グ1）ッド 主軸方向［N－630，E］規模 東西［4．18］m、南北［2・64］m、壁現  

高39．5cm。 面積［12．4］ni床面全体的に平坦な床面。竃 不明。周溝 なし。重複 Hr14・Hr15・  

H－68と重複し、新旧関係はH－68→H－15→H－14→本遺構の順である。 出土遺物 総数252点。そのうち  

土師杯3点を図示。 時期 覆土や出土遣物から8世紀複葉と考えられる。  

H－14号住居跡（Fig．13・42・43、PL．2・14・15）  

位置 Ⅹ147・148、YllO・111グリッド 主軸方向 N－6lO－E。規模 東西3．12m、南北3．20m、壁現高40cmo  

面積12．8Ⅰポ 床面全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－850－E。全長90cm、  

最大幅84cm、焚口部幅40cm。周溝 なし。重複 HL13・Hr16・H－81と重複し、新旧関係は本遺構→H  

－16→H－81→H－13の順である。 出土遺物 総数331。そのうち土師杯10点、土師碧4点、土師甑1点を図示。  

時期 覆土や出土遺物から8世紀中葉～後菓。  

H－15号住居跡（Fig．14・43・44、PL．3・15・16）  

位置 Ⅹ148・149、Ylll・112グl）ッド 主軸方向［N－620－E］規模 東西［3．72］m、南北［4・40］m、壁  

現高60cm。面積［16．4］d 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－730－Eo  

全長113cm、最大幅111cm、焚口部幅63cm。周溝 西壁・北壁・南壁を巡る。 貯蔵穴 長径60cm、短径40cm、  

探さ40cmの隅丸長方形。柱穴4基検出した。Pl：長径30cm、短径28cm、探さ26cmの円形。P2：長径30cm、短  

径25cm、深さ33．5cmの隅丸方形。P3：長径27cm、短径20cm、探さ22．5cmの不定形。P4：長径36cm、短径34cm、  

探さ19．5cmの円形。重複 H－6・H－13・H－18・Hr68・H－69・D－5・Ⅰ－2と重複し、新旧関係は  

D－5→Ⅰ－2→HL6→H－18→本遺構→H－13→H－69→H－68の順である。 出土遣物 総数527点。その  

うち土師杯4点、須恵杯1点、土師高杯1点、土師碧5点、土師小型碧2点、土師小型鉢1点、須恵提瓶1点、  

須恵短頸壷1点を図示。時期 覆土や出土遺物から6世紀後菓～7世紀前葉と考えられる。備考 西中央付  

近から、落ち込みを検出。規模は、長径30cm、短径25cm、深さ33．5cmの半円形で多量の土器が出土。  

H－16号住居跡（Fig，15・44、PL．4・16）  

位置 Ⅹ146・147、YllO・111グリッド 主軸方向［N－540－E］規模 東西［4．22］m、南北［3・00］m、壁  

現高36．5cm。面積［13．8］d 床面 全体的に平坦な床面。竃 不明。周溝 なし。重複 H－8・H－  

14・H－81と重複し、新旧関係はH－81→本遺構→H－14→H－8の順である。 出土遺物 総数34点。そのう  

ち土師壷1点を図示。 時期 重複関係から7世紀前葉～7世紀中葉と考えられる。  
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H－17号住居跡（Fig．15■44、PL．16）  

位置 Ⅹ150・151、Yl12・113グリッド 主軸方向［N－640－E］規模 東西［4，68］m、南北［4．86］m、壁現高  

52cm。 面積［20．0］d 床面全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝西壁・北壁・南壁を巡る。 重複 H－5・  

Hr7・H－20・H－57と重複し、新旧関係はH－57→H－20→H－7→本遺構→H－5の順である。 出土遺  

物 総数261点。そのうち土師要1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀中葉と考えられる。  

H－18号住居跡（Fig．16・44、PL．4・17）  

位置 Ⅹ149・150、Ylll・112グリッド 主軸方向［N－1100－E］規模 東西［3，12］m、南北［4．20］m、壁  

現高47・5cm。 面積［14．2］戒 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－  

109OLE。全長93cm、最大幅134cm、焚口部幅59cm。周溝 なし。貯蔵穴長径66cm、短径54cm、探さ12．3cmの  

長円形。 ピット P6：長径［62］cm、短径50cm、探さ20．2cmの円形。P7：長径96cm、短径95cm、深さ14．6  

Cmの円形。P8：長径62cm、短径60cm、深さ13．2cmの円形。 重複 H－6・H－15・H－69・T－2と重複し、  

新旧関係はH－69→H－15→T－2→本遺構→H－6の順である。出土遣物 総数360点。そのうち須恵杯6  

点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀前葉と考えられる。  

H－19号住居跡（Fig．16・45、PL．4・17）  

位置 Ⅹ150・151、YlO9・110グリッド 主軸方向［N－820－E］規模 東西［3．60］m、南北［3．96］m、壁現  

高78・5cm。面積［13．5］ポ 床面 全体的に平坦な床面。竃 H－1の床下土坑で削平。竃の構築材と思わ  

れる粘土が周辺に分布する。周溝 西壁・北壁・南壁を巡る。貯蔵穴 長径56cm、短径51cm、深さ14．5cmの円形。  

重複 H－1・H－2・H－12と重複し、新旧関係は本遺構→H－12→H－2→H－1の順である。出土遺物  

総数334点。そのうち土師杯4点を図示。時期 覆土や出土遺物から8世紀前葉と考えられる。  

H－20号住居跡（Fig．15）  

位置 Ⅹ150・151、Yl14グリッド  主軸方向（NL760－E）規模 東西（3．94）m、南北（3．06）m、壁現  

高32．Ocm。面積（12．6）d 床面 全体的に平坦な床面。竃 不明。周溝 不明。重複 H－5・H－17・  

D－4と重複し、新旧関係は本遺構→D－4→H－17→H－5の順である。 出土遺物 総数18点。時期 重  

複関係から6世紀代～7世紀代と考えられる。  

H－21号住居跡（Fig．16）  

位置 Ⅹ150、Yl14グリッド 主軸方向（N－1080－E）規模 東西［2．38］m、南北（1．30）m、壁現高16cm。  

面積（6．3）ポ 床面 全体的に平坦な床面。竃 不明。周溝 不明。重複 なし。出土遺物 総数16点。  

時期 覆土から上限はHr－FP降下、下限はAs－B降下と考えられる。  

H－22号住居跡（Fig．17）  

位置 Ⅹ143、Yl14グ1）ッド 主軸方向（N－1050－E）規模 東西（1．00）m、南北（0．96）m、壁現高13cm。  

面積（0．66）d 床面 平坦で堅徹な張り床。竃 不明。周溝 なし。重複 なし。時期 覆土から上限  

はHr－FP降下、下限はAsqB降下と考えられる。  

H－23号住居跡（Fig．17・45、PL4・17）  

位置 Ⅹ137・138、YllOグリッド 主軸方向（N－870－E）規模 東西2．82m、南北（1．70）m、壁現高34cm。  
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面積（4．34）d 床面 全体的に平坦な床面。西壁に地山の掘り残しの高まり有。竃 旧竃が南壁西寄りに位  

置する。主軸方向N－70rW。全長70cm、最大幅93cm、焚口部幅34cm。周溝 なし。重複 H－27と重複し、  

新旧関係は本道構→H－27の順である。出土遣物 総数34点。そのうち須恵杯1点・須恵高台椀1点・須恵薬  

壷1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8世紀前葉と考えられる。  

H－24号住居跡（Fig．17・45、PL．4・17）  

位置 Ⅹ140・141、YlO9・110グリッド 主軸方向（N－980－E）規模 東西［3．14］m、南北（2・36）m、壁現  

高41cm。面積（4．82）rrf 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁に位置する。主軸方向N－930－E。全長104cm、  

最大幅93。m、焚口部幅38cm。周溝 なし。重複 H－53・Ⅰ－6と重複し、新旧関係はHr53→本遺構→Ⅰ  

一6の順である。出土遺物 総数432点。そのうち土師杯1点、須恵蓋1点、須恵杯1点、土師鉢1点、釘1点、  

砥石1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8世紀前葉と考えられる。  

H－25号住居跡（Fig，17）  

位置 Ⅹ141・142、Yl14・115グリッド 主軸方向（N－870－E）規模 東西2．86m、南北（1・14）m、壁現高  

11cm。面積（2．77）d 床面 平坦な床面。竃 不明。周溝 なし。重複 なし。出土遣物 総数16点。  

時期 覆土から上限はHr－FP降下、下限はAs－B降下と考えられる。  

H－26号住居跡（Fig．18・45、PL．4・17）  

位置 Ⅹ138・139、Yl10・111グリッド 主軸方向 N－870－E。規模 東西2．19m、南北3・07m、壁現高25cmo  

面積 6．64Ⅰポ 床面 平坦で堅緻な貼り床。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向 N－86D －Eo全長72  

。m、最大幅92cm、焚口部幅53cm。周溝 なし。重複 なし。出土遣物 総数216。そのうち須恵高台椀2点、  

羽釜1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から10世紀前葉と考えられる。  

H－27号仲居跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ137・138、YllOグ1）ッド 主軸方向（N－1040，E）規模 東西2．50m、南北（1・66）m、壁現高20cm。  

面積（3．16）d 床面 平坦で堅撤な床面。竃 不明。周溝 なし。重複 H－23と重複し、新旧関係は  

H－23→本遺構の順である。出土遺物 総数43点。時期 覆土や出土遺物、重複関係から上限は8世紀前半、  

下限はAs－B降下と考えられる。  

H－28号住居跡（Fig．18・45、PL．5・17）  

位置 Ⅹ138・139、Yl12グリッド 主軸方向 N－1020－E 規模 東西2．50m、南北3．08m、壁現高19cm。面  

積 7．02，rf 床面 平坦な床面。竃 東壁中央に位置する。主軸方向 N－990 rE。全長88crn、最大幅86cm、  

焚口部幅28cm。周溝 なし。重複 なし。出土遣物 総数127点。そのうち須恵杯2点、須恵高台椀3点、  

羽釜1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から10世紀前葉と考えられる。  

H－29号住居跡（Fig．18・45、PL．17）  

位置 Ⅹ139・140、Yl12グリッド  主軸方向（N－760－E）規模 東西3．08m、南北3・54m、壁現高46cm。  

面積（7．83）d 床面 全体的に平坦で竃前は堅緻な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する0主軸方向N－780  

－E。全長（76）cnl、最大幅73cm、焚口部幅36cm。周溝 北壁・西壁・南壁を巡る。重複 H－36・H－  

42・H－54と重複し、新旧関係は本遺構→H－54→H－36・H－42の順である。 出土遣物 総数219点。そ  
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のうち土師杯1点、須恵蓋1点、須恵杯1点を図示。時期 覆土や出土遺物から8世紀中葉と考えられる。  

H－30号住居跡（Fig，19・46、PL．6・17・18）  

位置 Ⅹ140～142、Yl13・114グl）ッド 主軸方向 N－800－E 規模 東西5．33m、南北3．82m、壁現高55cm。  

面積19・20Ⅰポ 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－860－E。全長214。m、  

最大幅102c川、焚口部幅42cm。周溝 なし。重複 H－39と重複し、新旧関係は本遺構→H－39の順である。  

出土遣物 総数392点。そのうち土師杯2点、須恵盤1点、土師禁1点を図示。時期 覆土や出土遺物から7世  

紀末～8世紀初頭と考えられる。  

H－31号住居跡（Fig．19、PL．46）  

位置 Ⅹ139・140、Yl14・115グリッド 主軸方向（N－84O－E）規模 東西2．70m、南北（1．54）m、壁現高  

21cm。面積（3・50）d 床面 平坦な床面。竃 不明。周溝 なし。重複 H－34と重複し、新旧関係  

はH－34→本遺構の順である。 出土遣物 総数234点。そのうち須恵高台椀1点を図示。 時期 覆土や出土  

遺物から9世紀代と考えられる。  

H－32号住居跡（Fig．20・46、PL．6・18）  

位置 Ⅹ137・138、Yl13・114グリッド 主軸方向 N－570－E 規模 東西4．78m、南北4，66m、壁現高75cm。  

面積 20・60rTf 床面 平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向 N－560－E。全長104。m、  

最大幅126cm、焚口部幅60cm。周溝 東壁・北壁・西壁・両壁を巡る。貯蔵穴 長径51cm、短径43cm、探さ  

33cmの隅丸方形。ピット Pl：長径30cm、短径30cm、探さ43cmの円形。P2：長径35cm、短径31c．n、探さ43cm  

の円形。P3‥長径47cm、短径42cm、探さ37cmの円形。P4：長径36cm、短径36cm、探さ36cmの円形。重複H  

L33・W－4・W－12と重複し、新旧関係はW－12→本道構→H－33→W－4の順である。出土遣物 総数128点。  

そのうち土師杯1点、須恵杯1点、土師棄1点を図示。時期 覆土や出土遺物から7世紀後菓と考えられる。  

H－33号住居跡（Fig．21・46、PL．6・18）  

位置 Ⅹ137・138、Yl13・114グリッド 主軸方向 N－8lOrE 規模 東西2．98m、南北4．10m、壁現高67cm。  

、」 面積11・38Ⅰポ床面平坦な床面0 竃東壁中央南寄りに位置する0主軸方向N－830－Eo全長138cm、最大  

幅120cm、焚口部幅68cm。周溝 なし。重複 H－32・W－12と重複し、新旧関係はW－12→H－32→本遺  

構の順である。出土遣物 総数508点。そのうち土師杯1点、須恵杯1点、須恵高台椀1点、土師碧1点を図示。  

時期 覆土や出土遺物から8世紀中葉と考えられる。  

H－34号住居跡（Fig．21・46・47、PL．6・18）  

位置 Ⅹ139・140、Yl13・114グリッド 主軸方向 N－850－E 規模 東西4．20m、南北3．86m、壁現高24cm。  

面積15・12Ⅰポ 床面 平坦で全体的に堅緻な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－83ローE。全  

長122cm、最大幅116cm、焚口部幅40cm。周溝 なし。重複 H－31・H－43と重複し、新旧関係は本遺構→  

H－31・H－43の順である。 出土遺物 総数564点。そのうち土師杯3点、須恵蓋1点、須恵壷1点、土師禁  

1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8世紀後菓～9世紀初頭と考えられる。  

H－35号住居跡（Fig．22）  

位置 Ⅹ136、Yl12・113グ1）ッド 主軸方向（N－86O－E）規模 東西（1．82）m、南北3．18m、壁現高28cm。  
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面積（4．40）d 床面 平坦な床面。竃 不明。周溝 なし。重複 H－47・W－13と重複し、新旧関係  

は本遺構→H－47・W－13の順である。出土遺物 総数23点。時期 覆土や出土遺物、重複関係から上限は  

HrLFP降下、下限は10世紀前葉と考えられる。  

H－36号住居跡（Fig．22・47、PL．7・18・19）  

位置 Ⅹ140・14l、Y11l・112グ1）ッド 主軸方向 N－880－E 規模東西4．32m、南北5・24m、壁現高57cmo  

面積 21．12最 床面全体的に平坦で堅緻な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－950－Eo全  

長184cm、最大幅130cm、焚口部幅64cm。周溝 なし0 重複 H－291H－54・H－62と重複し、新旧関係は  

H－29→H－54・H－62→本遺構の順である。出土遺物 総数995点。そのうち土師杯2点、須恵蓋3点、須  

恵杯10点、須恵高台椀1点、須恵小壷1点、土師棄1点を図示。時期 覆土や出土遺物から9世紀初頭と考え  

られる。  

H－37号住居跡（Fig．23）  

位置 Ⅹ136、Yl12グリッド 主軸方向 不明。規模不明。面積 不明。床面 不明0 竃 先端部のみの  

検出であるが東壁に位置すると思われる。主軸方向 N－113O一－E。全長（66）cm 周溝 不明0 重複W－13  

と重複し、新旧関係はW－13→本遺構の順である。出土遣物 総数7点。時期 覆土から上限はHr－FP降下、  

下限はAs－B降下と考えられる。  

H－38号住居跡（Fig．23・47）  

位置 Ⅹ137・138、Yl14・115グ1）ッド 主軸方向（N－520－E）規模 東西（2・66）m、南北（2・42）m、壁現  

高30。m。面積（4，18）ni床面 平坦な床面。竃 不明。周溝なし。重複 D－7・DB－1と重複し、  

新旧関係は本遺構→D－7→DB－1の順である。出土遺物 総数141。そのうち須恵蓋1点を図示。時期  

覆土や出土遺物から9世紀代と考えられる。  

H－39号住居跡（Fig．23・48．PL．7・19）  

位置 Ⅹ140・141、Yl13・114グリッド 主軸方向 N－100ローE 規模 東西2．98m、南北3・86m、壁現高11cm。  

面積10．93Ⅰポ 床面 平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－1020－Eo全長124cm、最  

大幅93cm、焚口部幅52cm。周溝 なし。重複 H－30と重複し、新旧関係はH－30→本遺構の順である。出  

土遣物 総数194点。そのうち須恵杯1点、須恵高台椀1点、羽釜1点を図示。時期 覆土や出土遺物から10  

世紀後葉と考えられる。  

H－40号住居跡（F底24）  

位置 Ⅹ136、Yl13・114グl）ッド 主軸方向（N－970－E）規模 東西（1．78）m、南北（1・51）m、壁現高34  

。m。面積（1．93）ポ 床面 平坦な床面。竃 H－47の床下に火床部のみ確認できた。周溝 なし0 重  

複 H－47と重複し、新旧関係は本遺構→H－47の順である。出土遣物 総数2点。時期 覆土や重複関係  

から上限はHr－FP降下、下限は10世紀前葉と考えられる。  

H－41号住居跡（Fig．26）  

位置 Ⅹ132・133、YllOグリッド 主軸方向 平成13年度調査実施の「元結社小見内Ⅲ遺跡」の2区H－8号  

住居跡と同一であり、その住居の主軸方向は（N－850－E）である。規模 東西（0・56）m、南北（1・43）m、  
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壁現高43cm。 面積（0．55）d 床面 平坦な床面。 竃 不明。 周溝 不明。 重複 H－46・W－10と重  

複し、新旧関係はH－46との関係は不明で、本遺構→W－10の順である。 出土遣物 なし。 時期「元総社小  

見内Ⅲ遺跡」によると9世紀前葉と考えられる。  

H－42号住居跡（Fig．25・48、PL．8・19）  

位置 Ⅹ139・140、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－760－E 規模 東西3．42m、南北3．68m、壁現高33cm。  

面積11．75rd 床面 平坦な床面。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－770－E。全長112cm、最大幅  

106cm、焚口部幅54cm。 周溝 なし。貯蔵穴 長径56cm、短径51cm、探さ26cmの円形。 ピット P6：長径  

33cm、短径31cm、探さ5cmの円形。 重複 H－29・Hq54・HL61・W－14と重複し、新旧関係はH－29・H  

－61→H－54→本遺構→W－14の順である。 出土遣物 総数408点。そのうち土師杯2点、須恵杯2点、土師碧  

1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀中葉と考えられる。  

H－43号住居跡（Fig．25、PL．8）  

位置 Ⅹ138・139、Yl13■114グl）ッド 主軸方向 N－98O－E 規模 東西2．70m、南北3．54m、壁現高20cm。  

面積 8．74Ⅰポ 床面 全体的に平坦な床面。 竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－930一－E。全長94cm、最  

大幅94cm、焚口部幅30cm。周溝 なし。重複 H－34と重複し、新旧関係はH－34→本遺構の順である。 出  

土遺物 総数167点。 時期 覆土や重複関係から上限は9世紀初頭、下限はAs－B降下と考えられる。  

H－44号住居跡（Fig．26・48、PL．8・19）  

位置 Ⅹ134～136、YllO・111グリッド  主軸方向（N一拓0－E）規模 東西4．40m、南北（3．46）m、壁現高  

29cm。 面積（12．47）ni床面 平坦で堅緻な床面。 竃 東壁に位置する。主軸方向N－920－E。全長94cm、  

最大幅108crn、焚口部幅40cm。周溝 なし。重複 H－45・I－1と重複し、新旧関係はH－45→本遺構→  

Ⅰ－1の順である。 出土遣物 総数262点。そのうち土師杯1点、須恵蓋2点、須恵杯3点、土師要1点を図示。  

時期 覆土や出土遺物から9世紀中葉と考えられる。  

H－45号住居跡（Fig．26・49、PL．8・19）  

位置 Ⅹ134～136、YllOグリッド 主軸方向（N－69O－E）規模 東西4．28m、南北（2．00）m、壁現高42cm。  

面積（4．89）d 床面 平坦な床面。竃 不明。周溝 不明。重複 H－44・Ⅰ－1と重複し、新旧関係  

は本遺構→H－44→Ⅰ－1の順である。 出土遺物 総数85点。そのうち須恵杯1点を図示。 時期 覆土や出  

土遺物から8世紀代と考えられる。  

＝．」  

H－46号住居跡（Fig．26・49、PL．19）  

位置 Ⅹ133・134、YllOグリッド 主軸方向（NL620－E）規模東西［4．62］m、南北［3．99］m、壁現高17cm。  

面積（8．99）d 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央に位置する。主軸方向N－620－E。全長110cm、最  

大幅86cm、焚口部幅40cm。周溝 北壁・西壁・両壁を巡る。重複 H－49・H－50・W－10と重複し、新旧  

関係は本遺構→H－50→H－49→W－10の順である。 出土遺物 総数40点。そのうち土師杯1点を図示。 時  

期 覆土や出土遣物から8世紀代と考えられる。  

H－47号住居跡（Fig．24・48、PL8）  

位置 Ⅹ136・137、Yl12・113グリッド  主軸方向（N－780－E）規模東西（2．48）m、南北3．94m、壁現高27  
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／  

cm。面積（6．80）d 床面 全体的に平坦で堅緻な床面。竃 東壁中央に位置する。主軸方向 N－820 －  

E。全長102cm、最大幅95cm、焚口部幅47cm。 周溝 なし。 重複 HL35・Hr40重複し、新旧関係はHr  

35・H－40→本遺構の順である。出土遺物 総数124点。そのうち羽釜1点を図示。 時期 覆土や出土遺物  

から10世紀前葉と考えられる。  

H－48号住居跡（Fig．24・49、PL．8・19）  

位置 Ⅹ137、Yl12・113グl）ッド 主軸方向 N二840一－E 規模 東西1．92m、南北2．88m、壁現高31cm。面  

積 5．40Ⅰポ 床面 平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－860－E。全長117cm、最大幅  

74cm、焚口部幅35cm。周溝 なし。重複 W－12と重複し、新旧関係はWr12→本遺構の順である。 出土  

遺物 総数69点。そのうち須恵杯1点を図示。時期 覆土や出土遺物から8世紀代と考えられる。  

H－49号住居跡（Fig．24）  

位置 Ⅹ133・134、YllOグl）ッド 主軸方向（N－830－E）規模 東西（2．68）m、南北（l．00）m、壁現高31  

cm。 面積（1．29）nf 床面 平坦で堅緻な床面。 竃 不明。 周溝 なし。 重複 H－46・H－50・W－  

10と重複し、新旧関係はH－46→H－50→本遺構→W－10の順である。出土遺物 わ1 睦期 覆土わ舌婚  

関係から上限は10世紀前葉、下限はAs－B降下と考えられる。  

H－50号住居跡（Fig．24・49、PL．20）  

位置 Ⅹ133・134、YllOグリッド 主軸方向（N－82O，E）規模 東西［4．04］m、南北（2．75）m、壁現高30  

cm。面積（7．91）ni床面 平坦な床面。竃 東壁に位置する。主軸方向Np820－E。全長86cm、最大幅97  

cm、焚口部幅46cm。周溝 なし。貯蔵穴 長径42cm、短径40cm、深さ34cmの円形。 重複 H－46・H－49  

と重複し、新旧関係はH－46→本道構→H－49の順である。出土遺物 総数369。そのうち須恵杯1点、須恵  

高台椀5点、灰粕高台椀1点、土師碧1点を図示。時期 覆土や出土遺物から10世紀前葉と考えられる。  

H－51号住居跡（Fig．27・49、PL．9・20）  

位置 Ⅹ142・143、Yl13・114グリッド 主軸方向 N－8lO－E 規模 東西3．02m、南北4．20m、壁現高39cmo  

面積11．90ni床面 平坦な床面。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－850－E。全長124cm、最大幅126  

cm、焚口部帽56cm。周溝 なし。重複 W－1・D－9と重複し、新旧関係はD－9→本遺構→W－1の順  

である。 出土遣物 総数78点。そのうち土師杯1点、須恵杯1点を図示。時期 覆土や出土遺物から8世紀  

後葉と考えられる。  

H－52号住居跡（Fig．27・49、PL．20）  

位置 Ⅹ138～140、YlO9・110グリッド 主軸方向（N－830－E）規模 東西3．90m、南北（4．06）m、壁現高51  

。m。面積（14．68）d 床面 平坦で堅緻な床面。竃 東壁に位置する。主軸方向 N－840－E。全長（84）cm、  

最大幅92crn、焚口部幅43cm。周溝 なし。重複 H－63・H－75・Ⅰ－6・W－1l・W－14と重複し、新旧  

関係はH－63・H－75→本遺構→Ⅰ一6・W－11・W－14の順である。出土遣物 総数1087点。そのうち須恵  

杯1点、土師碧1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀中葉と考えられる。  

H－53号住居跡（Fig．28・49）  

位置 Ⅹ140・141、YlO9・110グリッド 主軸方向（N－800－E）規模 東西［3．44］m、南北（2．70）m、壁硯  
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高50cm。 面積（5．18）d 床面 平坦な床面。 竃 不明。 周溝 なし。 重複 H－24・Ⅰ－6と重複し、  

新旧関係は本遺構→H－24→Ⅰ－6の順である。 出土遺物 総数75点。そのうち緑粕陶器1点を図示。 時期  

覆土や出土遺物、重複関係から上限はHr－FP降下、下限は8世紀前葉と考えられる。  

H－54号住居跡（Fig．28）  

位置 Ⅹ139・140、Ylll・112グl）ッド 主軸方向（N－74D－E）規模 東西（2．24）m、南北（2．94）m、壁現  

高51cm。 面積（5．48）rrf 床面 平坦な床面。 竃 不明。 周溝 なし。 重複 H－29・H－36・H－42・  

H－61と重複し、新旧関係はH－29・H－61→本遺構→HL36・H－42の順である。 出土遣物 総数217点。  

時期 重複関係から上限は8世紀後菓、下限は9世紀初頭と考えられる。  

H－55号住居跡（Fig．28・50、PL．9・20）  

位置 Ⅹ142・143、YllO・111グリッド 主軸方向 N－920 －E 規模 東西3．70m、南北4．29m、壁現高47cm。  

面積11．31Ⅰポ 床面 全体的に平坦な床面。 竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－8lO －E。全長67cm、  

最大幅75cm、焚口部幅30cm。 周溝 なし。 重複 W－1と重複し、新旧関係は本遺構→W－1の順である。  

出土遣物 総数303点。そのうち土師杯2点、須恵杯2月、須恵高台椀1点を図示。 時期 覆土や出土遺物か  

ら7世紀末～8世紀初頭と考えられる。  

H－56号住居跡（Fig．29・50、PL．9・20・21）  

位置 Ⅹ148・149、YlO9・110グリッド 主軸方向［N－640－E］規模 東西［4．54］m、南北［3．14］m、壁現  

高55crn。 面積［14．1］lTf 床面 全体的に平坦な床面。西壁に沿って、長径44cm、短径266cm、深さ14．5cmの長  

円形の落ち込みを検出。落ち込みから多量の土器片が出土。竃 東壁中央に位置する。主軸方向［N－7lO－E］。  

全長［38］cm、最大幅［72］cm、焚口部幅［40］cm。 周溝 なし。重複H－2・H－12・H－60・H－78と重複し、  

新旧関係はH－78→本遺構→H－60→H－12→H－2の順である。出土遺物 総数419点。そのうち土師杯3点、  

土師棄3点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀前葉と考えられる。  

H－57号住居跡（Fig．11）  

位置 Ⅹ150、Yl12グl）ッド 主軸方向（N－660rE）規模 東西（1．1）m、南北（1．2）m、壁現高45cm。 面  

積（4．7）d 床面 全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝 なし。重複 H－7・H－17と重複し、新旧関  

係は本道構→H－7→H－17の順である。 出土遺物 総数なし。 時期 出土遺物や重複関係から6世紀代と  

考えられる。  

H－58号住居跡（Fig．29、PL．9）  

位置 Ⅹ146・147、Ylll・112グリッド 主軸方向［N－580－E］規模 東西［3．66］m、南北［2．88］m、壁現  

高52．5cm。 面積［11．5］d 床面 全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝 なし。重複 H－79・H－80と  

重複し、新旧関係はH－80→本遺構→H－79の順である。 出土遣物 総数284点。 時期 重複関係から7世  

紀代～8世紀代と考えられる。  

H－59号住居跡 欠 番   

H－60号住居跡（Fig．29、PL．9）  

位置 Ⅹ149、YllOグリッド 主軸方向（Nrl180－E）規模 東西（2．44）m、南北（2．58）m、壁現高27．5cm。  
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面積（10．3）d 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央に位置する。主軸方向N－1140 －E。全長128cm、  

最大幅60cm、焚口部幅46cm。周溝 なし。貯蔵穴 長径41cm、短径38cm、探さ7．1cmの円形。重複 Hr12・  

H－56と重複し、新旧関係はH－56→本遺構→H－12の順である。 出土遺物 総数111点。 時期 重複関係  

から7世紀中葉～9世紀前葉と考えられる。  

H－61号住居跡（Fig．30）  

位置 Ⅹ139・140、Ylllグリッド 主軸方向（N－750－E）規模 東西［2．50］m、南北3．38m、壁現高50crn。  

面積（4．55）d 床面 平坦な床面。竃 不明。 周溝 なし。重複 H－42・H－54・D－10と重複し、  

新旧関係は本遺構→H－54→H－42・D－10の順である。出土遺物 総数106点。 時期 覆土や重複関係か  

ら上限はHr－FP降下、下限は9世紀初頭と考えられる。  

H－62号住居跡（Fig．30・50、PL．9・21）  

位置 Ⅹ141・142、YllO・111グリッド 主軸方向 N－800－E 規模 東西5．02m、南北3．18m、壁現高50cm。   

面積14．97Ⅰポ 床面 平坦で堅緻な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－880－E。全長124  

cm、最大幅120cm、焚口部幅57cm。 周溝 なし。 重複 W－l・W－2重複し、新旧関係は本遺構→W－1・  

W－2の順である。 出土遣物 総数356点。そのうち土師杯3点、須恵器1点を図示。 時期 覆土や出土遣  

物から8世紀末～9世紀初頭と考えられる。  

H－63号住居跡（Fig．27）  

位置 Ⅹ139・140、YlO9・110グリッド 主軸方向（N－840－E）規模 東西（0．70）m、南北（1．16）m、壁現  

高45cm。 面積（0．67）d 床面 平坦な床面。 竃 不明。周溝 不明。 重複 H－52と重複し、新旧関  

係は本道構→H．52の順である。 出土遣物 なし。 時期 覆土や重複関係から上限はHr－FP降下、下限は9  

世紀中葉と考えられる。  

H－64号住居跡（Fig．31・50、PL．10・19・21）  

位置 Ⅹ143・144、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－740－E 規模 東西3．70m、南北5．44m、壁現高34cm。  

面積19．04Ⅰポ 床面 平坦で床面。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向 N－770－E。全長94cm、最大幅  

124cm、焚口部幅56cm。 周溝 なし。 重複 W－6・7・8と重複し、新旧関係は本遺構→Wr6・7・8  

の順である。 出土遺物 総数351点。そのうち土師杯2点、須恵杯1点、須恵高台椀1点を図示。 時期 覆  

土や出土遺物7世紀末～8世紀初頭と考えられる。  

H－65号住居跡（Fig．31・50、PL．10・21）  

位置 Ⅹ144・145、Ylll・112グ1）ッド 主軸方向 N－920－E 規模 東西3．22m、南北3．74m、壁現高28cm。  

面積11．22Ⅰポ 床面 平坦な床面。竃 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－1020－E。全長88cm、最大幅112  

cm、焚口部幅45cm。 周溝 なし。 重複 H－79・W－3・D－2と重複し、新旧関係はH－79→本遺構→W  

－3・D－2の順である。 出土遺物 総数138点。そのうち須恵高台椀1点、羽釜1点を図示。時期 覆土  

や出土遺物から10世紀前葉と考えられる。  

H－66号住居跡（Fig．32・51、PL．10・21・22）  

位置 Ⅹ147・148、Yl12グリッド 主軸方向［N－450 －E］規模 東西［3．74］m、南北［2．84］m、壁硯  
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高45．5cm。 面積［12．7］d 床面 全体的に平坦な床面。 竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－380－  

E。全長126cm、最大幅108cm、焚口部幅40cm。 周溝 なし。貯蔵穴 長径66cm、短径54cm、探さ12．3cmの長円  

形。 重複 H－11・H－69・H－77・I－3と重複し、新旧関係はH－69→Hr77→本遺構→H－11→Ⅰ－3  

の順である。 出土遣物 総数152点。そのうち土師杯2点、土師碧2点、土師小型碧1点を図示。 時期 覆土  

や出土遺物から7世紀前葉と考えられる。  

H－67号住居跡 欠 番   

H－68号住居跡（Fig．13・51、PL．22）  

位置 Ⅹ147・148、Yl12グリッド 主軸方向（N－640E）規模 東西（2，45）m、南北（093）m、壁現高21  

cm。 面積（7．1）d 床面 全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝 不明。重複 H－13・H－15・H－69・  

Dr7と重複し、新旧関係はH－69→本遺構→H－15→H－13→D－7の順である。 出土遣物 総数3点。そ  

のうち土師杯1点を図示。 時期 遺物や重複関係から6世紀後菓～7世紀前葉と考えられる。  

H－69号住居跡（Fig．32）  

位置 Ⅹ148・149、Yl12グリッド 主軸方向（N－1020－E）規模 東西（3．04）m、南北（1．46）m、壁現高50．5  

cm。 面積（9．8）ITf 床面 全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝 なし。 貯蔵穴 長径102cm、短径96crn、  

深さ9，5cmの円形。 重複 H－15・H－18・HL66・H－68・D－5と重複し、新旧関係は本遺構→H－68→H  

－15→H－66→H－18→D－5の順である。出土遣物 総数8点。時期 重複関係から6世紀代と考えられる。  

H－70号住居跡（Fig．33・51、PL．10・22）  

位置 Ⅹ147・148、Yl12・113グl）ッド  主軸方向 N－76O－E 規模 東西3．50m、南北4．12m、壁現高47cm。  

面積15．9Ⅰポ 床面 全体的に平坦な床面。 竃 東壁中央南寄りに位置する。 主軸方向 N－74ローE。全長144  

cm、最大幅114cm、焚口部幅67cm。 周溝 西壁・北壁・南壁を巡る。 貯蔵穴 長径66cm、短径54cm、探さ12．3  

cmの長円形。 重複 H－71と重複し、新旧関係はH－71→本遺構の順である。 出土遺物 総数242点。その  

うち土師杯1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀後菓～8世紀前葉と考えられる。  

H－71号住居跡（Fig．33）  

位置 Ⅹ147、Yl12・113グl）ッド 主軸方向（N－250－E）規模 東西（2．76）m、南北（2．0）m、壁現高40cm。  

面積（8．5）d 床面 全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝 なし。 重複 H－70と重複し、新旧関係は  

本遺構→H－70の順である。 出土遣物 総数47点。 時期 重複関係から7世紀代と考えられる。  

H－72号住居跡（Fig．32・51、PL．10・22）  

位置 Ⅹ146・147、Yl12・113グリッド 主軸方向 N－91OLE 規模 東西2．56m、南北3．60m、壁現高34．5cm。  

面積12．1Ⅰポ 床面 全体的に平坦な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－9lO－E。全長70cm、  

最大幅74cm、焚口部幅58cm。 周溝 なし。 貯蔵穴 長径40cm、短径40cm、探さ16．5cmの方形。重複 H－73  

と重複し、新旧関係はH－73→本遺構の順である。 出土遺物 総数208点。そのうち須恵杯1点、須恵椀4点を  

図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀後菓と考えられる。  

H－73号住居跡（Fig．33・51、PL，10・22）  

位置 Ⅹ145・146、Yl12・113グリッド 主軸方向［N－72O－E］規模 東西［3．14］m、南北［3．28］m、壁  
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現高36．5cm。 面積［12．4］d 床面 全体的に平坦な床面。 竃 東壁中央に位置する。主軸方向（N－7lO  

－E）。全長（76）cm、最大幅（67）cm、焚口部幅（61）cm。 周溝 なし。 重複 H－72と重複し、新旧関係は  

本遺構→H－72の順である。 出土遺物 総数300点。そのうち土師杯2点、土師小型台付棄1点を図示。 時  

期 覆土や出土遺物から8世紀後葉と考えられる。  

H－74号住居跡（Fig．34・51・52、PL．11・22・23）  

位置 Ⅹ144・145、Yl12・113グl）ッド 主軸方向 N－640－E 規模 東西3．78m、南北3．74m、壁現高48cm。  

面積13．06Ⅰポ 床面 平坦で堅緻な床面。竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向N－690 －E。全長100cm、  

最大幅103cm、焚口部幅30cm。 周溝 なし。 重複 H－73・W－3と重複し、新旧関係は本遺構→H－73・  

W－3の順である。 出土遣物 総数1349点。そのうち土師杯12点、須恵器2点、土師棄2点を図示。 時期  

覆土や出土遺物から7世紀前葉と考えられる。 備考 菰編み石が多く、400～500gが4点、500～600gが4点、  

600～700gが9点、700～800gが7点、800～900gが1点出土した。  

H－75号住居跡（Fig．27）  

位置 Ⅹ138・139、YllOグリッド 主軸方向（NL129O－E）規模 東西（1．07）m、南北（0．82）m、壁現高42  

cm。 面積（0．43）戒 床面 平坦な床面。 竃 不明。 周溝 不明。 重複 H－52と重複し、新旧関係は  

本遺構→H－52の順である。 出土遣物 なし。 時期 覆土や重複関係から上限はHr－FP降下、下限は9世紀  

中葉と考えられる。  

H－76号住居跡 欠 番   

H－77号住居跡（Fig．32）  

位置 Ⅹ149、Yl13グリッド  主軸方向（N－480 －E）規模 東西（3．20）m、南北（1．20）m、壁現高45．5cm。  

面積（7．6）d 床面 全体的に平坦な床面。竃 不明。周溝 不明。重複 H－11・H－66・Ⅰ－3と重複  

し、新旧関係は本遺構→H－66→H－11→Ⅰ－3の順である。 出土遣物 総数54点。 時期 重複関係から6  

世紀代と考えられる。  

H－78号住居跡（Fig．29、PL．9）  

位置 Ⅹ148・149、YlO9グリッド 主軸方向（N－680－E）規模 東西（2．93）m、南北（0．50）m、壁現高29．5  

cm。 面積（6．8）ni床面 全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝 不明。 重複 H－2・H－12・H－56  

と重複し、新旧関係はH－2→H－12→H－56→本遺構の順である。 出土遣物 総数13点。 時期 重複関係  

から6世紀代と考えられる。  

H－79号住居跡（Fig．34・52、PL．11・23）  

位置 Ⅹ145・146、Ylll・112グリッド 主軸方向［N－490－E］規模 東西［4．18］m、南北［3．06］m、壁現  

高44．5cm。 面積［11．4］ni床面 全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝 なし。 重複 H－58・H－65・  

H，73・H－80と重複し、新旧関係はH－80→Hr58→本遺構→H－73→H－65の順である。 出土遺物 総数  

360点。そのうち須恵杯6点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8世紀中葉と考えられる。  

H－80号住居跡（Fig．29、PL．9）  

位置 Ⅹ146、Ylllグリッド 主軸方向（N－7lOLE）規模 東西（2．6）m、南北（－）m、壁現高49cm。面積（4．6）  
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d 床面 全体的に平坦な床面。 竃 不明。 周溝 不明。 重複 H－58・H－79・と重複し、新旧関係は  

本道構→H－58→H－79の順である。 出土遣物 総数3点。 時期 重複関係から7世紀代～8世紀代と考え  

られる。  

H－81号住居跡（Fig．35・52、PL．11・23）  

位置 Ⅹ147・148、YlO9グリッド 主軸方向（N－550－E）規模 東西（3．20）、南北（3．00）m、壁現高27．5  

cm。 面積（11．6）d 床面 全体的に平坦な床面。 竃 東壁南隅寄りに位置する。主軸方向（N－550－E）。  

全長（54）cm、最大幅（47）cm、焚口部幅（－）cm。 周溝 不明。 重複 H－8・H－14・H－16・H－56と重  

複し、新旧関係は本遺構→H－56→H－16→H－14→H－8の順である。 出土遺物 総数53点。そのうち土師  

棄1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀前葉と考えられる。  

（2）竪穴状遺構  

T－1号竪穴状遺構跡（Fig．35）  

位置 Ⅹ150・151、YllO・111グl）ッド 主軸方向 N－1000－E 規模 東西3．80m、南北2．80m、壁現高13cm  

面積12．3Ⅰポ 床面 全体的に平坦な床面。 重複 T－2と重複し、新旧関係はT－2→本遺構の順である。  

出土遣物 総数82点。 時期 覆土から10世紀代と考えられる。  

T－2号竪穴状遺構跡（Fig．35・52、PL．11・23）  

位置 Ⅹ149・150、Ylllグ1）ッド 主軸方向［N－620－E］規模 東西［3．96］m、南北［3．06］m、壁現高27．5  

cm。 面積［12．1］d 床面 中心部に向かって落ち込む。中心部から伏せ棄が出土。 重複 T－1と重複し、  

新旧関係は本遺構→T－1の順である。 出土遣物 総数76点。そのうち土師杯1点、土師器台1点、土師小型  

鉢1点、土師碧1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から6世紀後葉と考えられる。  

（3）溝跡  

W－1号溝跡（Fig．7）  

位置 Ⅹ142・143、YlO9～115グリッド 主軸方向 N－4OLW 長さ 21．3m 最大幅 上幅1．10m、下幅0．45  

m 深さ 35．5cm 形状等 U字形で東側に平坦部有。 重複 H－51・H－55・H－62・DLll・Dr12と重複し、  

新旧関係はH－51・H－55・H－62・D－11・D－12→本遺構の順である。 出土遺物 総数205点。 時期 覆  

土から中世と考えられる。  

W－2号溝跡（Fig．7）  

位置 Ⅹ141・142、YlO9～115グリッド 主軸方向 N－50－W 長さ 21．3m 最大幅 上幅0．95m、下幅0．85  

m 深さ 6．5cm 形状等 U字形 重複 H－62と重複し、新旧関係はH－62→本遺構の順である。 出土遣物  

なし。 時期 覆土から中世と考えられる。  

W－3号溝跡（Fig．36）  

位置 Ⅹ144・145、YlO9～114グリッド  主軸方向 N－50 －W 長さ 21．Om 最大幅 上幅0月4m、下幅  

0．64m 深さ 57．Ocm 形状等 U字形 重複 H－10・H－17・H－24と重複し、新旧関係はH－10→Hr17  
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→H－24→本遺構の順である。 出土遣物 総数126点。 時期 覆土から中世と考えられる。  

W－4号溝跡（Fig．40・52、PL．5・23）  

位置 Ⅹ136～138、Yl14・115グリッド 主軸方向 南壁よりNrlO－Wで3．8m、N－900－Eで8．3m、N－00  

－Wで3．3m進み南壁にあたる。 長さ15．4m 最大幅 上幅1．04m、下幅0．48m 深さ 55．5cm 形状等 U字  

形 重複 H－32・W－12と重複し、新旧関係はW－12→Hr32→本遺構の順である。 出土遣物 総数119点。  

そのうち転用硯1点を図示。 時期 覆土から中世と考えられる。 備考 中央にDB－1がありその土坑墓と  

の関係が考慮されるが、南壁の土層断面や覆土からは確定的なものは得られなかった。  

W－5号溝跡（Fig．36）  

位置 Ⅹ144・145、Ylll・112グl）ッド 主軸方向 N－880－W・Nr60－E 長さ 東西に（2．98）m、南北  

に（2．95）m 最大幅 東西方向上幅0．84m、下幅0．50m、南北方向上幅0．66m、下幅0．40m 深さ 29cm 形状等  

U字形 重複 H－74と重複し、新旧関係はH－74→本遺構である。 出土遺物 総数1点。 時期 覆土から中  

世と考えられる。  

W－6号溝跡（Fig．36）  

位置 Ⅹ143、Ylll・112グl）ッド 主軸方向 N－1O－W 長さ 2．9m 最大幅 上幅0．48m、下幅0．32m 深  

さ24cm 形状等 U字形 重複 H－64と重複し、新旧関係はH－64→本遺構の順である。 出土遺物 なし。   

時期 覆土から中世と考えられる。  

W－7号溝跡（Fig．36）  

位置 Ⅹ144、YllO・111グl）ッド 主軸方向 N－50－W 長さ 3．2m 最大幅 上幅0．47m、下幅0．42m 深  

さ 22cm 形状等 U字形 重複 H－64・W－15と重複し、新旧関係はH－64→本道構→W－15の順である。  

出土遣物 なし。 時期 覆土から中世と考えられる。  

W－8号溝跡（Fig．36）  

位置 Ⅹ144、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－60rE 長さ 3．Om 最大幅 上幅0．46m、下幅0．32m 深  

さ16cm 形状等 U字形 重複 H－64と重複し、新旧関係はH－64→本遺構の順である。 出土遺物 総数  

20点。 時期 覆土から中世と考えられる。  

W－9号溝跡（Fig．36）  

位置 Ⅹ143、Y112・l13グリッド 主軸方向 N－130－E 長さ 3．3m 最大幅 上幅1．46m、下幅1．26m 深  

さ 21cm 形状等 U字形 重複 H－51と重複し、新旧関係はH－51→本遺構の順である。 出土遣物 総数  

23点。 時期 覆土から中世と考えられる。  

W－10号溝跡（Fig．7）  

位置 Ⅹ133、YlO9・110グリッド 主軸方向 N－70一－E 長さ1．2m 最大幅 上幅0，60m、下幅0．44m 深  

さ16cm 形状等 U字形 重複 H－41・H－46・H－49と重複し、新旧関係はH－41・H－46・H－49→本  

遺構の順である。 出土遣物 総数6点。 時期 覆土から中世と考えられる。  

W－11号溝跡（Fig．7）  
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位置 Ⅹ139、YllOグ1）ッド 主軸方向 N－3D－E 長さ1．2m 最大幅 上幅0．75m、下幅0．65m 深さ21  

cm 形状等 U字形 重複 H－52と重複し、新旧関係はH－52→本遺構の順である。 出土遣物 総数27点。  

時期 覆土から中世と考えられる。  

W－12号溝跡（Fig．7）  

位置 Ⅹ137、YllO～115グリッド  主軸方向 北部はN－160 －W、南部はN－40－W 長さ 北部1．7m、南  

部15．9m 最大幅 上幅1．02m、下幅0．66m 深さ19．5cm 形状等 U字形 重複 H－32・H－33・H－48・W  

－4と重複し、新旧関係は本遺構→H－32・H－33・H－48・W－4の順である。 出土遣物 総数90点。 時  

期 覆土や重複関係から上限はHr－Fp降下、下限は8世紀初頭と考えられる。  

W－13号溝跡（Fig．7）  

位置 Ⅹ136・137、Ylll・112グリッド 主軸方向 N－340 －E 長さ4．2m 最大幅 上幅0．66m、下幅0．48m  

深さ 6．5cm 形状等 U字形 重複 H－37・W→12と重複し、新旧関係はW－12→本遺構→H－37の順である。  

出土遺物 なし。 時期 覆土や重複関係から上限はHr－Fp降下、下限はAs－B降下と考えられる。  

W－14号溝跡（Fig．7）  

位置 Ⅹ139、YllO～112グリッド 主軸方向 N－50－W 長さ11．1m 最大幅 上幅0．75m、下幅0．45m 深  

さ13．Ocm 形状等 U字形 重複 H－42・H－52と重複し、新旧関係はH－42・H－52→本遺構の順である。  

出土遺物 総数7点。 時期 覆土や重複関係から上限は9世紀前葉、下限はAs－B降下と考えられる。  

W－15号溝跡（Fig．36）  

位置 Ⅹ144・145、Ylllグリッド 主軸方向 N－89OLW 長さ1．Om 最大幅 上幅（1．10）m、下幅0．48m  

深さ 60cm 形状等 U字形 重複 H－64と重複し、新旧関係はH－64→本遺構の順である。 出土遣物 総  

数20点。 時期 覆土から中世と考えられる。  

（4）井戸跡・土坑・土坑墓（Fig，37・38・39・40・52、PL．12）  

井戸跡・土坑・土坑墓については、Tab．4井戸跡・土坑・土坑墓計測表（P．28）を参照のこと。  

そのうち、Ⅰ－6出土の土師杯1点、須恵器1点を図示。また、Ⅰ－6から出土した多数の瓦の集計表を「Ⅵ  

まとめ」に掲載。  

（5）グリッド等出土遺物（Fig．52）  

総数998点を出土。そのうち青磁2点を図示。  
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Tab．2 住居跡等一覧表   

周  主  虫払土遺馳  

位 置   溝  

東壁中央南寄り  粘土・凝灰岩    杯・棄  杯・椀・皿  

東壁中央南寄り  粘土・凝灰岩    碧  杯  

‾ 毒∴ 椀  

H4  Ⅹ151 Ylll・112  3β5  ：3．36  13  13．・1  N－ 98ローE  東壁中央南寄り  石・凝灰岩    杯   
H5  Ⅹm・15Ⅰ YJ」3  3β7  4．12  60  15．6  N－ 63D－E  東壁中央南寄り  粘土    杯・三雲   
H6  Ⅹ149i－■■150 Ylll・■112  3β2  乙64  29  14．3  N－107ローE  妄壁東隅寄り  粘土・凝灰岩    杯・棄  杯  
H－7  ＝Ⅹ150・151 ．．Ylll・112  陶：  二：＝■l碑  ・■由  （13．5）  N 570E  東壁中央南寄り  粘土・凝灰岩    杯・嚢・鉢  

H－8  Ⅹ147 ．YlO9・110  2．60  3．・50  27   12．5  N－ 850E  東壁中央南寄り  茜土・窮灰岩・瓦    珂こ・野・† 小型鉢  

H－9  Ⅹ151 YlO9   l（2．14）  （9．60）  41  （5．6）  N－ 800E  

粘土・凝灰岩    杯・碧  

棄  杯  

H13  Ⅹ147・148 Ylll・112  【4i18］  ［乙64］  40  ［1a41  N 630－E  杯・碧  

H－14   Ⅹ‾Ⅰ耳丁■・・‾Ⅰ可S Yllβ・・・1ユ1  3．12  a20  40  些8  N 6lO－E  東壁中央南寄り  粘土    杯・嚢・甑  

t3．72」  L4．401  6U  L16．4」  N－ 6∠∪E   
H－15  Ⅹ148・・149 Yuユ・・112  

H－16  ■Ⅹ146・147 YuO・111  牲22］  ［aOO］  37  ［13二8］  N－ 540E  ∃互  

H－17  Ⅹ150・151 Yl12・113  脚判  脚科  常  【20．0］  N－ 640E  （⊃  杯・空  

H18  Ⅹ149＝丁＝150 Yllい：・112  ［3．12】  ［4．20］  48  ［14．2】  N－110ローE  東壁中央南寄り  粘土・石  杯  

Ⅹ150■i：・‾151  

H19   Yl£9■・■uO  ［3†60］  ［3．96］  79  ［13．5］  N－ 82ローE  
H21  Ⅹ150 ．Yl14 ＿  挿画  血卿  鱒  （6．3）  N－1080－E  

H－22  Ⅹ143 Yl14   （1J〕0）  （0β6）  13  （qβ6）  N1050－E  

粘土  ・－．＝♯蛮：  l ‖ H   H－23  了Ⅰ37・13ち ＿￥」＿1凸  乙82  （1，70）  34  （チJ4）  N 87リーE  （向壁）  
・141  粘土    I不・鉢  蓋・杯  

H－25  ＝■Ⅹ141・142 Yl14・115  2．86  （1．14） l  田  （乙77）  N 87DE  

高台椀・羽釜  
H－26  Ⅹ138・139 YllO・111  ■卑坤■≡  田  翠   

東壁南  粘土  
H－27  Ⅹ137・Ⅰ38 Yl迅  ・■丑由1   H tl劇ヰ勤  

H－28  Ⅹ138‾・139 Yl12  2亡50  3・08卜9   7．02  N－102ローE  東壁中央  粘土・瓦・石    】不・羽釜  
H29  Ⅹ139・140 Yl12  舗8＝・＝巨54ト46    （7i83）  N－ 76ローE  東壁中央南  粘土・凝灰岩  ○  杯  蓋・杯  

H30  ‾Ⅹ140へ142 Yl13・114  5．33  3β2  55  19．20  N 80ローE  東壁中央南  粘土・凝灰岩  ■t・  杯・壷  
高台椀  

（3β0）  N 840E  

20．60  N－ 570E  東壁中央南  粘土  （⊃  杯・嚢  杯  

11．38  N－ 81ローE  東壁中央南  粘土    杯・碧  杯・高台椀  

Yllユ 
Ⅹ136  

H35   Yl12・113  （1β2）  3，18  28  （4．40）  N 86ローE  

H36  Ⅹ140・141 Ylll■・・112  止由  由l  由  21112  N 880E  東壁中央南  粘土・凝灰岩    瀕：・．・♯  ー暮†・塔用儲    H37  ⅩⅠ36  
（0．18）  東壁   粘土  

Yl・1之  l ＿   
＝■享 蓋  

H38  ■Ⅹ137・138 Ylu・u5  （2i66）  （2．42）  30  （4⊥8）  N 52ローE  
Ⅹ■140「i141  H39   Yl13■■・114  2†98  3．86  田  1（」93  N1000－E  東壁中央南  粘土・凝灰岩  士不・羽釜   l 【   
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周  主軸方向  
溝   

Nr 970－E  （東壁）  
l l：  

H－70  ・Ⅹ1■47・一Ⅰ4軒■ Y＝1」211ユ3＝  田  嵐墟・・   射  15β0  N－ 76ローE  東壁中央南寄り  粘土・凝灰岩  ○  杯  
H71  ■Ⅹ147  Yl12・113  【乙76］  ［2．00］  40l  （850）  N－ 25DE  
H－72  ‾Ⅹ146・工年ア yl12・113、．  牢6  ■ 3．60  35  12．10  N 9lO－E  東壁中央南寄り  杯・椀  

杯・台付聾  
＝Yl⊥2・11ユ   H－73  Ⅹ■145・工46■   3．14  ‡㍊8  37  （12．40）  N－ 720－E  東壁中央  

H－74  Ⅹ144・145■ y・1・1之・113・．  3．78  3．74   48  13．06  N 640－E  東壁中央南  粘土・凝灰岩    杯・碧1・．  杯  

（q43）  N－1290－E  

H－80  ■Ⅹ‾146  2．60  49  （4．60）■  N－ 7lローE  

Ylll                         H－81  ‾Ⅹ‾147・148  YlO9  画．・  ．嘩如  翠  （11．60）  N－ 55ローE  東壁南東隅寄り  
．  

田  如＿  埠  1乙．30l  N－100D－E  
乙96   u 3．P6：  28  12．10  N－ 620E  
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Tab．3 
幸．出札  上幅山：  下欄ナ（血1  

遺構名  位 置  長さ（m）  ：藩  最4、  最大   最小  最大   、   主軸方向  断面形  時 期  

5．0  N－ 40－W  側As－B降下以降   W－1  Ⅹ142・143 YlO9～115  21．3  35†5  19．5  110†0  80．0  45，0         E認諾   
W2  Ⅹ141・142 YlO9～115  21．3   6．5   1．0  95J）  20．0  85♪   5．0  N－ 50－W  U字形  As－B降下以降   

X144・145  U字型  As－B降下以降   

Ⅹ136～138  

（5．93）  （29．00）  23．0  84．0  57．0  50．0  35β   

2β  24．0  10．0  48．0  35．0  32．0  11．0  N1D－W  U字形  As－B降下以降   

W－7  Ⅹ144 YllO・111  32  22．0  5J）  47．0  36．0  42．0  12．0  N 5ローW    U字型  As－B降下以降   
W－8  Ⅹ144 Yl⊥1・⊥u  3．0  16．P  15．0  46．0  34．0  32J）  10．0  N－ 6ロE    U字形  As－B降下以降   

Ⅹ143  W－9   Yl12・113  3．3  21．0  13J〕  146』  64．0  126▲0  40．0  N－130E  U字型  AsLB降下以降   

16．0   9．5  6（LO  50．0  44J）  40．0  N－ 70【E  U字形  As－B降下以降   

W11  Ⅹ139 YllO   
1．2  21．0  13．5  75．0  70．0  65．0  55J）  N－ 30－E  U字形  As－B降下以降   

Ⅹ137  N－16D－W  

W－12   YllO～115  1．7 15．9  19．5   5．5  102．0  66．0  66．0  30J〕   N－40W  U字形  古 代   
Ⅹ136卓■・137  

W－13   Yllli：112．  4．2   6，5   4．5  66．0  48．0  48．0  30J〕  N－340－E  U字形  古 代   

Ⅹ139  

W14   YllO～112   11．1  13．0   5．0  75．0  5仇0  45．0  30．0  N－ 50－W  U字形  古 代   

W15  Ⅹ144・145 Ylll  1．0  60．0  36．0  110．0  52．0  48．0  18iO  N－890－W  U字型  As－B降下以降   

Tab．4井戸跡・土坑・土坑墓計測表   

遺構名   位   置   

Ⅰ－1  Ⅹ135・136 YllO   

Ⅰ－2  Ⅹ148・149 Ylll   301   286  円 形  

Ⅰ－3  Ⅹ148・149 Yl13   236   226  円 形  

Ⅰ－4  Ⅹ146・147 Yl13   310   306  円 形  

Ⅰ－5  Ⅹ146・147 Yl14   ［265］   ［235］  円 形  

Ⅰ－6  Ⅹ140・141 YllO・111   

D1  Ⅹ146・147 Ylll   80   68   7．0   隅九方形  

D2  Ⅹ145  Ylll   210   83   22．0   長円形  

D－3  Ⅹ147  YlO9・110   198   72   14．0   長方形  

D－4  Ⅹ151  Yl13   214   98   長円形  

D－5  Ⅹ148・149 Yl12   154   96   12．5   隅九方形  

D－6  Ⅹ147  Yl12  

D7  Ⅹ148  Yl12  100  98  2ヨj5   隅九方形  

Ⅹ139  Yl12  （64）  （58）  50，0   円 形  古 代   

［64】   36．0   円 形  古 代   

D－10  Ⅹ139・140 YllO・111   120   61．0   楕円形  古 代   

tlO2】   巨02】   55．0   円 形  
古代、覆土に焼土粒・灰  

D－11  Ⅹ142・143 Yl14  が主昆じるq   

（77）   76   52．0   円 形  
古代、覆土に焼土粒・灰  
が混じる。   

D－13  Ⅹ151  Ylll  

DB－1  Ⅹ137  Yl15   （108）   106   72．0   楕円形  As－B降下以降   

28   



Tab5土器観察表   
番号  出土遺構   器種名  ①口径②器高   ①胎土（卦焼成 （卦色調 ④遺存 登録番号  備 考   
層位  ③底径  度   
H－1  須恵器  ①  ②（3．3）   

③灰‡l■f ④1／3   整形撫で。底部：回転糸切り後、外周ナデ。   
58  

l  

2  ‖1l  須恵器  ①  ⑦（乙3）■  ■①細粒 ②良好 還元焔  底部～休部：やや外反して直線的に開く。内・外面：靴櫨整形撫  四     貯蔵穴  杯  ③  （釘噌灰 ④底部  で。底部：回転糸切り後、わずかに外周ナデ。内外面黒色処理   
3  ＝1t 擾土  統監器 椀  ①［11β1③（5郎 ③6 

．8   ¢）灰（む破片1／4   をわずかにナデ。   

4  ‖lこ  須悪器  ①13．6 ②乙8  ①租療 ②良好 還元焔  底部～口縁：やや外反して直線的に聞く。内・外而：醜軽整形撫  2     覆土  州  ③6β  ＠灰白 ④3／4  で。底部：回転糸切り後、高台を付し外周ナデ。   
l二偏部：やや崩れたコの字を呈す。外而：口緑横撫で。胴上部横  

5  H1   土帥器   ①［2〔ほ】  庄）租粒（多良好③赤禍    位箆削り。胴下草斜め方向箆削り。内面：ロ緑～胴上半桟撫で。  
竃  棄   （卦（21．5）③「   ④1／4  胴下半横・斜位箆撫で。   ほか  

H1  土師器  庄）t16月   ①租粒（∋良好 ③稽  ［，ト覿部：崩れたコの字を呈す。外面＝口緑横撫で。胴上部横位箆  37  
6                  竃   蓬  ⑦（83）⑨－  ④口緑～胴上部1／3   削り。内面：口緑～胴上半横撫で。   

7  H1  土師器  ①1餌）   ①租粒 ②良好 ③赤橙  口頸部：崩れたコの字を呈す。外面：口頭部横撫で。胴⊥部横偉  26  
亨軍土  究  ②（a2）③一  ④口～胴上部1／3   箆削り。内面：口緑～胴上半横撫で。   ほか   

8  H2  須恵器  ①［13．4］②4－0  ①細粒 ⑦良好 還元焔  底部～口緑二内攣気l射こ直線的に牒く。内・外面：輪櫨整形撫で●  46     監土  杯  ＠8月  ⑨灰 ④1／4  底部二田転糸切り未調整。やや上げ底。   
H2  土師器  ①1且4   ①細粒 ②良好 ③橙  l：二l頚部：崩れたコの字を呈す。外面：口頚部横撫で。胴上部横位  28  

9                   鮭土   蛮  （丑（11．7）（彰  （む1／5   箆削り。内面：口緑～胴上半横撫で■   ほか   

10  H－3 床直  須恵器 椀  ①［16．4］②6．3 ③［乳5］  ①中将②良好還元焔 ③灰白④1／5  襟やかにl刃暫して休部が立ち⊥がり、口緑部はごくわずか外反す る。内・外面：暁櫨整形撫で。底部：回転糸切り後、断面台形の 高台を付す 21  

。  

田  H4   
須恵器  ①8．4  ②乙8  ①粗粒 ⑦良好 酸化焔  緩やかに内攣する休部から、口緑はわずかに外反する。内・外面：   
杯  耳6．0   ⑨にぷい橙 ④3／4   鞭槌整形撫で。底部：回転系切り未調整。   

5  

①中粒 ② 酸化焔  内攣して休部が膨らみ、口縁は外反して開く。内・外而：轢醒整  由  
12  H4  須恵器■■  ①〔14．2）             範  杯  ⑦4、2  ③7．7  ③にぷい‡酎豊 ④3／4  形撫で。回転糸切l）後、外周部のみ雑に撫で。   ほか   

13  H－5  土師器  （∋11．0 ②a4  （∋巾粒 ②良好 ③橙  休部～口得りL底の底部から口緑は屈伸して外皮気味に直立して 立ち［がる外面：口緑郡横撫で。体郡横位・斜位の箆削り。内軒  42     床直  杯  ③－  ④完形  横撫で 
床直  杯  十   。  14  115  」二師器  ①10．4 ③乙4  ①靴粒 ②良好 ⑤橙  休部～口縁：やや尖り気味の丸底の底部から、口禄が屈仙Lて直線  81           ④完形  的に立ち上がる。外而ニロ縁部職制で。休部横位箆削り。内面：横拉で。   

田  H5  土師器  ①10 ．0 ②3．3  ①細粒 ②良好 ③橙  休部～口緑：丸底の底部から屈Ⅲして、l二l縁は直線的に立ち上が Zlコ縁と休部は短い稜で画される外而：口緑林撫で休部秩  94     床直  杯  ③  （㊤完形  こ〉D           ′オこ、．▲ 位箆削り 
。内面：横撫で。   

16  H5  土師器  ①10 ．4 ⑦且3  ①細粒 ②良好 ③橙  体郡～口緑：丸底の底部から屈曲して、口緑は直線的にやや開く。 口緑と休部は稜線で画される。タト而：口緑横撫で。休部横位箆別  84     床直  杯  ③  ④4／5  り 
。内而：撫で。   

17  ＝ H5  ■土師器  ①1（16 窃33  ①巾粒 ②良好 ③橙  休部～口緑＝九鹿か年賦や削二立ち上がり、口縁は直線的にやや牒】   
④4／5   87  

18  ■ H5  土師器  ①10β ②3j  ①細粒（多良好 ③橙  休部～口羅：丸底から緩やかに立ち上がり、口線は直線的に開く。  36     床直  杯  ③  ④3／4  外面＝ロ縁横撫で。休部横位・斜位箆削り。内面：横撫で。  ほか   

19  H－5  土師器  ①10．7 ②3．5  （手札粒 ②良好（卦橙  休郡～口羅：丸底気味の底部から韻やかに立ち上がり、口緑は直 立して立ち上がる外面：□緑横撫で休部枕位箆削り内面：  57     床直  杯  ③－  ④5／6  口緑横撫で 
。休部撫で。   

20  丁・Ⅰ5  土師器  ①【16．0］⑦5J  ①中粒 ②良好 ⑦橙  休部～口禄；丸底気味の底部から緩やかに立ち⊥がり、口緑はや  76           （1／3  や内攣する 

床直  杯  十   む   。外而：口緑梯撫で。休部横位鷲別り。内面：組で。   

①粗粒②良好  胴部～「l緑：胴上部がわずかに膨らみ、ロ繰は外反して開〈。外  
面：口頚部横撫で。胴上部斜位、下部縦位箆削り。lノ」面ニロ頚部  21  H5 床直  土師器 棄  ①［18．8］ ②（24．6）③   ③にぷい橙④1／6  棟撫で。胴部縦位箆撫で。   

①中粒（∋良好  22  Il5   土師器   ①【犯8］  
床直   藍   ②（19．4）（彰一   ③にぷい橙①1／3   

‾桐郡」口緑：桐中郡がやや膨らみ、口緑は外反して閃く。外面： 口頚部桃撫で。胴上部斜位、下部縦位箆削り。内面：口頸部横撫 で 
。胴部芽倒立箆撫で。   

・・・・ 

副腎摺始・－  
胴上部横位層別り。内而：口頸部撫で。胴上部横位箆撫で。   

古郡：直線的にハの字上に開く。外面：輯紘整形塵で。l刃而：底  120  
郎回転麓削り。台部枇雄整形撫で。   

底吉lトロ緑；平底の底部から直線的に問いて立ち上がる。外面＝  38  
□緑横撫で。休部横位箆削り。底部箆削り。lノ」面：体部横劇で。   

27  H－6  須恵器  ①  ②（4．2）  ①細粒 ②やや良好 酸  底部～休部：平底からl刃攣気味に立ち上がる。内・外面：雑報整  61     床直  杯  ③餌  化焔 ③程 ①1／3  形撫で。底部：回転糸切り末調払   
28  H－6  宿恋器  ①1封） ①ユ8  ①細粒 ②良好 還元焔  底部～口緑：平底から外反気味に立ち上がる。内・外而：軌程整  13         5    3／4  形で 

床直  杯  ③軋   （釘灰  ④   撫。底部：回転系切り未調整。   

複土  杯  ③乳2   ③灰白 ①1／2   29  Ⅰ■Ⅰ6  須恵器  ①［13．4］②a6  ①細粒 ⑦良好 還元焔  底部～口緑：平底から内攣して立ち上がり、口緑はわずかに外反  70              して聞く。内・外面：暁櫨整形撫で。底部：回転糸切り未調整。   
須恵器  ①［16．6］②4．8  ①細粒 ②良好 還元焔  底部～口緑：平底から戌めの体部が内攣して立ち上がり、口絵は  10  

30  H6                 塩土   杯  （劃11．0   （事灰  ①1／3   わずかに外反してl蒜」く。内・外面：擁租整形撫で。底部：撫で。  ほか   

31  H－7  土師器  ①tl乙4】②4．4  ①細粒 ⑦良好 ③灰褐  ：啓郡」口縁：丸底の底部‾から彷やかに立■ち上がり、口縁は直立す るlコ緑と休部は稜で画される外面：口緑横撫で休部箆削り。  53     床直  杯  十  ④3／4     ∩ 久 内而：横撫で。  ほか   
i＝・・貞・■＝遠ノ・■州－＝・▲岳■■■・T謂弾・糖  32  H－7 複土  土師器 杯  ①14．3 ②4．5 ③  （D細粒②良好 ③にぷい赤褐④4／5  わ．内面；鵬℡．   

（D中粒（多良好  52  横撫で。胴上部縦位箆削り後撫で。胴下部縦位箆削り。内面：口  
・仙・   

胴部：球胴形。穿潤；：直立して立ち上がる。外而：頚部桟撫でi  44  

34  H－7  土師器  ①  ①（略5）  ∈）中粒（む良好         床直  義  十1  ③にぷい橙 ④ 1／4   胴部縦位箆削り。内而二頸部横撫で。胴部撫で。   1まか   

①租粒 ⑦良好   口縁～頚部：短く直線的に開く。胴部ミ・緩やかに内攣する。外面：  47  
35  H－7  土師器  ①L12．41  口頸部横撫で。胴部横位箆削り。内面：撫で。   

H8  土師詐  ①［17．8J②（ユ3）  ①細粒 ②良好   底部～口緑：平底気味の休部から口緑が直線的に開いて立ち上が   

36  る。外面：口緑横撫で。休部箆削り。内而：横撫で。   P．5一括  

H8  土師器  ①t8．1］⑧（3．9）  （D巾粒 ②良好   胴部～「儀：胴上部で内攣気味に屈曲し、口緑は内屈する。外而：  P．5一括  
37                  貯蔵穴  小型鉢  （彰一   ③にぷい黄橙 ④1／3  指頭による整形後、口緑は横撫で。内而＝指頭による撫で。   

38  月－・8 竃  土師器空  （D23．6⑦29．3 鱒5．5  ①中粒②良好③橙 （む5／6  肘上位に最大径。頸部でくの字状に屈曲し、口緑はゃや外反して 開く。外而：口頸部横撫で。胴部縦位箆削り。内面こ口縁～桐上 部撫で 。胴下部飽撫で。   



登録番号  備  考   

41  H12  須恵需  ①［1畑］② 外面：口緑部横撫で。体部箆削り。内面：撫で。   

43  H【13  土師器  ①［12」S］②4j  
③   ④4／5   する。外面＝ロ緑挽撫で。休部箆削り。内面：撫で。   ほか   

44  ＝l＝  土師器  ①11J②3Jう ③  ①中粒 ②良好 ③橙  丸底か■ら休部が緩やかに内攣し、口縁は短く内屈する。外面：口  40     床直  杯   包完彪  縁横撫で 
。体部箆削り。内面械撫で。   

45  H－14  土師器  ①11．3①3．5  
琶土   ⊥⊥⊥   で。休部箆削り。内面：横名で。   

③   部臨剋りの後、口縁横撫で。内面：梯撫で。   

47 W 打払画廊檀鐘で●   
103  

③．一   ④1／6   46   
十   ④完礎   48  H－14  土師器  ①11J）②3．5   ①中位 ⑦良好 ③程  ；軒■御中欄ナる体都から、ロ鵬して丑与上郡るi外軒  72     喧土  杯     ロ縁横撫で。休部箆削サ．．内ガ・．こ．－■■で．   

■ H－14  ■土師器  ①1（通 ⑦a5  
49         （初   （弧完形   

50  H14  ■土師器  ①11．6 ②3．5  
⑨－   （塾完形   体部恩削・りの後、口縁横抄で。内面：横撫で。   

丸底から緩やかに休部が立ち上がり、口緑は短く直線的に開く。  

51  H－14  土師器  ①13，0 ②乙1 ③  ①細粒 ②良好 ③橙   口縁と休部は稜で画される。外面：休部箆削りの後、口緑横撫で。  33     床直  杯   （重完形  1月面： 
＿拉迦で皿   

52  H－14  土師器  ①1〔14 ②乙6 ③  ①細粒 ②良好 ③橙  丸底から緩やかに休部が立ち上がり、口緑は直線的に立ち上がる。 口緑と体部は稜で画される。外面‥休部箆削りの後、口様様撫で。  38     床直  杯   ①5／6  内面：横撫で 
。   

53  H14  土師器  ①11．4②ユ3  
③   ④完形   な稜で隠される。外面：口緑横撫で。休部箆削り。内而：横撫で。   

54  H－14  土師器  ①12J）②3．5 ③  ①中粒 ②良好 ⑤橙  浅めの休部から口緑が外反気味に直立する。仁億と休部は緩やか   な稜で隠される。外面＝口緑梯撫で。休部段別り。内面：横撫で。   85  産直  杯 ．  ④完形  
緩やかな丸底から休部が内攣し、口緑は短く直立する。「コ符7ま件■  

55  H14  土師器  ①［12．8］⑦（5．0） ③ 
－   ④1／5   位箆削り。内面：撫で。   

十   56  H14  土師器  ①2（L4（丑（10，5）   ①机粒 ②良好 ③にぷ  胴部：直線的な長胴形。L層都窪ヤかに外反Lて開く。外百：口 緑撫で胴部縦位箆削り内面一口縁撫で胴部～頚部縦位箆削  80     床直  棄   い橙 （む1／5    ，－．■ ■・・・■・．＝． りの後逸で 凸   
ほか   

H14  土師器  ①［21．6］⑦（8．5）  
57   い橙  ④lコ盟部破片   

H14  
58   桜土   ④1／5   

59  H14  土師器  ①21．5 筐）（8．7） ③－  ①租粒 ⑦良好 ③樺   （彰口頸部破片   

③   ③にぷい橙 ④1／3   60  H14  土師器  ①14．4⑦（13．5）   ①租粒 ②やや良好  球胴形の小形憩。口緑は外反気味に開く。外面：口緑横撫で。胴部  70     床直  一盈      叙位盟削り。内面：lコ緑横撫で。胴上部横位箆撫で。胴中部斜位箆撫で。  ほか   
61  H14  土師器  ①1餌）（∋（7．6）  

い橙  ④1／4   
外面：口緑横撫で。胴上部横位箆削り。内面：「二■l縁横撫で。胴上  37  

③－   親臨低塩塩で 

G2   床直  要  ③6．2   H14  二l二師器  ①［15J〕］⑦t16．5  ①租粒 ④良好 ③灰褐  平底の底部から胴部囚攣し球胴形を呈す。口緑～頚部は雁ヤかに 外反し丁開／外面一∩頸部械撫で胴部斜任用削り｛内向：柿  50           （少1／3  ノリ、昨、↓． フ∩・1 塩・公正臨】盤で丘  ほか   
①租粒 ①良好 ③赤禍  緩やかに内管する胴部からlコ頸部が外反気味に開く。外面：口頸 部横撫で胴部斜位箆削り 

。内面：胴上部からロ緑横撫で。胴下  81  
④ほほ完形   迩盟及び遊歴による撫で。   

H－15  土師器  ①12J〕 ⑦3－8  ：①細粒 ②良好 ④橙  丸底気味の底部から。口緑が外反して立ち上がる。休部と口緑は  105  
64                    床直  休  ③   （む2／3   捜で画される。外面＝l二儲部横撫で。休部箆削り。内面：横撫で。   

H－15  土師器  ①12d ⑦5J）  ①中粒（む良好（卦橙  丸底の底部から。口緑が内屈して直線的に立ち上がる。休部と□  101  
65                  床直  杯  ⑤－   ④3／4   遠は塩で威される。外面：口熟談焼塩で。体部箆削り。内面：撫で。．  ほか   

H15  ニ上師器  ①13．0 ⑦姐  ■①巾粒 ②良好 ③碍  丸底の浅めの休部から口緑が外反気味に開く。口経と休部の墳は  127  
66                    西張山部  杯  ③－   ④ほほ左形   稜をなす。外面：口頚部横撫で。休部箆削り。内而：横撫で。   

69      ． ④lコ縁部欠損  

72  い橙 （む1／4   

38  

い橙  ④4／5  
H15  土師器  （∋17．8 項）（27．0）  ①租粒 ②良好 ③にぶ  胴張りのない長胴形。頚部緩やかに外反して開く。外面：口雷郡 横撫で胴上部縦位箆削り胴下部斜位箆削り内面：□頸部横       稗土  整  十1           b   ロ′「ヒ    プロ 撫 

73  で。胴部縦位箆撫で。  

74  H－15  土師器  ①［24．4］②33．0  ①中粒 ②やや良好  ■緩やかに湾曲する球胴形。頚部緩やかに外反してl対く。外而：口習  19     西呈巨出部  禁  ③6プ  ③明赤禍 ④5／6  電横撫で。胴部斜位箆削り。内面口頸部横撫で。胴部横位・斜位撫で。  拒か   
H－15  土師器  ①212 ②（16．5）  ①中粒 ②やや良好 ③  胴中位が膨らむ球胴形。頸部緩やかに外反して開く云■夕下市■：口罪 部横撫で胴部縦位臨削りの後撫で内面■口縁横撫で面白部～  144     西張出部  斐  ③  典橙  ④3／1  ロ、＝。ロ沌一・b目     平本′、．。刀、【l  

75  ほか   

∬帥丁貞叩こ外屁Lて聞く。外百：ロ  胴吉Ii横位箆撫で。    76  H15  土師器  庄）16．0 ②（18β）  ①租粒 ②良好 ③橙  績やかに湾曲す・昂Ⅶ軌＝■ 頚部横撫で■鵬破岨虎耶甘換出で内而■口緑横撫で頚部～  15     棋士  小型要  ③且8］  ④4／5  プロ 州．し0         司・ ○：rL】  
月風上血丑旺姐せ．   

30   



①口径⑦器高■■  
③色調 ④道存度   器種の特徴・整形・閉塞技術  登録番号仰 考   

①巾粒 ⑦良好 ⑤にぷ  台部緩やかに外反して開く。外面：台部縦位箆削り後撫で。台部     110  
い赤禍 ④台部のみ  ＿．  縦横撫で。内面：＿台部樺撫で。  ほか  

覆土  小型鉢  ③   （丑にぷい橙（釘1／3   面：横位箆撫で。  79  H－－15  「三師器  ■①［14．0］②（7．3）  ①粗粒 ⑦やや良好  丸底から纏やかに内暫して立ち⊥がる。外而：箆削り後撫で。内     11γ ほか  

80  H15  ■須恵昔話  怖21．7高28β  ①細粒 ②良好 還元描  表面和村上計埠、やゃ  幹申恥■、馴ラ。タ価＝口聾ほl撫で。胴部    121   厚逆  髄j臨  厚16．3 口径（9J）  ③灰 ＿④吊手欠盟  ．用糾前納内所‥  口頚部横撫で■   
①洲粒⑦良好還元焔 （釘褐灰④ほほ完形  r出 ■・■■■・・・・J・・酬ニ ー■．芦・・廿・≡・■     109   

程土  壷  ＠   床直   
後撫で。内面：横位撫で。   

83  H－17  ■土師・器  ①［16．0］②（瓦6  ■①紺②良好 ③亦  休部緩やかに湾山しlコ椋は短く内屈する。外而：口緑林撫で。体     30   床直   十  ④1／6  部横位箆削り。内面埴撫で。   
球桐形の胴部から頚部くの字に外反し直線的に立ち上がる。外面：  

84  IT－17  」二師器  ①［1軋）］②（7．封  ①租粒（診やや良好   口縁横撫で胴上部横位・糾位箆削り内而：口頚部横撫で。胴     33     空   
床直    ⑨－   （彰橙  ④口演部破ノ■l  

H18  須恵器  ①1乙） ②33  ①納経 ②良好 還元焔  上げ底気味の底部からイ  本部が直線的に開いて立ち上がる。l小外    18  
85  蓬）灰 （む5／6   而二糖槌整形撫で。底部：回転糸切り未調整。  ほか  
H18  須恵器  ①1む1 ②3β  （∋細粒 ⑦良好 還元焔  上げ底気味の底部から休部下半が内宮し、直線的に開く。内F外     78  

86                     貯蔵穴．  杯  ③も5   ③灰  ④5／6   而二韓組整形撫で。底部こ回転糸切l）未調整。   

③灰 ④完形   87  H18 ＝貯蔵穴．  須恵器 杯．  ①13－5 ⑦3♪ ③6．8  ①細粒②良好還元焔    韻窪許震監亨譜翳照嵩謡吉ニヒがる0内一外面＝紙     80   
88  ロ18■  ＝＝須恵器＝  ①13L4 ②3β  ①細粒 ②良好 還元焔  平底がち‾浅めの休部が直線的に聞いて立ち，しがる。内■▲■外山：暁     71   ＝ L8  杯  ③揖）  ③灰白 ④完形  醍整形撫で。底部：回転糸切り後箆削り及び撫で。   
H18  ■須恵器  ■①12．7 ⑦3J  ＝〔否轟m粒 ⑦良好 還元焔  平底からヤや内攣Lて立ち上がり、口縁は外反気味に開く。内・ 

89   杯  （諺7．0   （診灰  ④3／4   外面：韓蘭整形撫で。底部：回転糸切り未調整。   70  

H18  須悪器■＝  （訊3．8 ②3β  ①細粒 ②良好 還元焔  平底から浅めの休部がやや内暫して立ち上がり、口緑わずかに外     15  
90  ③戊 ④3／4   ほか  

堰土  杯  ③－   ・①完ヲ   H19＝  土師器  ①106 ③3g  ■■①細粒 ㊦良好 ③符   ブL底．から♯専制・こ柵  し、lコ振はわずかに内屈する。外面；ニロ縁  10   

92  H19■■  土伽器  ロブ14β ⑦32  ①細粒で）良好 ③樟   く内屈する。外面：口     42  
ほか＿  

〈内値する。外面：口    f芋一括  

94  H19  土師器  ①1L〕 ②む1  ■①ヰ粒 ②良好 ③橙  大きめの休部が緩やかに内暫し、口緑は短く内屈する。外面：口     59   綾土  耳  （彰■  毎）3／4  ．結構撫で。休部横位・余  斗位箆迦」り。内而：撫でゝ   
H23  整耽l二l■■■・■仲掛  

195   摩喧．   杯  ． ①U2   i膿鵡l軋り、外尚匝  ． 
96  H23  須恵器  ①■ ■ ⑦（2J4）  ①細粒 ②良好 ③灰  暁組整形。に億・休部：欠損。底部：内面撫で、外而回転箆削り、     7   J末直 

．  高台椀＝  ③坦．91   ．垣）破片   削り止．し高台。   

97  H23  王一一弓・  ①t13．4］②（2．4）  ①細粒 ②良好 ③灰  概観整形。天井部：ほほ水平、内・外面撫で。外括ほl；に粘土を貼     9 ■て土塀型特殊有■   床世 ＝  粟立  十  ＿④蓋のみ1／2  付し中央部を抑圧し両端を隆起させる。摘み二環状摘み。    ＃   
98l  H24  土師器  ①［12．4］⑦（3β）  〔p細粒 ①良好 ③桧  l」緑・休部：やや外傾、内▼・外而横撫で。底部：平底気味、内而     3   覆土  巧  ．（彰■■  ＿④1ノ3  撫で、外面飽削l）。   
99  H24  須恵器  ①［13．6］⑦3J  ①細粒 ⑦良好 ③灰  槻醍整形。茸一膳：三脚  か毎■環かに傾斜、‾内・外面撫で、選り  

¢）1／3   ■■・・・・   ＿鑑土．  ＿ 蓋  十  
‾1  

床直  杯  ＝②如  ＿  ④4／5   内面撫で、外而回転箆起L、外周撫で。  100  Il2∠1  呈－；≡・  ①1（15 ⑦屯1  （む細粒 ①良好 ③哨灰  こ囁拡整形。口縁・休部：外傾から端部やや外反、l人い外而撫で。底部二     12オ‾    ほか  
101  H24  土師器  ①［21．7］⑦9．6  ①細粒 ②良好 ③樟  仁l緑部：短く直五 内．  丁外征一柳撫で。休部：緩やかに丸みをもっ  ほか  
H26  須恵器  ①13．2 ⑦4．7  i＝①細粒 ②良好 ③橙  鴨槌整形。．にl績．・休部  外傾、口緑端部やや肥厚、内・・・外面撫子。  

102  底部：内面撫で、外面  転糸切り後付け高台。   54酸化焔  

4 酸化焔  
103  H26  衝恵器  ■①143 ⑦5β   両撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後やや長めの付け高台。  内面想付着   

104  Hっ6 ■  羽釜  ①［19．6］  ①細粒 原良好‾③にぶ  ■礪璽形。lコ緑部 ：内傾、J耳・外面撫で。鍔部：陣面三角形でや     品 酸化焔  

105  H28  ■ 須恵器  ①13：Z ⑦4．4  ■G）細粒 ②良好 ③にぶ  醜柾整形。lコ緑「休部：外幌、口緑端部やや外皮し肥厚、lノい外     41  酸化焔   龍山  杯  ③6．1  い褐  ④完形  而撫で。底部：内悔撫で、外竹回転糸切り。   
43  酸化焔  106  H28  須恵器  ㊦tl領）］⑦4．1  ①和帯‾②百好 ③にぶ   

107  ＝H28■   須恵器 杭  ■①［132】で）∠摘 4  ‾＝①甜粒■②良好③にぷ い寸■（橙1ノ 塩班   高台   ③軌1  ①3＿   

108  H28  邪了王謂買  ①「13．1］⑦弘7  ■¢）紺瞳 ②良好 ③灰  ＝＝ ■；．．       ■    ■  ：外傾、内・外面撫で。底部＝内而撫で、    21 ほか G）1／3   外面凪転糸切り後付け高台。  

109  ■ H－28  貌恕器  〔調12，1］③4．3  ①榊粒 ⑦良好 ③灰白  枇醒整形。口緑・体吾  外傾、内・外而撫で。底部：内面撫で． 台。    37 ほか   覆土  高台椀  ③6．9  ④1／旦  外而剛転糸切り後付け  
110  fI－雷  羽釜  ①－  ①（5．1）  ①細粒 ⑦良好 ③オリ  塘組整形。脚＝欄．  岬．謄一郎問鞍鍔部＝断而三郎杉でほ    30  酸化精      上   
床直  直  一＿ブ黒 ④口縁破仁  ＝   －・  ・   

四  召29  土師器  ①［12月 ⑦3．0  ①細粒 ①良好 ③樟   
（釘1／2   日賊±駐車甘臥朴外面横撫で。底部：丸底気味、内堰■可、二     23 ほか  

112  H29  須恵器  ①［17．2］②乙6  ①紺粒 ④良好 ③灰   （む1／3   

＝  外而向転箆削り。  ほか  

114  H－30  土師器  ①11J ②3．3  ①糾粒 ⑦良好 ③樟  口縁部：短く直立、内・外両横撫で。底部＝丸底気味、内面撫で、     81 ほか   ＿ 覆二じ  杯  ＿ ③」  （重2／3  外面箆削り。  
産直  ．］不  心   頁）1／4   而撫で、外而箆削り。  115  H30  二l．二価器  ①tla．3］②3β  ①細粒 ②良好 ④樟  仁l緑部二大きく舛簡、内・タl頂l横撫で。底部：浅い丸底気味、内■     102 ほか  

116  Ii30  108  
床直   ④底部のみ   ほか   

①細粒 ⑦良好（夢桓  □綾部：大き〈外慣、内・外而横撫で。胴部‾‥僅かに膨らみ、内 
117  H30  土師器■  ①【24J〕］  面撫で、外面斜め施削り。  ほな 

120  H32  須恵器■  宙［13．4］②乙6  仁剰職責（訂良好 ■③灰  1鹿輯整形。口緑・休部：外傾、内・り拍撫で。底部：内面撫で．∴     21   雀土  杯  ③【10．01  ④1／3  外面手持ち箆削り。   

忙
m
 
 
 



番号  出土遺構  器種名  ①l二l径（む器高■ （丑底径  ①胎土 ②焼成 ③色調 ④避存 器種の特徴・整形・調整技術   登録番号  備  考   
層位  度  

121  H32 床面  土師器 斐  ① ①（4．2） ③7．8  ①細粒②良好③にぶ い帯椅④底部破片  底部：内面撫で、外面箆削り。（胴部は球状になると考えられる。）  30  
122  庄）破片   外面箆削り。  

123   ④1／4   外面回転箆削り。   

31  
124  

①矧粒 ②良好 ③橙   
125   外面斜め箆削り。   

126  H33  土師器  ①22．2 ①29．0  ①細粒 ②良好 ③橙  口綾部：外傾、内・外両横髄で。胴部＝中位やや上で膨らみ、内  H－32－43  外面煤・粘土 
貯蔵穴  整  （卦瓦6   （釘ほほ完形   面撫で、外面斜め箆削り。底部：平底。  付着   

十＋   ④3／4   而箆削り。   127  

128   
杯  ③［7．0］   庄）1／4   外面箆削り。   

129  H34  土師器  ①［1乙2］②4．0  ①細粒 ⑦良好 ③にぶ  口緑・休部：外傾、口緑端部内・外面横撫で、内面暗文有、外面  い黄橙 ④底部破片  箆削り。底部：平底、内面撫で、外面箆削り。   
暗文  

③   130  H34  須恵器  ①［15．11③2．3   ①細粒 ②良好 ③灰白  轍槻整形。天井部：水平から緩やかに傾斜、水平部外而箆削り、  ロ     床直  蓋   庄）4／5  端部外面撫で、内面撫で、返り軌摘み＝直径4．6cmの環状摘み。   
131  

（∋細粒 ②良好 ③明赤  口緑部：外債、内・外面横撫で。胴部＝僅かに膨らみ、内面撫で、  190  
132   外面斜め箆削り。   lまか   

133  H36  土師器  ①13．8 ②屯8  ①細粒 ⑦良好 ③にぶ  口縁・体部：外傾、l火い外面撫で。底部二平底、内面撫で、外面  217     床直  杯  ③9．7  い橙 （む完形  箆削り。   
床直  J不  （釘餌）   で、外面箆削り。   134  

135   （弧ほほ完形   端部外面撫で、内面撫で、返り無。摘み＝小さめな環状摘み。   

136  H36  須恵器  ①［14．3］②3l  ①細粁 ⑦良好 ③灰  ■轍醍繁形。天井部：緩やかに傾斜、上部外面箆削り、端部外面撫  85     床直  蓋  ⑨  （重3／4  で、内面撫で、返り軌摘み：環状摘み。  ほか   

十1   137  で、内面撫で、返り撫。摘み：小さめな環状摘み。  

138   い橙 （弧1／3   で、内面箆磨き、返り撫。   

139  H36  須恵器  ①9ヱ  ②4．0  ①刹u粒 ⑦良好 ③灰  糠租整形。口縁・休部：外帆内・外面撫で。底部二内面撫で、  142     床直  杯  Q）5β  （弧ほほ完形  外面回転箆起し。  拒か   
140  （釘完形   外面回転箆起し・箆削り。  

①細粒 ②良好 ③育灰  輯蛙整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で．  137  
④完形   外面回転箆起し・箆削り。   

142  甘一36  須恵器  ①11．8 ②2β  ①細粒 ②良好 ③灰  鞭櫨整形。口緑・休部：外傾、内一外面撫で。底部：内面撫でト  169     複土  杯  喧）乳2  ④4／5  外面回転箆起し・箆削り。   
143  

144   外面回転箆削り。   有  

145  （弧3／4   外面回転箆起し・箆削り。   lまか  

須想器  ①11．6 ②3．7   
146   〕不  ③6．8   

須恵器  ①［12．6］⑦3β   
覆土  杯  ③［7．2］   

須恵器  

150   リーブ灰 ④4／5   強く張り、内・外面撫で。底部＝内面撫で、外面回転箆起し・箆削り。   

151  H－36 床直  土師器 禁  ①［20．4］②（6，3） ③  ①細粒⑦良好③橙 （む口縁破片  口緑部：外傾、朴外面横撫で。胴部：内面撫で、外面斜め箆削り。  107  
152  

④2／3   で、内面撫で、返り軌摘み：小さめな環状摘み。  

153   小形酸化烙  
橙 ④完形   外面静止糸切り。   

154  H39・  須恵器  ①［11．4］②4£  ①細粒 ②良好 ③にぷ  韓粗整形。口緑・休部：外憤、内・外面撫で。底部二内面撫で、  37  小形酸化焔   床直  高台椀  ③【6．5］  い輩橙 ④1／3  外面回転糸切り後付け高台。  Iまか   
①［19．1］②（9．0）  （∋細粒 ①良好 ③にぶ  醜櫨整形。口緑部：僅かに内傾、内・外而撫で。鍔部：断面三角  

155  H－39  羽釜  形でほぼ水平に付く。   
酸化焔  

③   い褐（む口緑破片  

156  ④3／4   で、外面段別り。   ほか  

157   い基橙 ④1／2   内面撫で、外面箆削り。   ほか   
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④底径   番号  出土遺構 層位  器種名  ①口径（む器高   ①胎土 ②焼成 ③色調 ④遺存度 呂律の特徴・整形・調整技術   登録番号  備  考   

領内  坪  ③＆9   161  H44  土師器  ①1む1（む4．7  ¢細粒 ①良好 ③橙  口緑・イ本部：外傾、□緑部内・州庄祀占撫で。底部：平底、内面撫  で、外面箆ロリり。   
54  

162  H－44   須恵器  ①16．2 ②3β  （∋細粒 ②良好 ③灰  掟櫨歴形。天井部：水平から穏やかに傾斜、水平部外而箆削り、   
墓  ③   （む完形   55  

163  Hり4  須辞帯  ①［15．6］③ユ7  ①細粒 ⑦良好 ③灰白  税槌整形。天井部：水平から裾やかに傾斜、水平部外面儲削り、   
（む1／3   

端部外而撫で、内面撫で、返り粗。摘み：利夫状摘み。   5  

164  H－44  須恵器  ①13ヱ ②3β  （む細粒 ②良好（卦灰白  醍櫨整形。口緑・休部：外†臥 内・外面撫で。底部：内面撫で、       ＝ 没二l二  吐  ③軋0  （むほほ完形  外面回転糸切り。   
①細粒 ②良好 ④灰白  鞭槌整形。lコ緑・休部二外傾から口緑端部外反、内・外■面撫で。底部；  51  165  H44  須恵器  ①［12．5 ④1／2   内而撫で、外面恒l転糸サ」り。   ほか   

床直  1不  ③【7班   166  Ⅰ寸44  ■須恵器  ①【13．5］②㍊  ①糾粒 ①良好 ③灰  掩指整形。口縁・休部：外傾からl二l緑端部僅かに外反、内・りト而  H－452           （丑1／2  撫で。底部：内面撫で、外面回転系切り。   
■①細粒 ②良好 ③にぶ  口綾部：弱い「コ」の字状口緑、内‾・外面横撫で。胴部：内面撫   

167  ＝ H－44  土師器  ①［20J∃］  で、外面斜め箆削i）。   56  

168  H45  須恵器  ①1ぴ （D4．0  （D細粒 ②良好 ③縁灰  鱒轄整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、  ロ     床直＿  杯  ③7．8  径）4／5  外面回転糸切り、回転箆削り。  ほか   

169  H46  」二師器  ①［11．8］②孔5  ①細粒 ②良好 ③橙  口緑部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外  H5037  底部内面線刻   凍土  杯  十←  ④1／2  而箆削り。   有   
170  H－47  羽釜  ①［21J2］②（4．8）  可紺粒 ⑦良好 ③にぷ  ■耗軸整形。にl緑部＝僅かに内偵、内・外面撫で。鍔部：断面三角  9  酸化焔   麗内   亀－  い赤褐（む口緑破片  形でほほ水平に付し  ほか   
171  H－48  須恵器  ①［12．0］②3．2  ①細粒 ②良好 ③灰  披蛙整形。口緑・休部＝外傾、内⊥外面撫で。底部二内面撫で、   

床直 ＿  杯  ③Ⅳ吐   （む2／5   外面手持ち箆削り。   
36  

①12β （彰4．0  （五和粒 G）良好 ③灰葦  轢醍整形。口緑・休部：外傾から口緑端部佳かに外反、内・外面  P5  酸化焔  

褐 ④ほほ完形   撫で。底部：内面撫で、外面恒l抵糸切り。   

173  H50  須恵器  琶n4．∠l ②5．5  ①細粒 ②良好 ③灰  雑報整形。□緑・休部＝外慣、内・サト而撫で。底部二内而撫で、  P5     貯蔵穴  高台椀  ③且7  （訓まほ完形  外面回転糸切り後付け高台。   

174  仔50  須悪器  ①［13．4］①5．3  ①細粒 ②良好 ③灰  醜櫨整形。lコ緑・休部：外傾から口緑端部外皮、内▲外面撫で。底部二  15     緩土  高台椀  ①E止  ④5／6  ．内而撫で、外面回転糸切り後付け高台。  ・‡まか   
175  H－50  須恵器  ①［1ぴ］②5．4  ①細粒 ②良好 ③灰  鴨捉整形。口緑・体部：外傾からlコ縁端部僅かに外反、内・外而   撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   39  

176  H－50  須恵器  ■①Il㌔4］②5J7  ①細粒 ②良好 ③にぶ  ■蠣蛙整形。口緑卜休部＝外傾から仁l唇部僅かに肥厚、内i外面撫   で。底部：内面撫で、外而ー卦転糸切り後付け高台。   44  酸化焔  

177  H50  須恵器  ①［1∠1．4］②封）  ①細粒‾②良好 ③浅輿  椎轄整形。□縁・休部：外傾から口緑端部侶かに外反、内・外面  酸化焔  

178  H－50  灰 柵  ①【14．0】②も2  （D微堪二 G）良好 ③オリ  観羅整形。l」緑・休部二腰部の張りは無く大きく外傾、内・外而   ーブ灰 ④3／4   16  内面煤付着  
月高台。利懐は置けがけ。   

H－50床  
179   直   棄．   褐④l二l縁破片   

43  

H－51竜  土師器  （Dl封） ①a2  ①和暦：堰）良好 ③橙  l二l緑部：短く直立、囚・外而横撫で。底部：丸底気味、内面撫で、  
180                   内   ］不  十   ④1／2   外■面箆削り。   

181  H51床■  須恵器  ＝①［13．4］②4．4  （D細粒（D良好（劃暗灰  披拉整形。口縁・休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で．  13  いぶし焼成か   直  杯  ③粥  ．（む2／3  外面回転系切り。  ほか   

膨らみ、内而撫で、外■師斜め箆削り。   

184  H53 寿賀土   緑 柵  （∋一（ヨ  
③－   リーブ灰④破片   

185  ‾口‾5ち  二上師器  ①［13．2］⑦33 十  ①細粒 ②良好 ③橙  口縁部：短く直立、内・外面横撫でこ底部＝丸底気味、内而撫で．  26     床直  杯   ④1／隻＿  外面箆肖lリブ。  ほか   

外面回転箆起し・箆削り。   

外面回転箆起し・箆削り。   

④ほほ完形   。  25  

192  H－56  土師器  ①［122］②45 十  ①中粒 ②良好 ③橙  丸底気味の体部から口緑が直線的に開く。口唇わずかに外反する。■  3     産土  杯   （む1／3  □緑と休部の境は蔵ヤかな稜をなす。外面：口緑横撫で。休部箆 削り。内面：撫で。  ほか   
193  H－56  土師器  ①均8 ⑦38．5  ①租粒 ②良好③にぷ  胴張りのない長胴形。頚部凝く外反して短く開く。外面：□頚部横  10     床直  碧  ③4．6  い橙  ④3／4  撫で。胴部縦位箆削り。内而：口結構撫で。類書β～胴部斜位箆撫で。  ほか   

194  H－56  土師器  （D20．0 （∋35．0   

195  H－56  土師器  ①23．6 ②33．0  ①机粒  
196  H－62  土師器  （pl乙8（丑4．0  

④－   ④完形   而箆削り。   75  

197  H－62  土師器  ①【123］⑦3．す■ ③－  ①細粒 ②良好 ③にぷ  口綾部：短く直立、内・外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外   58  

H－62  土師器  ①13β ②丸1  ①細粒 ②良好 ③にぷ  口緑・休部：外†軋 口縁端部内・外面横撫で、内面情文有、外而  60   
198  い橙 （め完形   箆削り。底部：平底気味、内面撫で、外面箆削り。   暗文  

④（乙4）  ⑦細粒 ②良好 ③灰白 ■  軸徒整形。台部：「ハ」の字状に開き、lスト外面撫で。長径びcm   
199  H－62  須恵器  ①  （重台部のみ   の楕円形状の切り取り痕右。   82  
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器樫の特徴・整形・調整技術   登録番号  備  考   
番号  出⊥遺構 層位  器種名  ①口径⑦署旨高 ③底径  ①胎土 ⑦焼成 ③色調 ④道存 度  

③一   200  1Ⅰ64  土師器  ①11，8 ②3．6   ①加l粒 ⑦良好 ③橙  口縁部：短く直立、l人い外面横撫で。底部：丸底、内向撫で、外  54     床画  t不   ④ほほ完形  而箆削り∩   
201  H－64  土師器 ■  ①［15．7］②4．1 十  ①細粒 ②良好 ③にぶ  rl緑部：人きく外傾、内・外両横撫で。底部＝浅い丸底、内面撫       蔵内  †十   い橙  ④1／3  で 

、外而箆削り。内面墨色昧を帯びる。   

須恵器  ①15．1 ②3．6  ①珊粒 ②良好 ⑨灰  抵穂整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で．  34  

外面回転箆削り後付け高台。   

で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

十   垣）3／5   休部党別りの後撫で。内両横撫で。   206  II－66  土師器  ①12．0 ②（曳2）   ①中粒 ②良好 ③橙  丸底の休部からl二1緑が内屈して立ち上がる。外面：l二l縁横撫で。  17     床直  杯       ほか   

③   207  H－66  土師器  ①13．0②（4．6）   ①細粒 ⑦良好 ③樟  やや浅い丸底の休部から口緑が直立して立ち上がる。口緑と休部  55     床直  均こ   卓）1／2  の境は弱い稜となる。外而＝口嶽横撫で。休部箆削り。内面：横撫で。   
①租粒 ⑦良好 ③橙  胴張りのない長胴形。空臣部緩やかに外反する。外面：口頸部横撫  45  

208．  H66  土師器  （∋21．0             床直  棄  ②（33J〕）③  （弧1／3   で。胴部縦位箆削り。内面：口頸部横撫で。胴部縦位・横位撫で。   

209  1Ⅰ66  土師器  ①［21J）］  ①小粒 ②良好 ③にぶ  胴部緩やかに内管し、胴上位が張る。口頭部は緩やかに外反する。 外面・口頭部横撫で胴部斜位箆削り後、横位櫛削り内面：口  ロ     床直  棄  ①（17 
．5）③一  い橙 （む1／4  ＝l・・・．  

頸部横撫で。胴部撫で。   
胴部内攣気味で頚部でわずかに外反する。外面：口頸部横撫で。  

土師器  （Dll＝8 （∋14．0  ①粕粒 ⑦やや良好  胴部斜位箆削り・内面：口緑～胴上部横撫で。胴部柾目による箆  51  
姓で。   

211  H68  土師器  （D12β〔安生3 十  ①細粒 ⑦良好 ③にぷ  丸底の休部から口緑が外反して直線的に開く。l＝l縁と休部は稜で  3     床直  杯   い橙  ④5／6  画される。外面：口縁構撫で。休部箆削り。内面：横撫で。   
212  H－7（）  土師器  ①［9，8］②屯0   ①中粒  ②良好 ③橙  丸底気味の休部から緩やかに内暫して口縁に至る。外面：口緑横  13          ④1／4  撫で 

③              床直  杯  。休部横位箆削り。内面：横撫で。   

平底から休部が濃やかに内攣し、lコ緑は外反して開く。内・外面：  20  
鳩醍整形撫で。底部：回転系切り。外周部撫で。   ほか   

①細粒 ②良好 還元  休部は直線的に開き、口緑はわずかに外反する。内・外面：醜櫨  2  
③にぷい黄橙 ④2′′3  整形撫で。底部：回転糸切り未調整。断面台形の高台を付す。  Iまか   
①細粒 ②良好 還元  わずかに内攣する休部から口稼が外圧気味に‾訂く。内・■夕F訂：蹄■  

櫨整形撫で底部■回転系切り後、断面台形の高台を付し周囲  14  
を拉で。   

216  ft－72  須恵器  ①14．4 ②Ll  （∋紺粒 ②良好 還元  緩やかに内賛する休部から口縁強く外反して開く。内・外面：掩  竃一括     竃  椀  ⑨65  ③にぷい黄橙 ④2／3  醒整形撫で 。底部：回転系切り未調整。断面台形の高台を雑に付す。   

217  rI－72  須恵器  ①［13．6］①Ll  庄）細粒 ②良好 還元  内攣気味の休部から口稼が外反して閑〈。内・外面：概観整形撫  竃一括     竃  椀  ③軋5  ③灰白 ④1／3  で 。底部：回転糸切り後、l析面台形の低い高台を付し、周辺部撫で。   

十   （黎明褐 ④1／2   口緑横撫で。休部箆削り。内面：口緑横撫で。休部撫で。   218  tI－73  土師器  ①［13J）］②aO   ①租粒 ②やや良好  平底気味の浅い休部から緩やかに湾曲して口緑は直立する。外面：  7     棋士  杯        ほか   
ⅠⅠ－73  土師器  ①［16♪］②（4．7）  

③   （重2／5   外面：口縁横撫で。休部箆削り。内面：撫で。   

小型台付  ①  ②（9．0）  ①租粒 ②良好 ③にぷ  内暫する球胴形。台郡は外反して開く。外而：胴部横位・斜位箆  5  
禁 ．  ③1（10幅［142】  い赤褐 ④1／5   削り。台部梯撫で。内面：撫で。   

221  Ⅰ，Ⅰ－74  土師器  ①11．9 ②丸4  
③－   

襟土  杯  ③   222  Ⅰ－Ⅰ－74  土師器  ①1」8 ②′迅  （D紺粒（か良好 ③橙  lr緑部：僅か「外傾、内・外面桝砕で。有稗＿責に弱い凝有。底部：  40           （弧完形  丸底、内而撫で、外面箆削り。   
223  H－74  土師器  庄）12．3 ②4．1  ①細粒 ①良好 ③橙  口緑郡：僅かに外傾、内・外両横撫で。交換点に稜有。底部：浅   
床直  J不  ③－   い丸底、内而撫で、外面箆削り。   

222  内面煤付着  
（釘完形  

224  H－74  土師器  ①ほ2 垣）4．3  ①綱粒 ②良好 ③橙  口緑眺：僅かに外傾、内・外而横撫で。交換眉1二稜有。底部二浅  300     床直  杯  ③一  ④ほほ完形  い丸底、内面撫で、外面箆削り。  ほか   
225  H－74  土師器  （Dll．8 ②43  Q柵粒 ⑦良好 ③橙  口綾部：僅かに外傾、内・外両横撫で。交換点に稜有。底部：九  416     床直  杯  ③－  ④ほぼ完形  底、内面撫で、外面箆削り。  ほか   

226  H74  」二師器  ①〔11．4］②4．5  ①細粒 ②良好 ③橙  口縁部：直立から口縁端部僅かに外傾、内・外面横軸で。交換点  27∠L     徴土  杯  ③－  庄）1／2  に稜有。底部二丸底、内面撫で、外而箆削り。   
227  H74  土師器  （∋11」∋ ②4．5  ①細粒 ②良好 ③橙  口緑部：位かに外傾、内‘タト両横撫で。交換ノ糾二樟有。底部：丸  144     裡土  杯  ③  （弧3／4  底、内面撫で、外而飽削り。   

228  H74  土師器  ¢）11β ②3J∃  ①細粒 ②良好 ③程  口縁部：僅かに外傾、内・外面横撫で。交換点に弱い稜有。底部：  158     覆土  杯  ③  ④3／5  浅い丸底、内面撫で、外而塵削り。  ほか   
229  H－74  土師器  ①t12，3］②4A  ①細粒 ②良好 ③にぶ  lコ縁部二僅かに外傾、内・外面横撫で、外而に調整による段机   交換点に弱い稜有。底部：浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。   

225  
い亦褐 ④1／2  

230  H－74  土師器  ①13．4 ②4．5  ①珊粒 ②良好 ③にぷ  ロ綾部：僅かに外傾、内・外面横撫で、外面に調整による段有。  417     床匿  杯  ③－  い亜橙（む2／3  交換点に稜有。底部：浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。   
H74  土師器  ①［17．4］②7．6  ①細粒 ⑦良好 ④にぷ  口縁部：僅かに内傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：探  389  

231                   ． 床直  杯  十1   い赤褐 ④1／2   い丸底、内面撫で、外面箆削り。   ほか   

232  H74  土師器  ①【10．9］②（7．6）  ①細粒 ⑦良好 ③明赤  口緑部：長く内情、内・外面横撫で、外面に調整による段2つ有。  164     覆土  杯  ③  褐 ④1／3  ．交換点に稜有。底部：深い丸底、内面撫で、外面箆削り。  ほか   
①細粒 ⑦良好 ③晋灰  糠粗整形。□緑部：短く直立、内・外面撫で。底部二丸底気味、  田  
（弧ほほ完形   内面撫で、外面回転箆削り。   ほか   

（五和粒 ②良好 ③灰  軽粗整形。口緑＝休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫でヽ  259  
蓬）1／2   外面手持ち箆削り。   ほか   

235  Ⅰ－Ⅰ－74  土師器  ：①19．4   （手細粒 ②良好 ③にぶ  lコ緑部：大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：僅かに膨らみ、内  350  
覆土  嚢  ②（31．5）（歪一  い橙  ①1／2   面撫で、外而上位縦箆削り・下位斜め箆削り。   ほか   

236  Il－74  土師器  ①2乙2   ①紳粒 ②良好 ③にぷ  lコ縁部：大きく外傾、内・外両横撫で。胴部：僅かに膨らみ、内   
面撫で、外而箆削り。   

98  
覆土  禁  ②（20．0）（ヨー  い橙 （弧1／3  

237  H－79  土師器  ①［13．6］②乙6  ①租粒 ②良好 ③橙  平底気味の浅い休部から緩やかに立ち上がり、口緑は短く内攣す  29     床直  杯  十＋  ④2／5  る。外面：□縁横撫で。休部箆削り。内面：撫で。   
238  H－79  土師器  ①［1乙8］②（3β）  ①巾粒 ②良好 ③橙  平底気味の浅い休部から口稼が外反気味に直立する。外面：□緑  33     裡二l二  士不  十  住）1／5  横撫で。休部箆削り。内面：口緑横撫で。休部撫で。  ほか   

34   



番号  出土遺構 層位  器種名  ■（D口径②器高 底  （∋胎土（∋焼成  
③径  ＿③色調 ④退存度   器種の特徴・整形・調整技術   登録番号   備  考   

239  H－81  土師器  ①［1乱8］  ①料粒 ②良好  ③にぶ  わずかに胴上部が膨らむ長胴形。頸部緩やかに外反する。外面： 一立’ 立＝⊥・′  ロ  
横位の飽撫で。   

240  T－2  土師器  ①10．5 ②3．8  ①租粒（Dやや良好  緩やかに湾曲する浅めの休部からロ縁が内屈して立ち上がる。口縁  5     床直  ］不  ③－  （さ赤褐 ④1／2  と休部は量で画される。外面：口縁横撫で。休部箆削り。内面：撫で。  ほか   

241  T2  土師器  ①一  世）（4」7）  （D中粒（む良好 ③にぶ  脚部緩やかに外反して開く。外面：脚部縦位箆磨き。内面：脚部   21  

内督する胴部から口嫁が緩やかに外反して開く。頚部でわずかな   

242  T－2  土師器  ①［170］②（＆5）  （∋細粒 ②良好 ③橙    13     穫土  」、型鉢  ③一  ④1／6  稜をなす。外面：口縁横撫で。胴上部縦位箆削り。胴下部横位箆 削り 
。内面：横撫で。   

243  T－2  土師器  ① ②（17．5）  （D細粒 ②良好 ①浅井  球胴形。外面二縦位箆削り。内面：胴中部横位箆撫で。胴下部撫  35     床直  棄  ③9．3幅［25β］  橙  ④胴下半のみ  で。＿底部箆削り。   
244  W4 覆土   転用硯  ①短径（11．3） ②厚さ1 

．2   ④   転用硯   

Ⅰ6  土師器  ①［11」引 ②（ユ1）  ①細粒 ⑦良好 ③橙  ロ縁・休部：外傾、ロ縁端部内・外面横撫で。底部二平底、内面  
245                    最下層  杯  ③［7．8］   呼1／3   撫で、外面箆削り。   

Ⅰ－6  盟＝＝■■  ①［13．7］⑦3．8  ①細粒 ②良好（卦灰  娃租整形。口緑・体部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、  
246                  最下層  杯  ③［乳5］   ④1／2   外面回転糸切り。   

青 磁  ■①－ ③ 十   

248  Ⅹ144 Yl12  青 磁  （D－（ラ ③  （D微粒②良好③オリ ーブ灰④  

Tab．6 鉄器・鉄製品観察表  

5  H－34／床直  刀子   130  柄部   

6  H－36／床直  刀子   （）   （1．0）   （0．2）   12．8   不明   261  柄部   

7  H－36／複土  刀子   （1＆4）   （1．3）   （仇3）   54．0   ほほ完形  285・291  

8  H－42／覆土  刀子   （4．5）   （0．5）   
‾ 

＿ 十忙十   4．9   ネ明   7   柄部   

9  H52／複土  刀子   （5．1）   （1．0）   （0ヱ）   亭．1   不明   

10  H－52／覆土   釘   （4．6）   （0．4）   （0』）   42   不明   327  

H－55／覆土  鉄か   （7．6）   （2；2）   （0β）   1包0   不明   97  

12  H－55／覆土   鍍   （7．5）   （2．5）   （q．3）   10．6   不明   102  

13  DB1／葎土  釘   ＆2   0・4  0．4   ほほ完形  

14  DB－1／覆土   釘   7．7   0．5   0．5   11．6   はぼ完形  木質付着   

Tab．7 石製品観察表  

番号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重さ   石材  遺存度  登録番号   

ロ  H124／覆土  砥石   （7．3）   （4．1）   

2  H－32／床直  砥石   （5．6）   （4．2）   32  4両便用   

3  H－36／床直  砥石   （10．2）   （5．9）   （2．4）   212   凝灰岩  不明   221  4面使用・穿孔有   

4  H50／覆土  砥石   5．2   3．7   1．7   51   凝灰岩  完形  6面使用・穿孔有   

5  H－74／覆土  窪み石   10．9   7．9   5．2   400  安山岩  完形   307  4面に窪み有   

3.C, 



Tab．8瓦観察表  

番号  出土遺構   種類   ①長さ  ①胎土（参焼成  器種の特徴・整形・調整技術   登録者号  備 考   
層位  G）厚さ  ③色調 ④遺存度  

H－8   140．1   （∋細粒、黒色粒子含む  玉緑式。凸面：なで。凹面：糸切り痕、布目有。側  5ほか  

竃内  丸                21．6   （9良好 ③黄灰色 ④4／5  面：面取り3回、凸面は狭い。   

（26．5）  ①細粒、黒色粒子含む  玉緑式。凸面：なで。凹面：糸切り痕、布目有。側  「〉 ム  

②良好 ③黄灰色 ④破片  面：面取り3回。   

直径14Acm。中房は消失し、鳥足状の蓮弁がめぐり、  
H28  130．4  ①細粒、黒色粒子含む  上野国分寺  

軒丸   21．9  
弁間に珠文が1つずつ付く。境界はなく、幅1cm前  

3   床直  （D良好③灰色④4／5    後の無文周縁。   のMOO2   

136．5   ①細粒、黒色粒子含む  一枚作り。凹面：布目有。凸面：縄叩き。側面：面  55ほか  

乎  ②良好 ③灰白色 ④1／3  取り2回、凹面は狭い。   

134β   （D細粒、黒色粒子含む  行基式。凸面：縄叩き後、撫で消し。凹面：糸切り  53ほか  

丸  ②良好 ③灰白色 ④1／3  痕、布目有。側面：面取り3回、凸面は狭い。   

1（24．0）  ①細粒、石英含む ②良好  凸面：撫で。箆書き文字「大」。凹面：糸切り痕、  

丸  
箆書き文字  

③黒色 ④破片   布目有。側面：面取り2回、凹面は広い。   

（19．5）  ①細粒、石英含む ②良好  一枚作り。凹面：糸切り痕、布目有。凸面二撫で。側面王  54  

③黄灰色 ④破片   面取り2回。   

1（16．8）  G）細粒、石英含む ②良好  桶巻き作り。凹面：模骨痕有、布目を部分的に撫で   

平  
10  

（釘黒褐色 ④破片   消し。凸面：縄叩き後、撫で消し。側面：面取り2回。   

H39   
9  

床直  丸  ○（21．0）  ①細粒、石英含む ②良好  凸面：縄叩き後、撫で消し。凹面二布目有。側面：  38        21．7  ③黄灰色 ④破片  面取り3回、凸面は狭い。   
H39  1  ①細粒、石英多く含む  

1U  凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字。   9  箆書き文字   
覆土  2乙6  ②良好③灰色④破片  

玉縁式。凸面二縄叩き後、撫で消し。凹面：糸切り痕、  
1－6  T（36．8）  

九   21．9   
布目有。僅かに模骨痕が認められるか。側面：面取  

覆土  ③黄灰色④4／5  
り3回、凸面は狭い。  

Ⅰ6   139．2   （D細粒、黒色粒子含む  行基式。凸面：撫で。凹面：糸切り痕、布目有。側  
12  
覆土  丸                2．3   ⑦良好③暗灰黄色 ④4／5  面：面取り2回、凹面は狭い。   

桶巻き作り。凹面：模骨痕・糸切り痕有、布目を部  
Ⅰ－6  138．7  （∋細粒、黒色粒子含む  

13  平   ・21．7  
分的に撫で消し。凸面：縄叩き後、撫で消し。側面：  

覆土  ②良好③灰黄色④完形    面取り2回。  

1（20，6）  （D細粒、黒色粒子含む  一枚作りか。凹面：糸切り痕、布目有。凸面：撫で  
14   

平  ②良好 ③黄灰色 ④破片  後、正格子（7×4cm）の叩き。側面：面取り2回。   

一枚作りか。凹面：布目を全面的に撫で消し。凸面：  
Ⅰ－6  1（18．2）  

15  平   21．9   
撫で後、斜格子（¢．4×4，6cm）の叩き。側面：面取  

覆土  ②良好③灰色④破片    り2回。  

Ⅰ－6   ・1（20．5）  庄）細粒、黒色粒子含む  一枚作りか。凹面：布目有。凸面：全体に大きな斜  
16  
覆土  平                21．5   ⑦良好 ③灰白色 ④破片  格子。側面：面取り2回、凹面は狭い。   

139．5   （∋細粒、黒色粒子含む  一枚作り。凹面：糸切り痕、布目有。凸面：縄叩き  
17  Ⅰ－6  平             複土  21β   ②良好 ③灰白色 ④4／5  後、撫で消し。側面：面取り2回。   

一枚作り。凹面：糸切り痕、布目有。箆書き文字「キ」  
①細粒、黒色粒子含む  

か。凸面：縄叩き後、撫で消し。側面：面取り2回、  箆書き文字   
②良好③灰白色④破片    凹面は狭い。  

一枚作り。凹面：糸切り痕、布目有。凸面：縄叩き  
①細粒、黒色粒子含む（多良  

後、撫で消し。箆書き文字。側面二面取り2回。凹  箆書き文字   
好③灰色④破片  

面は広い。  

一枚作り。凹面：布目を全体的に撫で消し。凸面：  
①細粒、黒色粒子含む②良    撫で後、斜格子（5×4．5cm）の叩き。側面：面取り2回．t  
好（勤灰色（む破片  

凹面は狭い。  

①細粒、石英含む ②良好  一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字  
箆書き文字  

（∋灰色 ④4／5   「大千」。側面：面取り2回。   

Ⅰ－6  平   1（28．0）  ①中粒、黒色粒子含む  一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字  
22  箆書き文字  
覆土  23．6   ⑦良好 ③黄灰色 ④破片  「十一」か。側面：面取り1回。   
Ⅰ－6   1（25．8）  （五和粒、黒色粒子含む  一枚作り。凹面：糸切り痕、布目有。凸面：撫で。  

23  
平  

押印文字  
覆土  ②良好 ③灰色 ④破片  押印文字「山田」。側面：面取り3回か。   

Ⅰ－6   1（21．7）  （D細粒、石英多く含む  一枚作り。凹面＝布目有。箆書き文字「真■」。凸面：  
24  

平  
箆書き文字  

②良好 ③灰色 ④破片  撫で。側面：面取り3回、凸面は広い。   

Ⅰ－6  1－  ①細粒、石英含む②良好  
25   覆土  

箆書き文字   
122．0  （∋灰色（む破片   

注）① 層位は、「床直」エ床面より10cm以内の層位から検出、「覆土」床面より10cmを超える層位から出土の2段階に分けた。   
② 最大長・最大幅り最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。  

36   



Ⅵ まとめ  

1 集落の変遷について   

本遺跡は、国分尼寺から南東へ300m、推定国府域から北西へ300mという国分尼寺と推定国府城のちょうど中  

間点に位置する。当然、周辺遺跡（過年度調査遺跡）との関わりを含めて集落をみていかなければならないが、  

今後も継続される調査データの蓄積が考慮されるため、ここでは本遺跡のまとめのみとする。   

検出された遺構は、竪穴住居跡78軒、竪穴状遺構2軒、溝跡15条、井戸跡6基、土坑13基、土坑墓1基である。  

調査地全体からみた竪穴住居跡及び竪穴状遺構の100汀fあたりの軒数は5．8軒と密度は非常に高くなる。しかし、  

全ての遺構が同時期に存在していたわけではなく、時期別に集落をみていく必要がある。   

そこで、ここでは、3つの視点（遺構数・主軸方向・拡がり）から集落をみていきたい。  

（1）時期別の遺構数（Tab．9）  

9世紀  

29      H6 【】1l   
－33      H－4   
－79      H5  

H－73  H－62   

H－31  

Hr38  

5 5 7  4  

17  

10 世 紀   時期不明  

申．琴  ＿＿耳草＿   後棄   
H－26≡  ；H－L  H－9 H－27 H－55  

H28：  H：附   H10 H－35 H58  

H－47；   H－11 H－37 H－60  

H－50：   H－20 H－40 H－61  

H－65≡   H－21 H－43 H－63  

T－1  H－22H149H－80  

H－25H－53  

2  

万有  
8   20   

時期不明の住居が20軒あるが（さらに、1つの住居がどのくらい継続したかを考慮しなければ）、100Ⅰポあたり、  

ここでは6世紀には0．4軒、7世紀には0．9軒、8世紀には1．3軒、9世紀には1．2軒、10世紀には0．6軒住居があり、  

律令期の8・9世紀に濃い密度で「国府のマチ」が形成されていたことが分かる。  

（2）時期別の主軸方向  

竪穴住居の主軸方向を時期毎にまとめる。なお、主軸方向のあまりはっきりしないH－71とH－38は除いた。  

W－  －E   



サンプル数が少なく、また、1世紀ごと  

のまとめであるが、おおよその傾向は掴め、  

7・9・10世紀の住居は、主軸方向に統一  

性があることが分かる。  

6世紀  

（3）時期別の拡がり   

6世紀は竪穴住居4軒と竪穴状遺構1軒  

が検出された。調査地の東側で検出されて  

おり、北に隣接する「元総社小見内Ⅲ遺跡」  

でも、6世紀の住居は本遺跡から北東に拡  

がる傾向にある。   

7世紀は竪穴住居12軒が検出された。こ  

れも、調査地の東側に多いことが分かる。   

8世紀は18軒の竪穴住居が検出され、調査  

地にまんべんなく拡がる。   

9世紀も8世紀と同様な傾向で17軒の竪  

穴住居が調査地にまんべんなく拡がる。  

10世紀は7軒の竪穴住居と1軒の竪穴状  

遺構が検出された。数は少なく密度は濃く  

ないが、これも調査地にまんべんなく拡が   

っている。   

時期別の拡がりについても、時期不明な  

住居が20軒もあり当時の様子を正確には表  

しきれないが、6・7世紀は北を流れる牛  

池川を中心に、川からあまり離れないとこ  

ろに集落が拡がっていて、8世紀以降は集  

落の範囲が本調査地一帯に拡がっていった  

と考えられる。   

7世紀  

8世紀   

u  

匹     jl  此      」1l  本遺跡では、6世紀から集落が形成され  

はじめ、8・9世紀に最盛期を迎える。さ  

らに、9世紀からは住居の主軸方向につい  

て規制が働いていたと推測される。しかし、  

これらは狭い範囲での傾向であり、正確な  

時期別の集落の拡がりについては、調査成  

果の蓄積を待って、今後整理していく必要  

がある。また、住居の規模やそこに住む人  

たちの性格（使用土器）などについても、  

適宜比較検討を進めていきたい。  

Fig．6 時期別の拡がり  
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2 井戸から出土の瓦について  

Ⅰ－6号井戸跡は、9世紀中葉の住居を切って構築され、最深部から9世紀代と比定される土師杯や須恵杯、  

須恵碧などの土器を出土している。このことから、この井戸は9世紀中頃に作られ10世紀には廃絶されたと考え  

られる。律令期の最後のわずかな期間しか使用されていないのである。   

そして、この井戸からは多量の瓦が出土した。井戸の廃棄と同時にこれらの瓦も廃棄されたと考えられるが、  

これら多量の瓦はどこからこの集落に持ち込まれたのであろうか。技法による分類から探ってみたい。なお、分  

類は栗原和彦（前橋市文化財保護課調査指導員）の指導に依る。   

Tab．10 井戸出土瓦分類表  

叩き目   画了両前服り  頑寵元   

凸 面  凹 面            丸 瓦  ＿宣墜重＿    ＿」型t型＿旦＿＿  撫で消し  ■‾有‾百‾‾‾‾‾‾‾ラ面‾‾  2 T   
小 計  

撫で  

12回l．a・・3J  
布目 不明・」   幽  吉井・藤岡  

＿＿＿＿           正格子   広く撫で消し■苛‾百  

＿型盈子   Jjごく】．軽で梢L 布目  2 2 

＿斜蜂子．   丘ぐ葡モ滴‾t「雇て‾面〒亨百‾「．旦回  
2回fa▼＝1J   3   14               2回    16  

15  
」無で 布目  3垣！  

撫で 2回  整』堅÷ト妄b‥－2）  2  

／  ト ■i盲■l   30  
‾■■頂唾吐皇＿■■  〔a■■■1）  
縄ロりき  1謂亘 2  ‖  

2  

∃語a■■’1）  工具． 室  

縄叩きl櫛状工具 ．＿＿．應で   l‾豆画  

＿＿＿＿ 2  

縄叩き 盲目  ■ 2回†、C・‥1〕  
埋理 

q  
＿＿＿＿＿ 聴で  2回  

正墜王＿．撫で  
2恒‖ヱl…1・C・・・1I  3  20  笠  懸  

重＝ 適状工旦＿＿．j回（－＝・・l．）  
3回（a・・・3・b＝・21  6  24  

2回（a・・・1．・C‥■51     12  21  吉井‾丁‾藤両‾  
1担」  吉井・藤岡  

2  

3  

2川  23  懸  

田  平 瓦  工且 てa．‖1丁 
ノト 計  

不 明  
ゝ 
．．＿  一諾・－  

※側面面取りの（a・b・C）は面取り幅の特徴で、（a…）は凹面の幅広の数、（b・”）は凸面の幅狭の数、（c・・・）は  

凹面の幅狭の数を表す。  

丸瓦は、玉緑式2点と行基式12点がある。凸面で縄叩きが確認できたものは2点あったが2点を含めすべて撫  

で消し調整を行い、凹面には布目が残り、側面の面取り回数に1～3回の違いがある。技法の統一性は認められ  

ないが、胎土の特徴から「吉井・藤岡窯」と考えられる玉緑式瓦が2点確認できた。   

平瓦は、模骨痕が確認でき桶巻き作りと考えられるものが30点、側面の角度や瓦の丸みから一枚作りと考えら  

れるものが56点ある。桶巻き作りの瓦は凸面の叩きが縄叩き21点、正格子3点、斜格子3点あるが、撫でのみの  

調整と広く撫で消すものがあり、凹面は1点を除き布目が残る。側面の面取りは丸瓦より多様化し、回数だけで  

なく面取りの幅にも広いものや狭いものがある。一枚作りの瓦も桶巻き作りと同様に技法が多岐に渡り、工具に  
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櫛状工具も認められる。平瓦では、工具の特徴や胎土の特徴から「笠懸窯」と考えられるものが4点、「吉井・  

藤岡窯」と考えられるものが17点確認できた。   

上記井戸出土瓦の技法や形状、産地から判断されることは、これらが国分二寺に使用されたであろうことを物  

語るものと思う。このうち国分尼寺は、北西へ300mのところに位置しており、ここから持ち込まれた可能性が  

最も高いと思う。このころの諸寺が荒廃している様子が記述されたものに「上野国交替実録帳」がある。すなわち、  

この記録の『国分二寺請定額寺偶像経論資材雑具堂塔雑舎井府院諸郡官舎［』の頃には、国分尼寺についての直  

接の記述はないが、国分寺及び諸定額寺の荒廃状況は国分尼寺にも通じるものである。荒廃した寺から、竪穴住  

居建設資材として多量の瓦が採取され利用された状況が想像される。これが、何かの理由から不用となり、廃棄  

された結果の1つが井戸出土瓦であろう。   

当時、国府や国分二寺周辺には多くの人々が居住し、「マテ」が出来ていた中での1現象をどのように理解す  

べきか、今後への課題と言えようか。  

〈引用参考文献〉  
群馬県埋蔵文化財調査事業団編『中尾』㈲群馬県埋蔵文化財調査事業団1984年  

群馬県塩蔵文化財調査事業団編『上野国分僧寺・尼寺中間地域1～8』（醐群馬県埋蔵文化財調査事業団1986年～  

群馬県史編さん委員会栴 坂口 一『群馬県史研究24』「奈良・平安時代の土器の編年」1986年  

群馬県埋蔵文化財調査事業団編『上野国分寺』㈲群馬県埋蔵文化財調査事業団1988年  

群馬県埋蔵文化財調査事業団編『鳥羽遺跡 L・M・N・0区』伽群馬県埋蔵文化財調査事業団1990年  

東京都埋蔵文化財センター『資料目録6』（脚東京都教育文化財国東京都埋蔵文化財センター1991年  

山武考古学研究所編『総社閑泉明神北遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団1999年  

真塩明男・飯田祐二編『上野国分尼寺寺域確認調査』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2000年  

鈴木雅浩・高橋一彦編『元結社宅地遺跡・上野国分尼寺寺域確認調査Ⅱ』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2000年  

山武考古学研究所編 元結社蒼海遺跡群『元結社小見遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2000年  

山武考古学研究所編 元総社蒼海遺跡群『元結社小見内Ⅲ遺跡』前橋市塩蔵文化財発掘調査団 2001年  

斉木一敏・近藤雅順編 元総社蒼海遺跡群『総社甲稲荷塚大道西遺跡・総社閑泉明神北Ⅱ遺跡・総社甲稲荷塚大道西Ⅱ遺跡』前橋市埋蔵文化財  

発掘調査団 2001年   

編  

元総社蒼海遺跡群『総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡・総社閑泉明神北Ⅲ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002年  

元総社蒼海遺跡群『元総社小見Ⅱ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002年  

元総社蒼海遺跡群『元総社小見Ⅲ遺跡・元総社革作Ⅴ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002年   

編  

編  

斉木一敏・高坂麻子  

高橋一彦・近藤薫編  

山武考古学研究所編  

山武考古学研究所編  

高橋一彦・高坂麻子  

高橋一彦・高坂麻子  

近藤雅順・稲垣慎太郎編 元総社蒼海遺跡群『元結社ノト見内Ⅶ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003年  

近藤雅順・稲垣慎太郎編 元総社蒼海遺跡群『元総社小見内Ⅷ遺跡・総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003年  

岩崎琢郎・高坂麻子編 元総社蒼海遺跡群『元総社小見内Ⅸ遺跡・総社閑泉明神北Ⅴ遺別 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2005年  

山武考古学研究所緬 元総社蒼海遺跡群『元総社小見内Ⅹ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2005年  

スナガ環境測設株式会社編『元結社蒼海遺跡群（3）』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2005年  

高橋亨・高坂麻子編『元総社蒼海遺跡群（5）』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2006年  

大崎和久・遠藤たか美編『元総社蒼海遺跡群（6）』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2006年  

40   





B′  

H1号住居 竃セクション  
1黒褐  細 △△竃灰白色粘土しみ状～小ブロック状に混在。  

竃粘土粒3％、焼土粒1％含む。   
2 異褐  微 ○△竃粘土が少量しみ状混在。3～5mm大の竃  

粘土粒10％、炭化物2％含む。   
3 暗褐   徴 △△灰白色粘土に少量の黒褐～暗褐色土が混在。  

炭化物2％含む。天井崩落粘土。   
4 灰黄褐  細 △○灰白色粘土の10～20mm大小ブロック主体。  

粘土焼土ブロック混在。天井崩落粘土。   
5 黒褐   微 × × 暗褐色土と灰状堆積物の混在土にわずかに  

灰色粘土がしみ状混在。10m大竃粘土小ブ  
ロック15％混在。炭化物10％含む。   

6 黒    徴 × ×灰状堆積物主体。わずかに軟質焼土がしみ  

状混在。   
7 暗褐   徴 ×△軟質焼土と灰状堆積物のしみ状混在。   

8 灰黄褐  徴 × △灰褐色粘土中に暗褐色土が少量しみ状混在。   

9 灰ホ褐  微 △△灰白色～灰褐色粘土が30％斑状混在。  

H－1号住居 ベルトセクション  
1黒褐～暗褐 細 △△暗褐色砂質土主体。AsC粒20％、橙色粒3％、炭化物1％  

含む。   
2 黒褐    細 △△灰白色竃粘土が10～20％粒状～小ブロック状に混在。  

As－C25％、Hr－FP5％含む。   
3 黒褐～暗褐 紳 ○△灰褐色竃粘土が30％粒状～小ブロック状に混在。As－C粒20  

％、橙色粒10％含む。   

4 黒褐  徴 × △褐色土が少量しみ状混在。竃粘土が5％しみ状～小ブロッ  
ク状に混在。橙色粒5％、炭化物3％含む。  

褐
褐
褐
 
 

黒
暗
黒
 
 
 

5
 
6
 
7
 
 

微
徴
微
 
 

× △暗褐色土と竃粘土がわずかにしみ状混在。AsC粒2％含む。  
△○竃粘土小ブロック2％含む。  
× △褐色土が少量しみ状混在。As－C粒3％、黄色土′トブロック  
5％、炭化物1％含む。  

8 里褐  

」
 
 

H－4号住居 竃セクション  
1黒褐   微 △△竃粒土が20％しみ状混在。As－C7％含む。   
2 黒褐   微 △△竃粘土35％しみ状混在。焼土粒7％含む。   
3 器褐   微 △△竃粘土が15％しみ状混在。軟質焼土10％しみ状  

混在。10mm大焼土ノ」、ブロック5％含む。   
4 真珠褐   徴 △○焼土が40％しみ状混在。天井部焼土崩落土。   
5 黒褐   徴 × △灰状堆積捌こ少量の暗褐色土がしみ状混在。   

6 暗褐   微 △◎竃粘土主体。天井崩落粘土。   
7 黒褐  微 △△焼土粒5％、白色粘土ブロック10％、炭化物粒  

少量含む。   

H－4号住居 ベルトセクション  
1黒褐   徴 005～10m爪大の地山黄褐色砂質土小ブロック3％．  

橙色粒子5％、As－C粒％10％含む。   
2 黒褐  徴 ◎◎灰褐色粘土がしみ状～団粒状に20％混在。  

AsC粒3％含む。   
3 黒褐   微 ◎◎黒褐～暗褐色粘貿土中に灰褐色粘土が30％小ブ  

ロック～しみ状に混在。   

4 主翼褐   徴 ○◎ 3層粘質土中に、竃灰白色粘土が15％しみ状混  
在、As－C粒5％含む。   

B■  

30  m  

Fig．8 H－1・4号住居  
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H3号住居 ベルトセクション  
1暗褐   租 △△暗褐色土が少量しみ状混在。AsC15％含む。   

員－ 2捕 机△△讐諾；ぷ詣蒜笠監禁：As‾C粒3％  A L＝121．9m  

3 襲褐～惜褐 用 △△竃灰褐色粘土が少量しみ状混在。焼土粒2％．  
As－C粒5％含む。  

細 △△ヤや砂乱表土と1屈土が混在。AsC粒7％  
含む。  

細 △△わずかに灰褐色粘安土がしみ状～団粒状に混  
在。八s－C粒15％含む。1層より緻密。  

徴 △△灰褐』粘質土が少量しみ状に混在。AsC粒3  
％、焼土粒1％含む。  

微 △∩暗褐何十が少苛しみ寸榊昆在。ヤヤ砂質でやや  
微密。焼土粒1％含む。  

微 △○少量の竃枯土が小ブロック状に混在。As－C拉  
2％、焼土粒・ノ」、ブロック2％含む。  

徴 00褐色粘質上が少量しみ状混在。  
徴 △△寵灰褐色粘二卜が小ブロック～しみ岨二混在。  

焼土粒2％含む。電流山粘土。  
徴 ○△灰白色竃粘土小ブロックが5％混在。  
徴 △○褐色粘質土が少量しみ状～虻粒状に混在。焼  

土粒2％含む。  

4 黒褐   

5 黒褐   

6 黒褐～暗褐   

7 且旦褐   

8 黒褐   

9 黒褐  
10 暗褐   

Ilリーポ  

121培褐  

H－2弓住居 竃セクション  
1黒褐  細 ○〉く 白色軽百（¢1～2mm）10％、焼上世（¢1～3川）  

3％、白色粘土粒（¢1～3mm）少昇含む。   
2 異相  価 ◎ノ△山色哩石（¢1（・2川）、焼土ブロック（¢1～  

3爪m）10％、凝灰質砂岩ノ」、ブロック、炭化物  
粒少量含む。   

3 暗褐  徴 ◎△5～10mm大の焼土ブロック、灰状堆積物、炭  
化物を5％、粘土粒10％含む。   

4 黒褐  徴 × × 少量の焼土粒・典色ブロック・白色粘土ブロ  

ック含む。   
4′ 灰非褐 徴 × △灰層。焼土ブロック（¢1～2mm）2％、炭化  

物1％、白色粘土粒（¢1～2日lm）3％含む。   
5 暗褐  徴 △△白色軽石粒3％、焼⊥粒1％含む。層下位に  

灰がこ唯積。   
6 黒褐  細 ○× 白邑軽石（¢1～2日lm）10％、炭化物粒1％含  

む。   
7 褐色  細 ○ × 山色哩石（¢1～21肌）2％、焼土粒（小1～2  

mm）5％、白色粘土ブロック1％含む。   
8 暗褐  徴 ○△焼土ブロック（¢1～3mm）5％、屑下位に少茸  

の灰が堆積。炭化拉と白色粒1％含む。   
9 具㌔褐  徴 ○× 白色軽石粒（¢1～2…）3％、黄色拉2％、  

焼土粒、白色粘土粒1％含む。屑上面に炭化  
物粒少量含む。  

納  

H2号住居ベルトセクション  
1梁褐  細 00AsIC粒30％、橙色粒3％含む。   
2 黒褐  細 △△やヤ砂賀。AsC粒25％、焼⊥粒2％、橙色粒2％  

含む。  
竃粘土の生肘ナ焼土が20％しみ状混在。10～15川  
大の焼土′トブロックを5％含む。AsC粒15％含む。  
暗褐色土が少量しみ状混在。  
少量の暗褐色土がしみ状混在。As－C粒15％、焼土  
粒2％含む。  

3 黒褐   細 △△   

4 畏褐   徴 △△  
5 三嘆褐   徴 ○△  

徴 △△ 4屈土l・に少量の褐色土がしみ状況在。  
徴 △△暗褐色砂敗卜に少亜の6屑⊥がしみ状混在。  
細 △△灰褐色竃粘土と暗褐色土のしみ扶硯在。  
柵 △△やや砂質。少量の褐色十がしみ状混在。竃灰褐色  

粘土粒・小ブロック5％混在。As－C粒15％含む。  
徴 △△ 4層とほほl司じ。  
徴 △△As－C粒15％含む。  
徴 △△やや砂質。AsC粒10％含む。  
糾 △△渠邑土に黒褐色⊥がしみ状～ノ」、ブロック～団粒状  

に20％混在。As－C粒7％含む。  

6 幡褐  
7 晒褐  
8 黒禍  
9 暗褐  

」主0襲褐   
11冥褐   
12 黒褐   

13 晴褐  

琶．‖＝∴60   
Fig．9 H－2・3号住居  
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H5号住居 竃セクション  
1黒褐  細 ○△竃灰白色粘土が5％しみ状混在。As－C粒20％、竃粘土粒5％  

含む。   
2 灰甚褐 徴 00竃灰自～灰褐色粘二Lに黒褐色土が40％しみ状混在。焼土10％  

しみ状～粒状混在。天井崩落土。   
3 惜褐  徴 00竃粘土焼土と暗褐色土のしみ状混在。焼土粒～小ブロック15  

％混在。天井崩落土。   
4 ≠製～黒褐 柵 △○竃粘土が10％しみ状～小ブロック状に混在。AsC粒5％含む。   
5 黒褐  微 △△竃粘土が25％しみ状混在。少量の焼土がしみ状～小ブロック  

状に混在。   
G 黒褐  徴 △◎やゃ緻密。灰褐色粘土が少量しみ状～小ブロック状棍在。       △△ 
丁 渠褐   徴 暗褐色粘質土と灰状椎積物の混在土。   
H 黒褐  徴 ○◎灰褐色粘安土が小ブロック状に15％混在。掘り方埋土。   
り 黒～黒褐 紺 △△少量の竃灰褐色粘土がしみ状～小ブロック状に混在。焼土粒  

わずかに含む。  

H－5号住居・ベルトセクション  

1嬰褐  徴 ○△ごくわずか灰褐色粘土が小ブロック～団粒状に混在。As－C粒、  
HrFP′」、粒25％含む。焼土粒3％含む。   

2 黒褐  微 00灰褐色粘土が15％小ブロック～しみ状混在。AsC粒、Hr＿FP  
小粒20％含む。焼土粒2％含む。   

3 黒褐   微 00竃灰褐色粘土が15％粒状～小ブロック状に混在。As＿C粒、Hr  
FP小粒25％含む。焼土粒5％含む。   

4 墨褐  徴 00竃灰褐色粘土が10％しみ状混在。As－C粒20％、Hr－FP小粒3  
％含む。焼土粒3％含む。   

5 黒褐  徴 ◎◎灰褐色粁土が30％しみ状混在。As－C粒15％、焼土粒3％、炭  
化物2％含む。   

6 黒褐  微 ○◎やや砂質。灰褐色粘土がしみ状～小ブロック状に20％混在。  
As－C粒5％、焼土粒3％含む。   

7 黒褐   徴 ◎◎AsC粒3％、焼土粒2％、炭化物1％含む。  

H6号住居 ペ／レトセクション  
A
 
L
＝
－
N
－
ゝ
m
 
 

1 黒褐  

2 黒褐  
3 黒褐  

4 且≒褐  

5 黒褐  
6 異禍  
7 黒褐  
8 黒褐  
9 黒褐   

C L＝121．4m  

微 00灰褐色土が小ブロック～しみ状に20％混在。As－C粒30％、  
焼－L粒2％、炭化物5％含む。 焼土が20％しみ状 

～粒状に混在。AsC粒20％含む。  
灰褐色竃粘土が30％、焼土が20％しみ状～小ブロック状～  
粒状に混在。  
竃灰褐色粘土が30％Lみ状混在。焼土5％しみ状混在。  
As－C粒7％、焼土粒1％含む。  
竃粘土と灰状堆積物のしみ状混在。  
奮灰褐色粘質土主体で少量の黒褐色土がしみ状混在。  
ヤヤ砂質でザラつく。混入物あまりない。  
地山暗褐色粘土と黒褐色土のしみ状混在。As－C粒2％含む。  

C′  

刑  

微 ○（⊃  
徴 ○（⊃   

徴 △U  
微 00  △△  

徴   
徴 △△  
剥‖ × △  

微 00  

H－6  

H－6号住居 竃セクション  
1黒褐色土 紬 ◎△白色軽石（¢1～3mm）10％、焼土7やロック（¢ト  

2mm）3％、黄色粒若干含む。   
2 黒褐色土 細 00白色軽石（¢1～2mm）3％、白色粘土粒（¢ト2  

mm）5％、焼土粒2％、炭化物若干含む。   
3 暗褐色土 細 00白色粘土粒（¢1～3mm）5％、焼土粒10％、焼  

土りゅう（¢1～3日m）3％、凝灰質砂岩′トブロッ  
ク3％含む。屈下位に炭化物が少量堆積。   

4 黒褐色上 州 △○焼土粒5％、白色粘土粒（¢1～2mm）3％、炭化  
物粒若干含む。層下位に灰状堆積物。  

0  1：60  2m  9  1＝30  m   

Fig．10 H－5・6号住居  
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H7号住居 ベルトセクション  
1黒～黒褐 微 ○△わずかに灰褐色粘質土が小ブロック状混在。  

As－C粒30％含む。  
2 果褐   徴 ○△ 4層とほほl司じ。As－C粒やや大きい。       △A 
3 黒褐  徴 ○sBを少量含み砂賀。As－C粒10％含む。  
4 黒褐  徴 ○△AsBを少量含む。わずかに灰褐色粘質土が  

小ブロック状に混在。炭化物1％含む。  
5 黒褐  微 ○×As－Bを含みやゃ砂質の黒褐色土中に灰褐色  

粘質土が20％粒状～小ブロック状に混在。  
As－C粒25％、炭化物1％含む。  

6 黒～黒褐 徴 ◎◎黒色土と灰褐色粘質土のしみ状～70ロック  
状混在。AsC粒7％含む。  

7 畢褐  細 △△わずかに灰褐色粘土がしみ状混在。As－C粒  
25％含む。  

8 黒～黒褐 細 00灰褐色粘土が15％しみ状～小ブロック状混  
在。As－C粒15％含む。  

9 黒褐   徴 00やや緻密。わずかに灰褐色粘質土小ブロッ  
クを含む。As－C粒5％含む。  

C′10 黒褐  微 00やや練乳As－C粒3％含む。  
‾  11黒～黒褐 微 ○◎灰褐～灰白色粘質土小ブロックが30％混在。  

As－C粒20％、炭化物3％含む。  
12 窯褐   微（」UlO層に似るがやや緻密さに欠く。  

C′  

H7号住居 竃セクション  
1晴褐  細 ∩△打色輯石3％。焼土粒（¢1～3－Ⅷ）10％。白色軽石（¢1～5m川）  

5％含む。   
2 暗褐  細 00白色軽石粒1％。白色粘土粒（¢1～2m）10％含む。   
3 黒褐  細 ○◎白色軽石・焼土粒1％、白色粘土ブロック5％含む。流出粘土。   
4 暗褐  細 ○◎白色粘土小ブロック20％含む。層下位で少量の灰が混在。竃粘  

土の崩落土。   
5 黒褐  徴 ○◎黒褐色土が少量しみ状混在。As－C粒7％含む。   
6 黒褐  細 ○△竃粘土焼土小ブロックが20％混在。天井部焼土。   
7 黒褐 徴 △ △ 暗褐色粘土と黒褐色土、灰状堆積物が混在。  

A
 
L
＝
－
N
L
∽
m
 
 

D L＝121．6m  
H8号住居 竃セクション  
1黒褐  徴 00焼土が10％、竃灰褐色粘土  

が5％しみ状混在。焼土粒  
7％含む。   

2 累褐   徴 ○◎竃灰褐色粘土と黒色土のし  
み状混在。焼土20％しみ状  
混在。天井部粘土。   

3 暗赤禍  細 00焼土小ブロック主体で黒褐  
色土、灰褐色粘土が少景し  
み状混在。  

4 黒褐   徴 00灰褐色粘土10％、焼土5％しみ状混在。  
5 黒褐  微 ×△灰状堆積物主体。焼土7％しみ状～小ブロック状混在。  
6 黒褐  徴 △◎わずかに灰状堆積物がしみ状混在。  
7 黒一里褐 徴 ×△やや緻密。灰褐色粘土が10％しみ状混在。焼土粒2％含む。  
8  釧 ○（⊃ 3層と同じ。  
9 累褐  細 △△軟質焼土、灰状堆積物がわずかにしみ状混在。硬質焼土小ブロック7％  

含む。  
10 黒褐  微 00少量の廃土がしみ状混在。As－C粒5％含む。   △△土中に少量の暗褐色粘質土が 
11暗赤禍 徴 暗赤褐色軟質焼しみ状混在。  
12 暗褐  徴 △△暗褐色土と軟質焼土のしみ状混在。粒度小→極小。しまりヤやある0粘  

性ややある。  
13 黒褐  徴 △△3層にわずかに灰状堆積物がしみ状混在。  

E－8号住居 ペルーセクション  
1黒～黒褐 徴 △△ごくわずか灰褐色粘質土がしみ状混在。As－C粒  

25％、焼土粒2％含む。   
2 黒褐  徴 △○少量の灰褐色粘質土がしみ状混在。AsC粒20％、  

炭化物1％以下、焼土粒1％以下で含む。  
2層中に、焼土粒が5％集中する部分。  
As－C粒20％含む。  
黒褐色粘質土と灰褐色粘質土が少量しみ状混在。  
AsC粒10％含む。  
黒褐色粘質土主体。As－C粒5％含む。  

0
0
0
 
△
 
 

△
△
○
 
△
 
 

微
微
徴
 
徴
 
 

褐
 
 

黒
 
褐
 
 
～
 
 

罪
黒
黒
 
 
 

3
 
4
 
5
 
 
6 里褐  

1：30  1m  0  1：60  2爪 0  

Fig．11H－7・8・57号住居  

46   



H10号住居 ベルトセクション  
1黒褐  微 00As－C25％、Hr－FP5％、焼土粒・炭化物1％含む。   
2 黒褐  徴 00As－C粒・HrFP小粒20％、焼土粒、炭化物2％含む。   
3 鼠   徴 ○◎As－C粒5％、焼土粒小ブロック2％含む。  

H9号住居・ベルトセクション  
1黒褐～暗褐 細 △△暗褐色土が少量しみ状混在。As－C粒15％含む。   
2 暗褐   細 △△3層土中に灰白色シルト質粘土が30％ブロック～粒状に混在。   
3 黒褐   細 △△わずかに暗褐色土がしみ状混在。やや砂乳AsC粒7％含む。   

4 暗褐   徴 ×△やや砂賀。少量の褐色土がしみ状混在。  

∈
C
．
1
N
T
＝
J
 
O
 
 

H－11号住居 竃セクション  
1黒褐  細 ○△白色軽石（¢1～3m）10％、焼土粒2％、白色粘土  

粒（¢1～2mm）・黄色粒1％含む。   
2 黒褐  細 00白色軽石（¢1－2m川）5％、焼土ブロック（¢卜3  

m）2％、白色粘土1％含む。   
3 黒禍  細 00白色軽石（¢1～2mm）1％、焼土粒（¢1－3mm）10  

％、炭化物1％含む。  

H－11号住居 ベルトセクション  
1黒褐  微 ○△灰褐色粘質土が20％小ブロック～団粒状混在。  

As－C粒30％、程色粒20％含む。   
2 黒褐  微 ○△少量の灰褐色土がしみ状混在。ヤや砂質。  

As－C粒25％、炭化物1％、橙色粒2％含む。   
3 黒褐  徴 00暗褐色粘質土が亜％しみ状混在。As－C粒15％、  

焼土粒3％、炭化物1％含む。   
4 黒～黒褐 徴 ○◎As－C粒10％、炭化物2％、焼土粒1％含む。   
5 黒褐  微 ×△やや砂質。As－C粒3％含む。   

6 黒褐  徴 ○◎5層と灰褐色粘質土の団粒状混在。  

4 黒褐   徴 △△  
5 暗褐   徴 ○◎  
6 灰褐   細 △0   

7 黒褐   細 ○△  

灰を含む層、炭化物、焼土少量混在。  
灰状堆積物と竃粘土が混在。焼土粒1％含む。  
灰色粘土が混在。焼土粒わずかに含む。層下位に  
灰状堆積物。  
白色軽石1％、焼土粒3％、白色粘土1％含む。  

0  1：60  男m  仁．．ユ30   m   

Fig．12 H－9・10・11号住居  
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H12号住居 ベルトセクション  
1黒褐～暗褐 細 △△ヤや砂賓。少量の灰褐色粘  

質土小ブロックを含む。  
As－C粒10％含む。   

2 黒褐    細 △△褐色～灰褐色粘質土小ブロ  
ックをわずかに含む。As－C  
粒20％含む。   

3 黒褐   徴 △△含有物なく緻密。白色微粒  
を1％含む。   

4 黒褐   細 △△暗褐色土が20％しみ状～団  
粒状に混在。AsC粒25％、  
炭化物2％含む。   

5 暗褐    徴 △△淡色黒ポク土の流入土。  
As－C粒1％含む。   

6 窯褐   徴 △△暗褐色土が10％しみ状～小  
ブロック状混在。As－C粒10  
％、焼土粒・炭化物を1％  
含む。  

H－19   

′  

H－12  

H14号住居 ベルトセクション  
1黒褐  徴 00灰褐色粘質土が10％しみ状混  

在。As－C粒、HrFP粒30％含  
む。炭化物、焼土粒1％含む。  B′■  

細 00灰褐色粘質土が15％しみ状混  
在。As－C粒20％含む。焼土  
粒・小ブロック5％含む。炭  
化物2％含む。  

2 果褐  

．H－19 3 黒～黒褐 徴00灰褐色粘質土が30％しみ状～  
団粒状に混在。As－C粒15％含  
む。焼土粒2％含む。  

4 黒褐  徴 ○◎As－C粒を10％含む。焼土粒5  
％含む。  

5 黒褐  微 ○◎黒色土が少量しみ状混在。  
A6C粒3％含む。  

6 黒褐  徴 △○ヤや砂質。As－C粒1％含む。  
7 黒褐  徴 ○◎少量の黒色土が混在。焼土粒  

1％含む。  

6層に似た壁際流入土。  

B′  

＼   ○
 
 

徴
 
 

褐
 
 

染
 
 
 

8
 
 B＿L＝121．5m  

H－14  

H－14号住居 竃セクション  
1黒褐  徴 00暗褐色粘質土が25％しみ状混在。As－C粒15％  

含む。  
微 ○◎竃粘土主体で少量の黒褐色土がしみ状混在。  

焼土粒3％。As－C5％含む。天井部粘土。  
徴 △△わずかに灰状堆積物がしみ状混在。燃焼部～  
煙道部堆積土。  

微 △△粒状～小ブロック状の焼土主体でわずかに暗  
褐色土がしみ状混在。燃焼部堆積焼土。  

徴 00地山灰褐色粘土が少量しみ状混在。  

D／  

2 望褐   

3 黒褐  

且一4黒褐  
5 黒褐   H－13  

D L＝121．5m  

H13号住居 ベルトセクション  
1黒褐  徴 00少量の灰褐色粘土がしみ状～小ブロック状に混在D  

As－C粒20％含む。   
2 黒褐  微 △○褐色粘質土が20％しみ状混在。As－C粒15％含む。やや  

緻密。   
3 異褐  微 △○やや砂乳灰褐色粘土小ブロック3％、焼土粒1％含  

む。   
4 黒褐  徴 ○◎やや砂質でやや緻軒。灰褐色粘質土が20％しみ状混在0  

A
、
 
 

H68号住居 ベルトセクション  
1黒褐  徴 00灰褐色粘土が25％しみ状～小ブロック状混在。  

AsC粒30％含む。  0  1：30   吼  1：60  
微 00やや砂質でヤヤ緻密。  2 里褐  

Fぬ13 H－12・13・14・68号住居  
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④  

H15号住居 ベルトセクション  
1墨褐  徴 00灰褐色粘安土がわずかにしみ状～小ブロック状混在。AsC粒35％、  

炭化物2％含む。   
2 黒～黒褐 徴 00やゃ砂質。灰褐色粘土がしみ状～斑状混在。As－C粒30％含む。  3 黒褐  徴 ◎ 

◎灰褐色粘質土がしみ状－ブロック状～団粒岨こ混在。As－C粒20％含  
む。   

4 墨褐  徴 ○◎灰褐色粘賀土に少量の黒褐色土がしみ状混在。As－C粒5％、焼土粒  
1％含む。   

5 黒褐  細 00わずかに暗褐色粘貨土が混在。As－C粒10％、焼土粒1％含む。   
6 黒褐  細 ○◎灰褐色粘質土がしみ状～小ブロック状～粒状に混在。一部に生焼け  

の粘土も含む。AsC粒10％含む。  
含有物あまりなく緻密。焼土粒1％含む。  
7層に似るがやゃ粘度粗い。  
黒褐色土と灰褐色粘質土のしみ状漏在。床直堆積土。  
やや砂質。灰褐色粘質土がしみ状～小ブロック状に混在。焼土粒、  
炭化物を2％含む。  

◎
◎
◎
○
 
 

◎
◎
◎
○
 
 

微
細
徴
微
 
 

褐
 
 

黒
 
 

褐
褐
～
褐
 
m
血
罪
業
黒
 
 
 

7
8
9
1
0
 
 
11黒褐   微 ◎◎As－C粒15％含む。  
12 黒褐  徴 ◎◎焼土が少量しみ状混在。As－C粒3％含む。  
13 黒褐  微 ○◎灰褐色朴質土が30％混在。焼土粒1％含む。   

H－15号住居 竃セクション  
1渠褐  徴 00灰褐色粘質土が少量しみ状混在。AsC粒5％、焼⊥粒3％含む。   
2 黒褐  微 ◎◎焼土粒・灰白色粘土粒3％含む。   
3 黒～黒褐 徴 ◎◎焼土粒2％含む。   
4 黒褐  徴 ◎◎生焼け粘土焼土が少量しみ状混在。焼土小ブロック20％含む。   
5 黒褐  微 ◎◎わずかに灰褐色粘土がしみ状混在。As－C粒、焼土粒を5％含む。   
6 鉄卜黒褐 微 00生焼け粘土焼士と灰状堆積物のしみ状混在。焼土粒3％含む。  

E L＝121．1m   

ひ   －‥＿   

H15号住居 竃掘り方セクション  
1黒褐  微 ◎◎灰白色粘土小ブロック、焼  

土粒を3％含む。   
2 黒褐  微 ◎◎わずかに焼土がしみ状混在。   
3 黒褐  徴 ◎◎As－C粒5％、焼土柱3％含  

む。   
4 黒褐  徴 ◎◎焼土小ブロック、As＿C粒10  

％含む。   

5 黒褐  微 ◎◎わずかに灰褐色粘土ノ」、ブロ  
ックが混在。焼土粒3％、  
As－C粒5％含む。  

∈
t
J
N
T
J
 
U
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B′   

Hレ 
朋十がわずかにしみ状随As－。粒25  

％含む。  

2 黒～黒褐 微 00灰褐色粘質土が30％しみ状～ノ」、ブロック状に混  
在。As－C粒を10％含む。  

3 黒   徴 ×○やや砂質。灰褐色粘質土が20％しみ状混在。  
As－C粒3％含む。  

4 黒～黒褐 徴 ×○やや砂質。僅かに灰褐色土がしみ状混在。As－C                粒2％含む 
。  

5 黒褐  徴 ○◎灰褐色粘賀土と黒色土の混在土。As－C粒を3％  
含む。  

⊥宜．  B L＝121．5m  

H17号住居 ベルトセクション  
1窯褐  徴 00わずかに灰褐色粘土がしみ状～小ブロック状に  

混在。AspC粒30％、HrFP／ト粒3％含む。   
2 黒褐  徴 00灰褐色粘土が15％小ブロック状に混在。As－C粒  

10％、焼土粒1％含む。   
3 黒褐  微 00わずかに灰褐色粘貿土がしみ状～小ブロック状  

に混在。As－C粒25％、焼土粒7％含む。炭化物  
2％含む。   

4 窯～黒褐 徴 00As－C粒5％、10～13mm大焼土ブロック5％、炭  
化物2％含む。   

5 黒～黒褐 徴 ○◎焼土が7％しみ状～小ブロック状に混在0   
6 黒   微 △◎やや砂質の粘質土と黒色土のしみ状混在。  

C L＝121．4m  

H－5  

H－5  

H－20号住居 ベルトセクション  
1黒褐  微 ◎△灰褐色粘質土が20  

％しみ状～小ブロ  
ック状一団粒状に  
混在。As－C粒30％  
含む。   

2 黒褐  微 ◎◎灰褐色粘質土小ブ  
ロックが30％混在。  

し、   ．＿   

焼土粒、炭化物1  
％含む。As－C粒3  
％含む。  

3 黒褐  徴 ○◎黒褐色土と灰褐色  
粘質土のしみ状～  
小ブロック状混在。  ＼  

！！．．∴60  

Fig．15 H－16・17・20号住居  
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H－18号住居 ベルトセクション  
1黒褐  徴 ○△ごくわずか暗褐色土がしみ状混在。As－C粒15％、  

焼土粒3％含む。   
2 窯褐  徴 ○△灰褐色粘土が30％しみ状～斑状～小ブロック状に  

混在。As－C粒10％、焼土粒7％、炭化物3％含む。   
3 黒褐  徴 00焼土／」、ブロック・粒が30％混在。少量の灰状堆積  

物含む。   
4 黒褐  徴 00黒褐色土と灰褐色粘質土の混在土。As＿C粒15％、  

焼土粒3％、炭化物1％含む。  
△ 
△ 
暗褐色土、焼土ノ」、ブロック、灰褐色粘土のブロッ  
ク状～斑状混在。少量の灰状堆積物含む。床下土  
坑覆土か。  

△
 
 

0
0
×
 
 

微
微
細
 
 

褐
褐
褐
 
 

黒
黒
黒
 
 
 

5
 
6
 
7
 
 
 

8 黒褐  徴 00As－C粒3％、焼土粒、炭化物2％含む。  

C L＝121．4m  C′  

寧∴．十 
H－18号住屈 篭セクション  
1黒褐   徴 ○△ヤや砂質。ごくわずか暗灰褐色粘土がLみ状混  

在。As－C粒10％含む。  
匡  

H－6  耳・  

B L＝121．4m  微 ◎◎暗灰褐色粘土中に少量の黒色土がしみ状況在。  
部焼土化。天井部崩落焼土。  
層理状に灰状物質が混在。焼土粒5％含む。  
わずかに灰状堆積物を含む。燃焼部～使道部椎  
積土。  

5 黒褐   徴 ◎◎30％灰白色粘土がしみ状～小ブロック状に混在。  
焼土粒3％含む。  

6 黒褐～暗褐 微 ◎◎暗灰褐色粘土主体。埋め戻した粘土か。  

H19号住居 ベルトセクション  
1黒褐  徴 ○△わずかに黄褐色土がしみ状～小ブロック状況在。As－C粒7％含む。   

2 暗褐   租 △ × やや砂質。As－C粒30％含む。   

3 暗褐  細 △△As－C粒20％、黄褐色土粒5％含む。   
4 黒褐  細 ×△わずかに暗褐色土がしみ状混在。As－C粒7％、黄褐色士粒2％含  

む。  

△
△
△
△
 
 

×
 
×
 
×
△
 
 

微
細
微
徴
 
 

褐
褐
褐
褐
 
 

黒
黒
暗
黒
 
 
 

5
 
6
 
7
8
 
 

わずかに極暗赤褐色粘土がしみ状混在。  
少量の褐色土がしみ状混在。As－C5％含む。  
褐色土主体の壁際流入土。黄褐色土粒・小ブロックを5％含む。  
黄褐色土が20％しみ状混在。AsC3％含む。  

J
一
 
 
 

A■  A＿L＝121．9m  

H21号住居 ベルトセクション  
1黒褐  細 ○△AsC浪士層に似る。As－C粒20％、焼土粒1％含む。   
2 窯～崇褐 徴 ◎△少量の暗灰褐色粘質土しみ状混在。わずかに灰褐  

色粘質土しみ状混在。As－C20％含む。  
徴 ○◎ヤヤ砂質。AsC粒3％含む。  3 黒褐  

L十十ユ60   
肌   

Fig．16 H－18・19・21号住居  
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H－22  

A  

A L＝121・6m  旦二  ＿＿  

、∴   
ベルトセクション  
徴 ◎◎As－C・Hr－FP20％  
徴 ◎◎AsC・Hr－FPlO％ 焼土粒2％下部に炭化物有り  
徴 ◎◎As－C・Hr－FPlO％  
微 ◎◎As－C・Hr－FP5％ 焼土粒5％  
微 ◎◎焼土粒10％   

1Ⅰココ号住居 ベルトセクシiン  
1黒褐   微 ○◎AsrC・Hr－FP5％  

H23号住居  
1 黒褐   
2 黒褐   
3 黒褐   
4 暗褐   
5 明赤褐   

C L＝121．7m  

D L＝121．7m  」乙＿  

B L＝121．7rn  

H－24号住居 竜セクション  
1 黒褐   細 00焼土粒2％   
2 窯場   紳 00焼土粒5％   
3 褐    徴 ○◎焼土粒10％   
4 黒褐  徴 ◎◎焼土粒5％ 炭化物2％   
5 黒褐   微 00灰層 焼土粒5％   

H－24号住居 ベルトセクション  
細 0 0 As－C・HrFP20％ 黄橙色粒20％ 炭化物2％  
紳 ○ ◎ As－C・HrFPlO％ 黄橙色粒10％ 炭化物2％  
矧 0 0 As－C・Hr－FP5％ 炭化物2％  

1 黒褐  
2 暗褐  
3 黒褐  

H－25  

H一諮号住居 ベルトセクション  
1黒褐   細 00As℃・Hr－FPlO％   
2 黒褐   徴 ○◎As℃・Hr－FP5％  

0      1：60      2m        Lf＝i1．」      1  
Fig．17 H－22～25号住居  
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H－27  

A L＝121．8m   

H27号住居 ベルトセクション  
1 暗褐   細（⊃ ◎ As－C・Hr＿FP20％   
2 黒褐   細 ○ ◎ AsC・Hr＿FPlO％   

H－26号住居 ベルトセクション  
1暗褐  細 00AsC・HトFP20％ 黄程色ブロック5％ 焼土粒2％   
2 暗褐   細 △◎AsC・Hr－FP2％ 焼土粒5％   
3 黒褐   徴 ◎○黄橙色ブロック5％  

B L＝121．8m  

A
「
＝
－
N
－
．
∽
m
 
 H－26号住居 寵セクション  

1窯場   細 00粘土粒5％ 炭化物1％   
2 暗褐  徴 ◎◎焼土粒5％ 炭化物5％ ほほ粘土   
3 黒    徴（⊃（⊃灰層   

B L＝121，8m  

H－28号住居 竜セクション  
】窯褐   細 00焼土粒2％   
2 黒褐   微 ○◎焼土粒10％   
コ 暗褐   微 ◎◎焼土粒10％  
J黒褐   徴 00灰層 炭化物5％  

m  

H－28号住居 ベルトセクション  
1暗褐   徴 ○◎黄橙色ブロック20％ 焼土  

粒1％   

2 黒褐   徴 00黄橙色ブロック15％  

C L＝121，7m C′  

H－28号住居 P5号柱穴跡セクション  
1 暗褐   微 ◎◎焼土粒10％ 灰20％  

H－29号住居 ベルトセクション  
1黒褐   紺 0 0 As－C・HrLFP20％   
2 黒褐   徴 ○ ◎ As－C・Hr－FPlO％   
3 暗褐   微（⊃ ◎ As－C・Hr－FPlO％  

黄橙色ブロック（¢10mm～30mm）10％   
4 灰褐   徴 ○ ◎ 焼土粒5％   
5 褐    微 ◎ ◎  

、・   －・   B L＝121．8m  

0  1：60  2n】  

Fig．18 H－26～29号住居  
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H30号住居 ベルトセクション  
1 黒褐    細 00As－C・Hr－FP20％   
2 暗褐    微 ○◎As－C・IlトFP50％   
3 暗褐    微 ○◎As－C・Hr－FP50％ 葵橙色粒10％   
4 にぷい黄褐 微 ○◎AsC・Hr－FP50％  

C L＝121．6m  

DL＝121．6m  旦二  ＿＿  

； 

寵セクション   
細 ○（⊃As－C・HrFP5％   
微 ○◎As－C∴Hr－FPl％ 焼土粒1％   
徴 ◎○焼土粒5％ 炭化物あり   
徴 △○廃土ブロック50％ 炭化物有り   
徴 △△灰層  

H30号住居  
1 暗褐   
2 暗褐   
3 褐   
4 赤褐   
5 極暗褐  

E′  E L＝121．6m  

A L＝121．1m  
H－30号住居 竃右袖裁割セクション  
1 にぷい黄褐 細 ○◎As－C・Hr－FPlO％ 焼土  

粒2％   

2 にぷい黄褐 徴 ○（⊃As－C2％   
3 にぷい黄褐 微 00   
4 褐  微 00炭化物10％ 焼土粒5％   

H－31号住居 ベルトセクション  
1 暗褐   柳 ○（⊃AsC・Hr－FPlO％   
2 暗褐   細 00As－C・Ilr－FP20％   
3 黒褐   細 ○◎As－C・Hr－FPlO％  』」．1ピO  P   

0  

Fk19 H－30・31号住居  
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F L＝122．Om  

H32号住居 ベルトセクション  
1 黒褐   細（⊃（⊃As－C・Hr＿FP20％   
2 崇褐   細 ○（⊃AsC・Hr▼FPlO％   
3 撰褐   細（⊃◎AsCLHr＿FP5％   
4 灰典褐  微 ○◎As－C Hr－FP5％  

南側のみに黄樺色粒10％  

D L＝121．4m D′  

C L＝121．8m  

H32号住居 P5号柱穴セクション  
1 黒褐   微 ○◎As－C5％   
2 暗褐   微 ○◎As－C5％   
3 黒褐   微 ◎◎  

1：60  窒机  

H光号住居 竃セクション  
1黒褐   徴 ◎◎焼土粒5％ 炭化物1％   
2 にぷい褐 徴 ○◎焼土粒5％   

9   1：30  
Fig．20 H－32号住居  
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A
 
L
＝
－
N
N
b
m
 
 

D L＝121．8m  

H－33号住居 竃セクション  
1 黒褐   細 ◎◎焼土粒5％   
2 褐    微 ◎◎焼土粒10％   
3 黒褐  徴 ◎◎焼土ブロック20％ 焼土粒20％   
4 褐灰   徴 △△灰層  

E′  

H33号住居 埋設土器セクション  
1黒褐 細 ◎ ◎ 焼土粒10％ 炭化物5％   
2 暗褐 矧 ◎ ◎ 焼土粒20％   
3 暗褐 徴 ◎ O AsC・Hr－FP5％ 井橙色ブロック1％  

H－33号住居 ベルトセクション  
1黒褐   細 00As－C・HrFP20％ 炭化物2％   
2 黒褐   徴 ○◎As－C・HrFP15％ 炭化物2％   
3 黒褐   微 ○◎As－C・Hr－FP5％  

l、  
B L＝121．9m  

H34号住居跡 ベルトセクション  
1にぷい非褐 細 ○◎As－C・Hr－FP5％ 焼土粒1％   
2 黒褐    徴 ◎O As－C・Hr－FP5％ 黄橙色ブロック1％  

0 ・  

Fig．21H－㍊・訳号住居  
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H35号住居  
1 暗褐   

2 黒褐   
3 黒褐   
4 黒褐   
5 黒褐  

W13号溝   
細（⊃（⊃   

微（⊃（⊃   

微 ◎○   
徴 ◎∠ゝ   
徴（⊃○  

ベルトセクション  
AsC・Hr－FP 20％ 焼土粒1％  
AsC・HrFP lO％  
As－C・HrFP lO％ 焼土粒1％  
AsC・HrFP 2％ 炭化物10％  
AsC・HrFP l％ 焼土粒2％  

A L＝122．2m  

C L＝121．6m  

A
ト
＝
－
N
－
．
↓
m
 
 

D L＝121．6m  

H36号住居 竜セクション  
1 褐  細 ○（⊃As－C・HrFP 20％  

焼土粒10％黄橙色粒5％  
細（⊃（⊃AsC・HrpFP lO％  

焼土粒2％黄橙色粒10％  
徴 ◎○焼土ブロック5％ 焼土粒5％  

黄橙色粒2％ 炭化物2％  
徴 ◎◎焼土粒10％ 炭化物5％  
微 00灰層 焼土粒5％   

2 暗褐   

3 褐   

4a 灰褐  
4b 黒褐  

H36号住居 ベルトセクション  
1暗褐   細 00AsC・Hr－FP 20％ 黄橙色ブロック5％ 炭化物5％  

焼土ブロック2％   
2 黒褐   微 ○◎As－C・Hr－FP 5％ 焼土粒5％   
3 黒褐   徴 ◎◎As－C pHrFP 5％  

1ニココ＝⊥⊥＿＿」nl  

Fig．22 H－35・36号住居  
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H－37  A L＝122．Om  

H－37号住居・寵セクション  
1褐    徴 ○◎焼土粒10％   
2 暗褐   徴 ◎◎焼土粒5％   
3 黒褐   徴 △△灰層 焼土粒10％  

A
 
L
＝
－
N
－
．
∽
m
 
 

H－38号住居 ベルトセクション  
1暗褐  細 ◎◎As－C∴HrFP15％ 焼土粒10％ 黄橙色ブロック（¢2m川）l％   
2 灰黄褐 細 ◎◎As－C・Hr－FP 2％ 焼土粒5％ 黄橙色ブtjツク5％   
3 黒褐  細 00As－C・Hr－FP l％ 焼土粒1％ 黄橙色ブロック10％  

C L＝121．7m  

H－39号住居 竜跡セクション  
徴 00As｛・HrFP 20％ 黄橙色ブロック有り  
微 00As℃・1HrFP 5％ 焼土粒2％黄橙色ブ  

ロック（¢10Ⅲ）2％  
徴 ◎○灰層  

d  ・：∴・ 」 
れl   

1 褐  
2 灰褐   

3 褐灰  

B L＝121．8m  

H39号住居 ベルトセクション  
1にぷい黄褐 細 △◎AsC・Hr－FP 50％ 焼土粒1％   
2 褐  細 △◎AsC・Hr－FP lO％  

L．1．ミ60   口  

Fig23 H一節～調号住居  
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B L＝122．Om   

C L＝122．Om  
H－47  

H47号住居 竃セクション  
1褐  細 ○◎AsC■・Hr－FP 20％ 黄橙色ブ  

ヰ  2aにぷい黄褐微◎◎p20％鞘色ブ  

2b 灰褐  微 ○◎焼土粒5％ 焼土ブロック2％  
＿A：  3 暗褐  徴 ◎○灰層 焼土粒2％  A L＝121．4m  

H－40．47号住居 ヘルトセクション  
1 褐  細 ○（⊃As－C・Hr－FP  
2 にぷい黄褐 細（⊃（⊃As－CLHr－FP  
3 暗褐    徴 △（⊃As－C＝Hr－FP  
4 暗褐    微（⊃O As－C・Hr－FP  
5 褐  細（⊃△As－C・Hr－FP  
6 黄褐    細（⊃O As－C LHrFP  
7 にぷい非褐 細（⊃◎As－C＝HrFP   

焼土粒1％   

焼土拉2％  
焼土粒1％  

％
％
％
％
％
％
％
 
2
0
1
0
5
2
2
0
5
1
 
 

焼土粒1％ 黄橙色ブロック1％（H－40）  
焼土粒1％ 黄橙色ブロック2％（H－40）  
黄橙色ブロック10％  （H－40）  

C L＝121βm  ∈  ．  

H48号住居 竜セクション  
l褐  徴 ○◎As－Cl・Hr－FPlO％ 非橙色ブロ1yク2％   
2 にぷい乗場 徴（⊃◎As－CLtHr－FP l％ 焼土粒1％   
3 暗褐    徴（⊃◎焼土粒1％   
4 暗褐  徴（⊃◎灰層  

B■  

H50号住届 竃セクション  
1 にぷい黄褐 徴 △◎炭化物 2％崩れた粘土の可能性有り   
2 黒褐    徴 ○◎炭化物10％下部に灰層  

炉 
血■  

」＝  

H48号住居 ベルトセクション  
1 暗褐   紺 ○◎AsrC・Hr－FP 20％   
2 黒褐   徴 ◎◎As－C・Hr－FPlO％ 炭化物1％   
3 累褐   微 ◎◎As－C・Hr－FP 5％ 黄橙色ブロック5％  

H－49．50号住居 ベルトセクション  
1 現耕作土  
2 灰黄褐  
3 暗褐  
4 黒褐  
5 黒褐  
6 暗褐  
7 暗褐  
8 黒褐  
9 黒褐   

％
％
％
％
％
％
％
 
 
 
ハ
U
 
n
U
 
n
〕
 
0
0
0
0
 
 
 
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
1
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⊥
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S
 
S
 
S
 
S
 
S
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A
 
A
 
A
 
A
 
A
 
A
 
A
 
 

△
0
0
0
0
0
0
0
 
 

△
0
0
0
0
0
0
0
 
 

粗
細
細
細
細
細
細
細
 
 

（H49）  

（H－49）  

（H－49）  

（H－50）  

（H－50）  

（H－50）   

黄橙色ブロック5％  
黄橙色ブロック10％  

号．、．∴？0  
Fig．24 H－40・47・48～50号住居  
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C′  
A
 
L
＝
－
N
－
．
∞
m
 
 

C L＝122．Om  

D L＝122．Om  旦：   ＿＿   

H－42号住居跡 寵セクション  
1 黒褐    紳 00焼土粒5％   
2 黒禍    徴 ○◎焼土ブロック10％灰混じる   
3 にぷい赤褐 徴 ◎◎焼土ブロック20％   
4 黒褐    徴 ○◎灰層炭化物5％  

E＿L＝121・8m  

If121．6m  
H－42号住居 竃左袖裁割セクション  
1 にぷい赤褐 徴 ◎◎焼土粒10％   
2 褐色    徴 ◎◎焼土ブロック5％   

H42号住居 ベルトセクション  
1 冥褐   細 00As－C・Hr－FP lO％   
2 暗褐   細 ○◎AsC・Hr－FP 5％   
3 黒褐   徴（J⑳AsC・HrFP 5％   

F上戸1215m ＿＿王二 H42号住居跡P．号柱穴セクション  
1 黒褐   微（⊃◎AsC・Hr－FP 5％   

H42号住居 P5号柱穴セクション  
1褐    細 ○◎AsC・Hr－FP 5％ 焼土粒1％   
2 暗褐  細 ○◎AsC・Hr－FP l％ 焼土粒1％  

A
 
L
＝
－
N
L
0
0
m
 
 

C L＝121．8m  

D L＝121．8m  旦」  ＿＿  

H43号住居 竃セクション  
1にぷい黄褐 細 ○◎As－C・HrrFPlO％ 焼土柱1％   
ね にぷい黄褐 微 ○◎J旭｛・Hr－FP l％ 黄橙色ブロック1％   
紬 暗褐  徴 ◎◎AsC・Hr－FP 2％ 焼土粒1％   
3 褐灰    微 △（⊃灰層  

fl 

モ  B L＝121，8m  

H【43号住居 ベルトセクション  
1 業≒褐   細 ◎O AsC・Hr－FP lO％   
2 暗褐   徴 ◎◎M・HrFP 5％   

Fig．為 H－42・43号住居  
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備）   

B′  B L＝121．9m  

C L＝121．9m  

H44号住居 奄セクション  
1暗褐    徴 ○◎焼土粒5％   
2 にぷい赤褐 微 ◎◎焼土ブロック10％   
3 灰褐    徴 △△灰層  

0  1：30  1m  

H44．45号住居・ベルトセクション  
1 暗褐   細 ◎O As－C・HトFP   
2 暗褐   徴 ◎◎As－C・HrFP   
3 黒褐   細（⊃◎As－C・HrFP   
4 黒褐   微 ○◎AsLC・HrFP   
5 暗褐   Al］○（⊃As－C・Hr▼FP  

焼土粒2％  （H－44）  

（H－44）  

（H－45）  

（H－45）  

％
％
％
％
％
 
 

1
0
2
1
0
5
2
0
 
 

黄橙色ブロック（¢10mm）2％（H－45）  

B L＝121．8m B′  

l  

ニ＝謀二二＝＝ 凡’  
5  

、－＿■－ ■へ－－1 ▼－－－－＿一一■・・・・・・・   一                   ‾ J    －－－－－‾‾－・・■・・・・■・・－ヽ＿＿＿＿－－－    J    ＿  

H－50  

L＝121．5m 4  

■ 」 ＿一‾コ   

H46号住居 P5号柱穴セクション  
1 にぷい黄褐 細 △O As－C・HrFP20％  

黄橙色粒10％炭化  
物5％   

H－41．46号住居、W－10号溝 ベルトセクション  

1 現耕作土  
2 灰黄褐  
3 灰黄褐  
4 にぷい黄褐  

5 暗褐  
6 灰黄褐  
7 にぷい草褐  
8 にぷい費褐  
9 にぷい黄褐  

租 △ △  
細 △ ○  
細 △（⊃  
細 0 0  
細 0 0  
紳 △（⊃  
徴（⊃ ○  
徴（⊃ ◎  

As－B 50％  

As－B 20％  

As－C r Hr－FP  

AsC・Iir－FP  

As－C－fTr－FP  

As－C・Hr－FP  

As－C・HrFP  

As－C・HrFP  

（W－10）  

（H46）  

（H46）  

（H－41）  

（H－41）  

黄橙色ブロック（¢10爪m）10％  

黄橙色粒10％  
黄橙色ブロック10％  
黄橙色粒10％  

％
％
％
％
％
％
 
1
0
1
0
2
0
2
0
2
0
5
 
 

0  1：60  2m  

Fig．26 H－41・44～46号住居  
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C′  C L＝121．4m   

H51号住居 ベルトセクション  
1褐  細 △◎AsC・Ilr－FP 20％ 焼土粒5％ 黄橙色  

ブロック20％   

2 暗褐  細 00As－C・HrFP l％ 黄橙色ブロック10％       A 
3 暗褐   徴 ○◎s－C・HrrFP l％   

H－51号住居 竜セクション  
1 暗褐   細 ○◎As－C・Hr－FP 20％   
2 褐    細 ○◎As－C・Hr－FPlO％ 焼土粒5％   
3 灰褐  微 00As－C・Hr－FP l％ 焼土粒2％ 黄橙色  

ブロック（¢5mm）10％焼土ブロック10％   
4 褐灰   微 △（⊃灰層   

＿ B L＝121．5m  

C L＝121．8m  

C   ■■■■■■■  

H－52  

H－52号住居 竃セクション  
1黒褐  紺 00As｛：・Hr－FPlO％ 焼土粒5％   
2 黒褐    徴 ○◎焼土粒5％ 炭化物2％   
弘 褐  徴 ◎◎焼土ブロック10％ 焼土粒5％灰混じる   
3b 仁ぶい輩褐 細 ◎○構築材の粘土が崩れたもの   
4 累褐    徴 00灰多く混じる  

B′  

H52．63．75号住居、W－11．14号構ベルトセクション  
（W11）  

（W－11）  

（W－14）  

（H－52）  

（H－52）  

（H52）  

（H－52）  

（H63）  

（H63）  

（H－63）  

吼
咄
l
れ
■
■
■
血
＿
■
＿
轍
 
 

（⊃△As－B 20％ 炭化物5％  1 灰黄褐  
2 黒褐  
3 巽褐  
4 黒褐  
5 暗褐  
6 黒褐  
7 黒褐  
8 窯褐  
9 黒褐  
10 暗褐  
11黒褐  
12 黒褐  

○△As－B 20％  
0◎AsC▲Hr－FP  
（⊃（⊃As－C・Hr－FP  

（⊃（⊃As－C・HrFP  
00As－C・HrFP  
O◎As－C－‾Hr－FP  
00As－C－Hr－FP  
00As－CTHr－FP  
（⊃（⊃As－C－Hr－FP  
（⊃（⊃AsC・HrLFP  
（⊃◎AsC・rrrLFP  

炭化物5％ 焼土粒2％   

炭化物5％ 焼土粒5％  
炭化物5％ 焼土粒5％  
炭化物5％ 焼土粒5％  
焼土粒5％  
焼土粒10％  
焼土柱10％  

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
 
 

2
0
2
0
2
0
1
0
5
1
0
5
1
0
2
0
1
0
 
 

』＝1⊥．1i？0   
（H－75）  

共橙色ブロック（¢10m川）5％（H－75）  

Fig．27 H－51・52，一63・75号住居、W－11・14号溝  
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C L＝121．5m  C′   

H55号住居  
1 褐   
2 暗褐   
炭化物5％   

3 黒褐   
4 黒褐  

竃セクション   
細 ○ ◎ As｛∵Ⅰむ－FP 20％ 焼土粒2％   
微 0 0 As｛ンⅠⅡ－FP l％ 焼土ブロック有り  

徴 ◎ ◎ 炭化物2％ 焼土粒1％  
微00灰層  

－  Im 

B′  

H55号住居 ベルトセクション  
1灰黄褐 細 00AsいHr－FP 20％ 黄橙色7やロック（¢2日m）5％  

焼土粒5％  
2 褐  
3 暗褐   

柵 ○◎AsrC・Hr－FP 5％ 顔橙色ブロック（¢2mm）10％  
細 ◎◎As－C・Hr－FP 2％ 焼土粒5％  

A L＝121－8m  

H－53号住居 ベルトセクション  
1黒褐  細 00As－C・HrFPlO％ 黄橙色ブロック5％   
2 黒褐   細 00As－C・HrFP 20％   
3 累褐   微 ○◎As－C・Hr＿FP 5％  

H－54号住居 ベルトセクション  
1暗褐  細 00AsLC・HrFP 20％ 焼土粒5％   
2 冥福  細 ○◎As－C・Hr－FPlO％ 焼土粒2％  3  
黒褐  徴 ◎◎As－C・Hr－FP 5％ 黄橙色プt＝ツク（d，10rTIJn）5％  

サ   1：60  
御  

Fig．28 H－53～55号住居  
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C′  C L＝121．3m   
A
 
「
＝
－
N
L
か
m
 
 

′  

H56号住居 竃セクション  
1果褐  紳 △○白色軽石（¢1～3mm）5％、地山黄褐色土  

小ブロック3％、焼土粒わずかに含む。白  
色粘土小ブロック（¢10mm）20％含む。   

2 黒褐   微 △○焼土主体の層。灰状堆積物、白色粘土小ブ  
ロックをわずかに 含む。   

3 籠褐   徴 △○灰状堆積物主体層。   
4 暗褐   細 △O AsC、白色粘土10％含む。  

H－56  
C  

H－56号住居 ベルトセクション  
－  

l：∴  ．．   

在。As－C粒20％含む、炭化物2％含む。  
3 暗褐    緻 00灰白色粘土、灰褐色粘土30％しみ状～小  

ブロック状混在。焼土粒3％含む、As－C  
粒25％含む。  

4 架褐～暗褐 微 00灰褐色粘土が20％しみ状混在。AsC粒25  
％、焼土粒2％含む。  

5 黒褐    徴 ○◎黒色土と暗褐色粘質土の混在土。As－C粒  
5％含む。  

6 黒褐    徴 ○◎ 5層より粘質土混在屋多く、焼土粒2％  
含む。  

7 黒褐    柵 ○◎白色粘土ブロックを含む。焼土若干含む。  
竃流出粘土。  

8 里褐   徴 ○◎白色粘土ブロック（¢1～5m）20％、焼  
土粒10％含む。  

9 黒褐  徴 △○白色粘土ブロック、焼土、灰状堆積物・  
炭化物を含む。  

10 黒～黒褐  微 00灰褐色粘土ブロックが30％混在。AsC粒  
20％含む。  

11黒褐  徴 ○△やや砂貿。わずかに灰褐色粘貿土が′トブ  
ロック状混在。As－C粒7％含む。  

12 屈褐  徴 0△ 4層中に灰褐色粘十′トブロックを25％含  
む。  

13 票褐  徴（⊃◎地山灰褐色粘貿土中に黒褐色土が少量し  
み状混在。As－C粒7％含む。  

且L1．6m  

H78号住居 ベルトセクション  
1黒褐   細 △△砂質の暗褐色土。   
2 圭軽褐   珊 △△やや砂異。暗褐色土20％しみ状～／トノ∪ツク」人混在。  

AsIC粒2％含む。   
3 黒鳩   微 △△暗褐色土にわずかに黒褐色土がしみ状混在。   

H80号住居 ベルトセクション  
1黒褐   徴 00暗褐色粘安土がブロック～団粒状に30％混在。AsC  

粒15％含む。   

2 黒褐   微 ○◎黒褐～黒灰褐色土と暗褐色粘質土のしみ状～小ブロ  
ック状～粒状混在。As－C粒10％、焼土粒3％含む。   

H60号住居 竃セクション  
1黒褐   徴 00住居跡 覆度1層にわずかに灰褐色竃粘土がしみ状  

混在。炭化物2％、焼土粒5％含む。   
2 黒褐   徴 ○△黒褐色土、灰状堆積物、暗褐色土のしみ状混在。層  

理状に炭化物含む。   
3 灰黄褐  微 △ × 淡褐色灰状堆積物主体で少量の竃粘土状土がしみ状  

混在。  
○
×
△
×
 
 

○
△
○
×
 
 

租
粗
徴
徴
 
 
 

褐
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い
褐
褐
 
褐
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黒
黒
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仁
U
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暗褐色土と焼土の小ブロック状混在。天井崩落粘土。  
明赤褐色焼土ブロック  
焼土が20％粒状狼在。炭化物1％、焼土粒15％含む。  
暗褐色土と灰状堆積物の混在土。  

B L＝121．4m  

Hし58号住居 ベルトセクション  
1黒褐   微 00わずかに灰褐色土しみ状混在。As－C粒30％含む、焼土粒3％  

含む。  

H－60号住居 ベルトセクション  
1黒褐   微 00暗褐色土が少量しみ状混在。As・C粒15％、  

焼土粒3％含む。  
2 黒褐   

3 黒褐  

徴 ◎○灰褐色粘土が少量混在。ヤヤ緻密。As－C粒20％、焼土粒5％．  
炭化物1％含む。  

徴 ◎◎灰褐色粘質土が30％しみ状～小ブロック状に混在。As－C粒10  
％、焼土粒7％、炭化物3％含む。  

2 里褐  微（⊃（⊃黒色粘質土と黒褐色土のしみ状～斑状混在。  
As－C粒5％、焼土粒2％含む。  

1 

Fig29 H一弘・弛・㈹・78・80号住居  
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B L＝121．6m  堅 ＿  E L＝121．2m E′   

H【62号住居・ベルトセクション  
1暗褐  細 00As－C・Hr－FP 50％ 焼土粒2％   
2 暗褐  徴 ○◎AsC・Hr－FP 20％ 黄橙色ブロック10％   
3 黒褐   微 00黄橙色ブロック20％  

H62号住居 P5号杜穴セクション 1暗褐   A 
徴 ○◎s－C l％ 焼土粒2％ 炭化物5％  

H62号住居 竃セクション  
1黒褐  細 ○◎As－C・HrrFPlO％ 焼土粒2％   
2 褐   微 00焼土粒5％ 黄橙色粒2％   
3 暗褐  徴 ○◎焼土粒5％ 炭化物5％   
4 極暗褐  徴 ○△灰層  

C L＝121．5m  

D L＝121．5m  

n  l：30  Im   

A
 
L
＝
－
N
L
0
0
m
 
 

D
－
－
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H61号住居・ベルトセクション  
l黒褐   紺 0 0 AsC・Hr－FP 20％   
ご 暗褐  細 ○ ◎ AsC・Hr－FPlO％ 炭化物2％   
コ 暗褐  細 ○ ◎ As－C・Hr－FP 5％ 黄橙色ブロック10％  

0  1：60  2m  

Fig．30 H－6ト62号住居  
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C■  

H64号住居 ベルトセクション  
1暗褐  紳 00As－C・Hr－FP 20％ 黄橙色ブ  

ロック10％ 焼土粒1％   
2 灰黄褐 細 △O As－C・Hr－FP 5％ 黄橙色ブ  

ロック5％ 焼土粒1％   
徴 ◎O As－C・Hr－FP l％ 黄橙色ブ  

ロック1％ 焼土粒1％   

寵セクション   
柵 ○◎AsC・Hr－FPlO％ 焼土粒2  

％炭化物30％   

微 00焼土粒20％ 炭化物15％   
微 ○◎As－C㍉托r－FP l％ 焼土粒2  

％炭化物2％   
徴 ◎◎焼土粒1％   
徴 00炭化物10％   

3 暗褐  

H－64号住居  
1 黒褐  

2a 褐   

2b 暗褐  

2c 黒褐   

3 灰褐  

B L＝121．6m  

H∵1茫号住居 竃セクション  
1黒褐  細 00As｛・Hr－FP 5％ 焼土粒5％   
2 黒褐  徴 ○◎焼土粒2％ 炭化物2％   
3 褐   徴 ◎◎焼土粒2％ 灰多く混じる  

0      1：30     1m   lr－ニーL＝，・，＝  二享  

H－65号住居 ベルトセクション  
1灰黄褐 租 ○△AsLB 50％（As－B混土層）   
2 黒褐   細 ○◎AsLC・Hr－FP 5％   
3 暗褐   微 ○◎AsC・Ilr－FP 5％  

ヒ＝＝±≡ユ∴6？ 
劇  

Fig．31H－64・65号住居  
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C L＝121．4m  C′  

H－66号住居 竃セクション  
1黒褐  細 △△As－C（¢1～2mm）5％、焼土粒少量含む。   
2 黒褐  糾 00層上位に焼土粒（¢2～1mm）10％少量。地山黄  

褐色土小ブロック5％含む、炭化物5％全体的  
に含む、白色粘土小ブロック10％含む。   

3 畢褐  細 00層上位に焼土ブロック（¢5～30mm）多く含む。  
白色粘土、灰状堆積物を含む。炭化物わずかに  
含む。天井部焼土崩落土。   

4 黒褐  細 00焼土粒（¢1～3m川）5％、炭化物若干含む。白  
色粘土主体の層。   

5 黒褐  細 △△廃土ブロック・粒を少量、灰状堆積物を斑状に  
含む、炭化物若干含む。   

6 徴  00白色粘土流れ込み。  

H－66号住居 ベルトセクション  
1黒褐  細 00わずかに灰褐色粘安土がしみ状混在。As－C粒25  

％含む。   
2 畢～黒褐 徴 00灰褐色粘質土が少果しみ状混在。AsC粒15％含  

む。   
3 黒褐  紳 00黒褐色土と暗灰褐色。灰褐色粘質土のしみ状混  

在。AsC粒15％含む。  
4 黒褐  
5 黒褐   

6 黒褐  

微 ○◎淡灰褐色粘土主体。竃流出粘土  
徴 ○△黒褐色土と灰褐色粘質土の粒状十しみ状況在。  
やや砂質。  

微 ○△5層と似るが、灰褐色粘質土がヤや多い。  

C′  

C L＝121．3m  

B L＝121．5m  

H－72号住居 竃セクション  
1累褐  徴 00灰褐色粘質土が20％小ブロック状一粒状混在。  

As－C粒7％、焼土粒1％含む。   
2 累褐  微 △△やや砂質の黒褐に灰褐色粘質土が少量粒状混在。  

As－C粒2％含む。   
3 暗褐  細 △△黒褐色土・灰褐色粘土・焼土の混在土。   
4 暗褐  徴 △○焼土と灰状堆積物の混在土。  H－72号住居 ベルトセクション  

1黒褐  微 00わずかに灰褐色粘質土が小ブロック～粒状に混在。  
As－C粒25％、焼土粒3％、炭化物2％含む。   

2 黒褐  徴 00灰褐色粘質土30％しみ状混在。As－C粒7％、焼  
土粒1％、炭化物ご〈わずか含む。   

3 黒禍  微 ○◎As－C粒2％、焼土粒1％含む。  

L⊥▲∴60  
m  

Fig．32 H－66・69・72・77号住居  
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H－71号住居 ベルトセクシ≡  

1 黒褐  細 ○△  

2 黒褐  徴 00  

3 黒褐    微 ○◎  

4 采褐    微 △◎   
5 黒褐～暗褐 微 ◎◎  

6 黒褐  微 ◎◎  

7 黒褐  柵 00  

8 黒褐～暗褐 微 ◎◎  

9 黒褐    微 ◎◎  

B′  

ン  
As＿Bを含む黒褐色土。AsC粒2  
％含む。  

暗褐色土が少景しみ状混在。  
AsC20％含む。  
黒褐色土と暗褐色粘質土のしみ  
状混在。As－C粒10％含む。  
わずかに黒褐色土がしみ状混在。  
黒褐色土、灰褐色粘質土がしみ  
状～ブロック上～層理状に混在。  
As－C粒7％含む。  
暗褐色粘質土と黒褐色土のしみ  
状混在。As－C粒5％含む。  
暗褐色粘質土と黒褐色土の混在  
土。ヤや砂質。AsC粒3％含む。  
暗褐色粘安土に黒褐色土が少量  
しみ状混在。  
暗褐～灰褐色粘質土に黒褐色土  
が少量小ブロック状混在。   

A
「
＝
－
N
－
一
山
m
 
 

ロー7∩  

竃セクション   
微（⊃○   
細 ◎◎  

徴（⊃◎  

微 △○  

徴 △△  

徴 ○◎  

微（⊃○  

H70号住居  
1 黒褐   
2 黒褐  

3 黒褐  

4 黒褐  

5 灰黄褐  

6 黒褐  

7 黒褐  

やや砂質。As－C粒10％含む。  
灰褐色竃粘土が30％しみ状～粒状  
に混在。わずかに軟質焼土がしみ  
状混在。  
暗褐色焼土主体で軟質焼土が小量  
しみ状混在。天井部粘土。  
暗褐色粘質土と軟賓焼土のしみ状  
混在土中に硬質焼土小ブロックが  
15％混在。天井部焼土崩落土。  
地山灰褐色土の再堆積。床面形成  
土層。層下位に薄い灰層。  
3層と同質。ヤや軟質焼土の含有  
量多い。  
ごくわずか軟質焼土がしみ状混在。  
煙道底面形成土。  

B′  B L＝121．3m  

H－70号住居 ベルトセクション  
1黒褐  細 ○△白色軽石（¢1～3mm）10％、黄色土粒（¢1～2  

日m）5％焼土粒3％、地山白色粘土小ブロック（¢  
1～15mm）10％、地山黄褐色土小ブロックを少量  
含む。  

細 ○◎地山白色粘土小ブロック（¢1～15m）30％斑状混  
在。地山草褐色土小ブロック（¢1～3爪爪）2％、  
黄色粒20％焼土（赤色粒）を5％、わずかに白色軽  
石粒、炭化物粒を含む。  

細 ◎○黄色土粒（¢1～3mm）、焼土地をわずかに含む。  
地山砂質土を全体に20％、白色粘土ブロックをわ  
ずかに含む。  

A
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＝
－
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H－73号住居 ベルトセクション  
1黒褐  細 00やゃ砂質の黒褐色土に灰褐色粘質土がわずかに粒状混在o  

AsC粒20％、焼土粒7％含む、炭化物2％含む。   
2 黒～黒褐 徴 ○◎黒褐色土と灰褐色粘質土のしみ状～ブロック状混乱  

As－C粒2％、焼土粒3％含む。   
3 黒褐  徴 ○◎暗褐色粘質土主体。やや砂質でザラつく。  

ト  
B L＝121．5m  

1：30  1m   0  1：60  2m O  

Fig．33 H－70・71・73号住居  
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C′  

D L＝121・4m  二＿旦二  

H74号住居 竃セクション  

邑   ％％  
4 黒褐   徴 △○灰多く混じる 焼土粒10％  

B L＝121．5m  

H－74号住居 ベルトセクション  
1黒褐   紬 00AsLC・Ilr－FP 20％ 炭化物5％   
2 暗褐   細 ○◎AsLC・Hr－FPlO％ 炭化物10％ 黄橙色ブロック（d＞10～20m）5％   
3 にぷい黄褐 徴 ○◎As－C・Hr－FP 5％ 炭化物10％ 黄橙色粒5％  

H79号住居 べ／レトセクション  
1黒褐  細 00わずかに暗褐色土がしみ状混在。As－C粒30％  

含む。   
2 黒褐  徴 00やや砂質。灰褐色粘質土が少量ブロック状～  

しみ状に混在。炭化物1％以下で含む。   
3 黒褐  微 ○◎ 4層とほほ伺じ。炭化物5％含む。   
4 黒褐  微 ○◎灰褐色粘質土が20％しみ状～団粒状に混在。  

炭化物1％以下含む。   
5 黒褐  微 ◎◎暗褐色粘安土と灰褐色粘質土の混在土。  

月 L＝121．4m  

冒1」＿．．1込竺 
Fig．34 H－74・79号住居  
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T－1  ＿A   

A′  

A L＝121，4m   

T1号竪穴状遺構 ベルトセクション  
1黒禍  徴 ○△少量の暗灰褐色土がしみ状に混在。As－C25％、  

焼土粒1％含む。   
2 黒褐  微 △△黒褐色土と暗褐色粘質土の混在。AsC粒15％  

含む。  

H－81号住居 ベルトセクション  

1黒褐  租 △△暗褐色土が小量しみ状混在。AsC粒25％含む。  
粒地LLIAsC混じり黒色土に似る。   

2 黒褐  鯛 △△灰褐色粘質土ブロック（¢10～20mm）30％混在。  
AsC粒10％含む。  

△△黒灰褐色砂質粘土主体。わずかに灰褐色粘質土  
小ブロックを含む。  

00暗灰褐色粘質土主体。As－C粒10％含む。  
△○灰状堆積物と暗褐色土のしみ状渦在土。わずか  

に焼土／トブロックを含む。  
△△暗褐色土と黒灰褐色土の混在。やや砂質。わず  
かに軟質焼土がしみ状混在。  

00暗灰褐色粘質土と黒褐色土のしみ状混在土中に  
灰褐色粘質土小ブロック～団粒が20％混在。童  
袖の流出粘土。   

徴
 
微
微
 
徴
 
微
 
 

3 里褐  

6 暗褐   

7 灰褐  A
 
「
＝
－
N
－
．
A
m
 
 

C L＝121．6m  

T2号竪穴状遺構 伏要セクション  
1黒   細 △△黒色砂貿土、暗褐色粘質土、灰褐色粘質土の斑  

状混在。やゃ砂質。   
2 黒～黒褐 微 00灰褐色粘質土が20％小ブロック状混在。   
3 男娼  徴 ○◎少量の暗褐色粘土、黒色土が斑状混在。  
黒褐  徴 ◎◎暗褐色粘土と灰褐色粘質土の混在土。  

T2号竪穴状遺構 ベルトセクション  
灰褐色度が20％しみ状～小ブロック状に混在。  
As＿C・Hr－FP25％含む。炭化物2％含む。  
灰褐色土が10％しみ状混在。AsC20％、橙色粒  
5％含む。  
灰褐色土20％しみ状～団粒状混在。As－ClO％、  
焼土粒3％含む。  
灰褐色粘質土が15％しみ状～小ブロック状混在。  
As－C20％含む。  
黒色粘質土と灰褐色枯質土のしみ状～ブロック  
状混在。AsC2％含む。  
黒色粘安土15％しみ状混在。AsC5％含む。  

1 黒褐   微 △△   

2 黒～黒褐 徴 △△   

3 黒褐   徴 00   

4 黒褐   微 ○△   

5 黒～黒褐 徴 ○◎   

6 窯褐   徴（⊃○  

山 』＝二⊥竺＿＝＝≦雪』コ．．空し 」 m  
Fig．お H－81号住居、T－1・2号竪穴状遺構  
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W－7号溝 セクション  
1 累褐   細 △△As－Bを含む黒色砂質土に灰褐色～淡灰褐色土  

小ブロックを15％含む。  

D kl凱如   かr  

W－3号溝 セクション   
1黒禍  細 △×AsBを多量に含む砂貿土に褐～暗褐色土′ふ  

ブロックが15％しみ状～ブロック状混在。   
2 黒褐   組 △△AsBを多量に含む砂貿土に灰褐色粒（1～  

4mm大）を10％含む。   
3 黒～黒褐 徴 △△AsBを多量に含む砂質土に灰褐色粘質土が  

15％しみ状～ノ」、ブロック状に混在。   
4 黒褐   徴 △△暗褐色～暗灰褐色粘質土と黒色砂質土の混  

在土。   

W－3  

W－15号溝 セクション  
1 黒褐   細 △ × AsBを多量に含む砂質土に暗褐色土小ブロッ  

クが10％混在、As－Cl％含む。  
2 里褐  細 ○△暗褐色土と黒色砂質土のしみ状～団粒状混在、  

As－C粒3％含む  

H L＝121．6m  
W－15  W－3  

G  
L＝121．5m  

W－6号溝 セクション  
1異褐    微 ○△黒褐色砂黄土に暗褐色土が30％しみ状混在。  

As－C5％含む。   

2 黒褐    徴 ○△1層より暗褐色土量が多くやや徴密。   
3 黒褐一暗褐 徴 △△黒褐色砂質粘質土。粒度小。  

6
 
 

W
 
旦
 
 

（
予
 
∴
∴
こ
∵
）
 
 

一8号溝 セクション  
1黒褐   徴 △△As－Bを含む黒褐色砂質土に暗褐色土が  

30％混在。AsC粒2％含む。  
2 暗褐   徴 △△灰褐色粒粘質土が10％小ブロック～し  

み状に混在。  
3 黒褐   微 △△灰褐色土がわずかにしみ状～小ブロッ  

ク状に混在。  

W－9  
＼くナ   

I L＝121．6m  
l亡q   

B L＝121．5m  
こ：1  二  

W－5   W－3   

W5号購 セクション  
1黒褐  徴 △△AsBを含む黒～黒褐色砂質土にわずかに暗  

褐色土がしみ状混在。As－C2％含む。   
2 黒褐   微 △△As－Bを含む黒～黒褐色砂質土に暗褐色～暗  

灰褐色土が20％しみ状に混在。As－C3％  
含む。   

3 黒褐   徴 △△暗褐色粘質土と黒褐色砂質土のしみ状～小  
ブロック状混在。  

W9号溝 セクション  
1黒禍   徴 △ × AsBを含む砂貿の黒褐色土、AsCl％含む。   
2 黒褐   徴 △△暗褐色土に黒褐色砂質土がわずかに混在。   
3 黒褐   徴 △△黒褐色砂質土と暗褐色粘質土の混在土、As－C2％含む。  

一  

Fig．36 W－3・5～9・15号溝  
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A  

A′  

Ⅰ2号井戸 セクション  

1黒褐  徴 ○△灰褐色砂質土が少量しみ状混在。As－C（¢1～3mm）25％、  
焼土粒3％、炭化物1％含む。As－Bを多量に含み砂質。   

2 黒褐  徴 △△As－Bを多量に含む。灰褐色砂質粘土が10％粒状～しみ状一  
小ブ∩ツク状に混在、As－C5％含むこ   

3 黒褐   徴 00 2層とほほ同質だが、やや微密な砂賀土。  
4 黒褐   微 00As－Bを含む砂質粘土。2～4mm大の白色、橙色粒1％含む。   
5 男褐   微 00As－Bを含むやや砂貿の粘質土。   
6 墨褐  徴 ○△暗褐色砂質土に灰褐色砂質粘土が40％しみ状～斑状に混在。  

As－C5％、橙色粒子1％、炭化物1％含む。   
7 黒褐   徴 ○△As－Bを含みヤヤ砂質。暗褐色土25％小ブロック～団粒状に  

混在。As－C35％含む。   
8 黒褐  徴 00やや砂質。暗褐色土が15％しみ状に混在。As－C20％、橙色  

粒5％、炭化物3％含む。  
19 黒褐   徴 00 8層に30～40mmの黒色土ブロック10％含む。  
10 黒褐   徴 00As－C30％含む。  
t．t 黒褐   徴 ○◎砂質粘土中に灰褐色土がブロック～しみ状に40％混在。  

A′  

ン
△
△
△
 
△
 
 

∃
0
0
0
 
0
 
 

ク
微
徴
徴
 
徴
 
七
 
 
 

戸
 
 

井
褐
褐
褐
 
褐
 
 

号
黒
黒
黒
 
墨
 
 

3
 
 
l
 
n
ム
 
3
 
 
4
 
 

砂質土。As－C25％、橙色粒2％、炭化物1％含む。  
As←Bを多量に含む。  
As－Bを含む砂質土に灰褐色粘土が15％しみ状～小ブロック状～  
斑状に混在。AsClO％、炭化物1％含む。  
As－Bを多量に含む。黒灰褐色砂質粘土が20％しみ状混在。10mm  
大の灰褐色粘質土小ブロック5％含む。  
AsLBを含む黒褐色砂質粘土。AsC5％含む。  
As－Bを含む囁褐色砂質粘土。灰褐色粘質土が5％、小ブロック  
～団粒状に混在。  

0
0
 
 

0
0
 
 
 

微
微
 
 

褐
褐
 
 

黒
黒
 
 
 

5
 
6
 
 

微 ○△AsIBを多量に含む。As－C30％含む。  
徴 ○△黒色土が10％しみ状混在。As－C35％含む。  
徴 ○◎地山灰褐色粘土が30％しみ状混在。  

A L＝121．4m  

7 黒褐  
8 黒褐  
9 黒褐  

Ⅰ－4号井戸 セクション  
1黒    紺 × × As－Bを主体の砂質土層。   

2 黒褐   細 × × As－B純堆積層。   

3 黒褐   微 △○わずかに砂を含む。赤色粒2％、炭化物1％、  
地山灰褐色粘土粒3％含む。   

4 累褐  微 △◎地山灰褐色粘質土小ブロック7％混在。炭化  
物3％含む。   

5 罪褐   微 ◎△ヤヤ砂質。AsC15％含む。   
6 黒褐   微 ◎◎暗褐色粘質土がしみ状に30％混在。   
7 黒褐   徴 ○◎わずかに砂を含む黒褐色粘質土。150mm大の円  

礫を層低位に3～4個含む。   
8 黒褐色  微 △◎やや砂貿。10～15mm大の地山小ブロックを2  

％含む。ノト礫わずかに含む。   

9 黒褐色  徴 ○◎地山シルト賀粘土が10％しみ状～ブロック状  
に混在。地山北褐色砂貿土′トブロックを5％  
含む。  

B′  

丁－5号井戸 セクション  
1累褐   徴 ○△AsBを多量に含む砂質土。わずかに暗  

褐色土がしみ状～団粒状に混在。As－C  
lO％含む。  

徴 △△As－Bを多量に含む砂質土。灰状黒色堆  
積物が30％しみ状～斑状に混在、5～  
8mm大の炭化物2％含む。  

微 △△AsIBを含む砂質土中に灰白色シルト質  
粘土が20％小ブロック～斑状に混在。  

微 △O As－Bを含む黒褐一暗褐色粘質土に10％  
灰状堆積物がしみ状に混在。  

徴 △△少量のAs－Bを含む粘質土。As－C2％含  
む。  

2 里  

3 里褐   

4 黒褐   

5 里褐  

軍．．‥1i？0   
Fig．37Ⅰ－1～5号井戸  
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A′  A L＝121．8m   

ヨ  
◎
◎
△
◎
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△
△
 
 

ン
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◎
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租
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ク
 
 
セ
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戸
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い
褐
 
 

井
褐
褐
ぷ
褐
ぷ
黄
褐
 
 

号
暗
黒
に
黒
に
灰
黒
 
 

6
 
 1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
 

As－C・IlrLFP 20％ 黄橙邑ブロック20％ 炭化物5％  
AsLC・Hr－FP 20％ 焼土粒5％   

AsC・HrFPlO％ 黄橙色ブロック（d，10～50nlJn）20％  

10YR4／2灰黄褐色土が縞状に入る  

D－1  A
「
＝
】
N
L
∽
m
 
 

且
 
 

㊨
 
 
 

A
L
＝
－
N
－
．
u
m
 
 

ヲ
L
J
J
H
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
説
 
 

‥ノ L√ 」 ユ  

AL＝121・4m 
′l  
一旦  

D－1号土坑 セクション  
1 黒褐～暗褐 徴 ○△AsBを多量に含む。地山褐色粘土ブロック  

を一部に含む。   

D－2号土坑 セクション  
1 黒褐  細 ○△As－8を含む砂質土に10％灰褐色粘土がしみ  

状混在。焼土が5％しみ状～粒状混在。   
2 黒褐  細 00As－Bを多量に含む砂質土。As－C2％含む。  

炭化物1％含む。   

3 黒褐    細 △△As－Bを多量に含む砂質土。炭化物3％、焼  
土粒1％含む。   

4 黒褐  微 △△As－Bを含む砂質土に灰褐色粘質土が20％し  
み状～団粒状混在。   

D－3号土坑 セクション  
1 黒褐    徴 ○△AsBを含む環褐色土に、灰褐色粘土、黒色  

粘質上が小ブロック～団粒状に混在。As－C  
15％含む。  

－、  卜   

B L＝121，5m  

△
△
0
 
 

0
0
◎
 
 
 

微
微
微
 
 

褐
 
 

果
 
 

～
褐
褐
 
 

黒
黒
黒
 
 
 

2
 
3
 
4
 
 

AsBを含む砂質土。As－C粒2％含む。  
As－Bを多量に含む砂質粘質土。  
暗褐色粘質土主体。  

し
ヾ
ヽ
．
．
・
ヾ
ヽ
 
 
 
 
 
 
．
′
 
 

了‾：  

B
一
 
 

A
L
＝
】
N
－
．
〕
m
 
 

l㌔且L＝1・4m  B′  

B L＝121．3m  

D－5号土坑 セクション  
1黒褐～暗褐 徴 ○△やや砂質の粘質土。黒灰色灰状堆積物が35％斑状混  

在。As－C15％含む。  
微 × △黒灰色灰状堆積物主体。黒褐一暗褐粘質土が10％し  

み状～団粒状に混在。5～8mm大の焼土粒5％含む。  
徴 △△少量のAs－Bを含みやや砂質。ごくわずか灰状堆積物  

含む。10～20m川大の小礫を10％含む。  
微 △△暗褐色粘質土に少量の灰状堆積物がしみ状況在。  

D4号土坑 セクション  
微 00AsB含む砂質土中に、灰褐色粘質土が30％団  

粒～ブロック状に混在。  
徴 ○△As－B含む砂質土主体。わずかに灰褐色粘質土  
がしみ状混在。  

徴 × ◎灰褐色砂質土主体。  

0  1：60  2m  

Fig．38Ⅰ－6号井戸、D－1～5号土坑  
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A  

A L＝121．8m A一  A L＝121・3m  旦：  ．＿  

D－6号土坑 セクション  
1 黒褐   細 00灰褐色粘土が30％しみ状～小ブ  

ロック状に混在。As－C粒25％、  
炭化物1％含む。   

2 黒褐   徴 00灰褐色粘質土と黒褐色土のしみ  
状～小ブロック状混在。AsC粒  
15％含む。   

3 黒褐   微 △○やゃ緻密。暗褐色粘質土が少量  
しみ状混在。As－C粒5％含む。   

4 黒～黒褐 微 △○黒色砂質土と3層のブロック～  
団粒状混在。  

D【8号土坑 セクション  
1 暗褐   細 △ ◎ As－C・HトFP20％   
2 黒褐   細 ○ ◎ As－C・Hr－FP15％  

焼土粒2％  

D－7号土坑 セクション  
1 黒褐  柵 00As－C・HトFP 20％   
2 黒褐  細（⊃◎As－C・Hr－FP lO％   
3 暗褐  徴 ○◎As－C－Hr－FP 20％  3 黒褐  徴（⊃ O AsC・HrLFP5％  

W－2  W－1  

D9号土坑 セクション  
1 にぷい黄褐 細 △O As－C・Hr－FP 2％   
2 褐  細 △◎As－C・Hr－FP l％ 黄橙色ブロック（¢5mm）5％  

D－11．12号土坑、W－1．2号溝跡 セクション  
1 褐灰   紳 ◎O As－B混土居   
2 暗褐   紳 ◎◎As－B混土層   
3 黒褐   細 ◎◎As－B混土層   
4 暗褐  細 ○◎As－C・Hr－FP 5％ 焼土粒2％ 下部に灰が混じる   
5 褐    徴 ◎◎As－C・Hr－FP 5％ 焼土粒5％  

1
 

1
1
2
1
1
2
 
 

一
一
一
一
一
 
 

W
W
W
D
D
 
 

A′  

A L＝121．5m  旦：  ＿  

D－13号土坑 セクション  
1 黒ないし黒褐 微 △△As－Bを含む砂質土に、灰褐  

色粘土ブロック（¢10～25m）  
5％混在。黄色、樫色粒3％  
含む。  

微 × △灰状堆積物混在層。  
徴 △△As－Bを多量に含む砂質土。  
細 × △As－Bを含む砂質土。黄褐色  

土小ブロック2％含む。   

2 里褐  
3 里褐  
4 里褐  

†．L普」m   

Fig．39 D－6～13号土坑  
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■  

■「  

W4号溝 セクション   
1 現耕作土   
2 にぷい黄褐 租 00AsLB泥土層 As－C・Hr－FP 30％   
3 褐  細 00AsB泥土層 As－C・Hr－FP 5％   
4 灰草褐   細 ○（⊃As－B泥土層   
5 灰黄褐   細 00AsB浪士層 4よりAs－Bの混じりが多い   
6 灰黄褐   細 00As－B泥土層 3と同じくらいAs－Bが混じる   

W－12号諾 セクシ】ン   
1 黒褐   紳 ○（⊃AsC 5％  

DB－1  

DB－1号土坑墓 セクション  
1 灰黄褐   細（⊃O As－B lO％   
2 灰黄褐   細 00As－B 20％ 黄橙色ブロック2％   
3 にぷい黄褐 細 ○◎As－B 5％ 黄程色ブロック10％   

1:7.5 

Fig．40 Wq4・12号溝、DB－1号土坑墓  
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竜塵 ノ  

0  1／3  10cm  

上  

0  1／4  10cm  

L＿＿．＿二 ＝＿＝ ＿       ！  
（33・34・35・38・39）   

Fig．42 H－6～8・12～14号住居出土遺物  
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≒＝＝＝‾二＿  

1′／3  10cm   
0  1／4  10cm O  

しこさ：・∴  ＝＝∃  

（56・57・58・59・60・61・62・  

63・71・72・73・74）  

Fig．43 H－14・15号住居出土遺物  
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1／4 1ロcm  

¶∵T  

（75・76・77・80・82・84）  

Fig．44 H－15～18号住居出土遺物  

79   



0  1／3  10cm  

Fig．45 H－19・23・24・26・28・29号住居出土遺物  
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J
 
 

Fig．46 H－30～34号住居出土遺物  
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132  
1／3  川cm  

Fig．47 H－34・36・38号住居出土遺物  
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